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放課後は無敵ですが、何か？




世界をカケた、頂上決戦








秋水





角川スニーカー文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　第一章　シレツな攻防は、一進一退⁉







　抜ぬけるような青い空。燦さん々さんと降り注ぐ日光。遠く揺ゆらめく蜃しん気き楼ろうと蟬せみの声。

　遠くで旅りよ客かつ機きのジェット音がして、少女は鍔つば広びろの麦わら帽ぼう子しごしに空を見あげる。

　空には白い飛行機雲が、青のキャンバスに定規で引いたような直線を描えがいていた。

　暑かった。

　カーラジオから、日中は今年一番の気温となる旨むねのニュースが聞こえてくる。

　そのウェザーリポートは的中し、まさしく真夏の到とう来らいを確信させる気候だった。

「こっちこっち！　こっちだってば、早く！　獅郎シロウ！」

　麦わらの少女は白いワンピースの裾すそをヒラリとなびかせて振ふり向く。

　長い黒くろ髪かみがフワリと風にそよぐ。少女はとびきりの笑えみを浮うかべていた。

「ちょっとまてよ、今、車くるま椅い子すを出してる」

　少女の声に応こたえる声がした。低いが少年のものだ。

　獅郎と呼ばれたのは黒髪の少年だった。二人は幼なじみでもある。

「はしゃいでねェで、お前も手伝えよ、マイカ」

　獅郎がぶっきらぼうな口調で少女──マイカを窘たしなめる。

　そして送そう迎げい用のライトバンから降りつつ、折り畳たたみ式の車椅子を降ろす。

「ホラ、こっちだ。立てるか？」

　車椅子を組み立て終わった獅郎は、車内にいるもう一人の幼なじみへと話しかける。

　そして細心の注意を払はらって丁てい寧ねいに体を抱かかえ、介かい護ごしつつその相手を外へと導き出した。

「ちょっと日差しが強いが──大だい丈じよう夫ぶか？　ユイカ」

　獅郎はそう言いながら肩かたに抱いだく相手を車椅子に座らせた。

「うん」

　小さく声が答えた。鈴すずを転がすような美しい声。しかしどこか儚はかなく弱々しい声。

　それはもう一人の彼の幼なじみの少女の声だった。

「ユイカ、早く建物の中に入ろう。ここは日差しが強すぎる」

　獅郎が少女へと呼びかける。そして彼女の座った車椅子を押した。

「ううん、大丈夫。もうすこし太陽の光を浴びたいの」

　少女──ユイカが答える。そして獅郎へとニコリと微笑ほほえんだ。

「無理しないでよ、ユイカ」

　不意にマイカが駆かけ寄り、ユイカへと話しかける。

「大丈夫、心配しないで。お姉ちゃん──」

　ユイカが弱々しい声でマイカに答えた。

「何言ってるの。心配しないなんて無理。また熱でも出たらどうするの？」

　マイカが不満そうな顔で抗こう議ぎする。

「いい？　ユイカ。今日から私たちはここで暮らすの。もうお祖母ばあさまはいないのよ。これからは自分のことは自分でしなきゃいけないの」

　マイカは口をとがらせ、目の前にいる病弱な実じつ妹まいへと釘くぎを刺さす。

「うん……わかってる」

「ホント？　看病するこっちの身にもなってよね」

「ごめんね。お姉ちゃん──」

　マイカとユイカ──向かい合う二人は生き写しのようにそっくりだった。

　それもそのはず。彼女たちは一いち卵らん性せいの双ふた子ごなのだ。

　しかし見た目に反し、その性格は正反対。健康で潑はつ剌らつとした姉のマイカに比べ、病弱で不治の病に冒おかされている妹のユイカは大人しく、無口で消極的なのだ。

　二人は今日、生まれ育ったＫ市の実家を離はなれ、この都会へとやってきた。

　その目的は進学──彼女らは今年から、揃そろって私立逍しよう遥よう館かん高こう校こうの学生となる。

　それは二人にとって（特にユイカにとって）人生最初で最大の大だい冒ぼう険けんだった。

「安心しろ。俺がいる」

　不意に双子の美少女に向かって言葉が投げかけられた。

　それは車椅子を押す獅郎だった。獅郎はともすれば冷れい徹てつにも見えるクールな表情のまま、ユイカの顔をまじまじと見つめている。

「ありがとう、獅郎。でもホントに大丈夫」

　ユイカは小さく微笑み、寡か黙もくに自分の背中に寄り添そう黒髪の少年へと微笑を向ける。

「ごめん。〝都会の学校に通いたい〟なんて、私のワガママに巻きこんじゃって……」

　ユイカは心底申し訳なさそうに目を伏ふせる。それに対し獅郎は小さく頭かぶりを振った。

「構わない。お前は俺が守る」

　黒くろ神がみ獅郎──ユイカとマイカの実家の隣となりに住んでいた彼女たちの幼なじみ。

　不治の病に冒されたユイカを、幼い頃ころからずっと守り続けていた忠実なる騎士ナイト──。

　彼もまた、双子の姉妹とともに都会で学生生活を始める。それはもちろん病弱なユイカの介護人を自覚してのことだ。

　別に誰だれに強制されたわけでもない。

〝ユイカを守る〟──それは獅郎が幼き日より抗あらがうことなく自覚していた使命だった。

　そして彼が十六年間の生しよう涯がいを賭かけ、誓ちかった決意でもある。

「ホラ、見て見て！」

　不意にマイカが振り返り、空を仰あおいだ。

　三人の目の前に洋館があった。剝はげた白しら壁かべの古めかしい木造建築。

　この建物こそ、彼ら三人がこれから寝しん食しよくを営む場所──私立逍遥館高校、学生寮りよう。

「早く！　こっちこっち！　中に入ろ！」

　マイカが弾はずむ息で学生寮の玄げん関かんへと走り出す。

「はしゃぐな、転ぶぞ」

　獅郎が呆あきれたように呟つぶやき、ユイカを乗せた車椅子を押す。

「あッ！」

　マイカが玄関のドアに手をかけた瞬しゆん間かん、ドアがギギギと軋きしんで開いた。驚おどろきに思わず手を引っこめるマイカ。もちろん自動ドアなどではない。ドアはタイミング良く内側にいる人物によって開けられたのだ。

「君たちは──」

　寮から現れた人物は戸口から、やってきた三人を順番に見やって言う。

「もしかすると、新しい学生寮の寄宿生か？」

「は、はい！」

　マイカが反射的に答えていた。相手は「やはりな」と答え、ニコリと微笑む。

　その人物は逍遥館高校の学生服を着ていた。マイカたちと同じ学生だ。しかし高校生にしては大人っぽく、背が高く端たん整せいな顔をした美青年だった。

「荷物を部屋に置いたら寮の施し設せつを案内しよう」

　親切な口調で青年が言う。大人びた落ち着いた態度だった。

「俺はこの寮の一年の学年寮りよう長ちようだ。よろしくな」

　青年はニコッと白い歯を見せて笑う。そのあまりに爽さわやかな態度に、マイカは思わず顔を赤くして「は、はい！」と照れながら返事をした。

　青年は玄関のドアを開け放ち、マイカたちを建物内に招き入れる。

「そっちの車椅子の人も早く。外は暑いだろ？」

　青年に促うながされ、獅郎とユイカも寮内へと入っていく。

「よろしくな」

　すれ違ちがい様ざま、青年は獅郎へと話しかける。気さくな態度だった。

「ああ」

　獅郎は青年を一いち瞥べつして頷うなずく。

　青年は右手を差し出した。握あく手しゆを求めたのだ。それは歓かん迎げいの意思表示だった。

「……悪いが、車椅子を押してるんでね」

　しかし獅郎は青年に対し、行こう為いではなく言葉を突つき返した。〝握手が出来ない〟という、けんもほろろな拒きよ否ひの態度だ。

　青年はバツが悪くなって「ああ、すまん」と素す直なおに謝り、突き出した手を引っこめる。

「獅郎」

　不意に車椅子から声がした。

　ユイカだった。ユイカは咎とがめるように獅郎を見やる。

　その視線に獅郎に対する非難の色が映っている。

「ごめんなさい。彼──獅郎は昔から人付き合いが苦手なんです」

　ユイカが青年に対して取り繕つくろい、身内も同然である獅郎の無礼を謝る。

　フォローに必死なユイカの態度を見て、獅郎は「フン」と憤ふん然ぜんと視線を逸そらした。

「気にしてないさ」と、青年は笑ってユイカの謝罪を受け流す。

「こっちこそ、気が回らなくてすまない」

　青年は気き遣づかうように改めて車椅子に座る少女の顔を見やった。

「君は──」

「夢ゆめ久ひさユイカと申します。今日からこの学生寮でお世話になります。彼は幼なじみの黒神獅郎。そして彼女は双子の姉のマイカ」

　ユイカが微笑み、ペコリと頭を下げて挨あい拶さつをする。

「俺は遠えん藤どう……遠藤雪ゆき虎とら」

「よろしく……お願いします。雪虎さん」

　その儚い笑顔を見た瞬間、雪虎の心に特別な感情が芽生えた。

「ああ、よろしく──」




　そして彼と彼女たちの、熱い夏が始まった──。




　　＊　＊　＊




　気だるいまどろみの終わりに、彼女は目を覚ました。

「また、あの夢──」

　彼女は小さく吐と息いきを漏もらし、もたれかかったソファから身を起こす。

「何で今いま更さら……」

　今月になって三回目だ──と、彼女は心の中で指を折る。

　その夢は忘れられないあの夏の思い出だった。

　まだ彼女が若く、何も知らなかった少女だったときの夢──。

　それは彼女の胸に今も刺さる抜ぬけない棘とげ。鈍にぶい痛みを伴ともなう忘れたい過去だった。

「きっとこんなメロディを聞いたのが原因ね……」

　彼女は耳じ朶だにやさしく届くオルゴールのメロディに聞き入り、遠い目をした。

　美しい女性だった。歳は二十歳はたち前後か。気品に満ち溢あふれた端整な顔。

　そしてここはホテルのスイートルームを思わせる豪ごう華かな部屋。しかし不自然なことに、その部屋は窓が一つもなく、どこか息苦しい閉へい塞そく感かんに満ちていた。

　女性はふと、数日前にこの部屋を訪おとずれた少女のことを思い出していた。

　火ひ野の宮みや寿乃ジユノ──〝教団〟に単身潜せん入にゆうし、囚とらわれた少女。彼女は逍遥館高校に在学する女子高生、つまり彼女の後こう輩はいだった。

　無事だといいけれど──。

　女性は彼女の身を案じながら、手を伸のばしてオルゴールの蓋ふたをパタンと閉めた。

　曲の途と中ちゆうで音が止やみ、部屋に沈ちん黙もくが訪れた。

　突とつ然ぜん、けたたましいブザー音が部屋に鳴り響ひびいた。

　彼女は驚き、思わず身を硬かたくする。

　ブザー音はこの部屋──彼女を軟なん禁きんする豪ごう奢しやな鳥籠バード・ケージに、来客を告げる合図だった。

　それは彼女にとって招かれざる客。自らを虜とりことする忌いまわしい相手──。

「ご機き嫌げんは如何いかがかな？　御ご寮りよう人にん」

　電子ロックが解かい錠じようされる音とともにドアが開いた。同時に部屋の中に男の声が響く。

　そして毛足の長い絨じゆう毯たんを踏ふみしめ、男は真っ直すぐとソファに座る女性へと歩み寄った。

　高級ブランドのスーツに身を包み、銀ぎん縁ぶちの眼鏡をかけた長身の男だった。

　歳は二十代の後半ぐらいか。まるで弁護士や高級官かん僚りようのようなエリート然とした知的な顔立ちをしている。しかし女性はその男の顔の皮を剝がしたその裏に、軽けい薄はくで狡こう猾かつな本ほん性しようが隠かくれていることを知っていた。

「今日は何の用です？〝ハザマ〟──」

　女性はあらん限りの嫌けん悪おと侮ぶ蔑べつをこめ、男の名を呼ぶ。

「こんな所にわざわざ来るなんて、ずいぶんと暇ひまなご身分ですね」

　皮肉をたっぷり塗まぶし、男を睨にらんで毒づく女性。

「私から教団の実権を奪うばい獲とった今、寝ねる間もないほど多た忙ぼうだと思っていました」

　男は女性に対し「フン」と一いつ笑しようし、ニヤリと薄うすい唇くちびるをつりあげる。

「今日は教祖であるお前に、重要な決断をしてもらうために来た」

　ハザマと呼ばれた男が女性を見おろして言う。

「決断？」

　女性は眉み間けんに皺しわを寄せ、訝いぶかしげにハザマを見やる。

　ハザマは冷笑して踵きびすを返す。

　そしてキャビネットから高級なウイスキーを取り出し、バカラのグラスに注いだ。

「我々〝龍りゆう神じん会かい〟は、今や全国に二万人の信者を抱かかえる大宗教法人だ」

　ハザマはグラスの中の琥こ珀はく色いろの液体を揺ゆらし、呟く。

「もし俺がその気になれば、今すぐにでも狂きよう信しん的な信者を操あやつり、首しゆ都と圏けんを壊かい滅めつさせるような破は壊かい活動もできるだろう」

「ハザマ！　あなた、もしや⁉」

　女性はハザマの危険な言動に驚きよう愕がくし、血相を変えてソファから身を乗り出す。

「安心しろ、そんな馬ば鹿かな真似まねはしない」

　ハザマが冷笑し、ウイスキーを舐なめるように口をつける。

「俺はこの世界のことになど、微み塵じんの興味もない」

「では一体、何を──」

「教団設立からの悲願がついに達成される。その最終目的に至る決断だ。俺の目的は、とうの昔に分かっているだろう？」

　ハザマの目がギラリと光った。

　女性の背筋に悪お寒かんが走り、まるで蛇へびに睨まれたカエルのように金かな縛しばりにあう。

「お前の力が必要なのだ。マイカ──」

　ハザマが女性の名を呼んだ。そしてすぐさま指をパチンと鳴らす。

　それを合図に再びドアが開いた。

「あ、あなたたちは⁉」

　ドアから躍おどるように部屋に侵しん入にゆうしてくる人ひと影かげ。その数、十二人。

　全員が不気味な黒い貫かん頭とう衣いを着ていた。その顔はフードに隠れて見えない。

　規則正しく整列してハザマに従う謎なぞの十二人。その様子にハザマは満足そうに頷く。

「紹しよう介かいしよう。教団の中から選えりすぐり俺が育てた精せい鋭えいメンバー──通つう称しよう〝虚無衆キヨムシユウ〟！」

「虚無衆⁉」

　まるで舞ぶ台たい役者のカーテンコールのように、率いる虚無衆を紹介するハザマ。

「彼らはこれから旅立つことになる同志だ。我らの目的を遂とげる強力な尖せん兵ぺいとして！」

「そ、それは……まさか……⁉」

「マイカ！」

　ハザマがにわかに怒ど号ごうを発した。

　そのあまりの迫はく力りよくに、マイカはビクリと体を震ふるわせる。

「お前の力で、この者どもを異世界に送りこむのだ！　不可能とは言わせん！　お前にはその能力──〝門〟を開く力が備わっているのだ！」

　ハザマの狂きよう気きの宿る瞳ひとみを目まの当たりにして、マイカは確信した。

　ハザマの野望──教団を乗っ取り、その力を以もつて遂げようとしている彼の野望。

　それは間ま違ちがいない。

　世界の覇は権けん。そして支配──。

　しかもそれはこの世界──現実世界ではない。

　もう一つの世界──‼

「ゆ、許しません、そんなこと──！」

　マイカが目に涙なみだを浮うかべ、ギリリと唇を嚙かむ。

「私が……そんな狂気の所業に協力するとでも思っているのですか⁉」

　マイカはあらん限りの憎にくしみをこめて、目の前にいる男を睨む。

　彼女は宗教法人〝龍神会〟の教祖だった。教祖といってもそれはあくまで飾かざりに過ぎない。彼女の持つ美び貌ぼうと神秘性が信者たちの心を摑つかむことはあっても、教団を運営する実権のすべては、目の前にいるハザマという男に握にぎられている。

　マイカはまさに籠の中の鳥。ハザマの傀かい儡らいだった。

　この部屋もマイカを監かん視しし、虜にするためにあつらえられた軟禁部屋なのだ。

「恥はじを知りなさい！　ハザマ！」

　マイカが怒ど鳴なる。そして血が滲にじむほど唇を嚙み締しめる。

　それは最後の抵てい抗こうだった。たとえ殺されても彼のドス黒い野望に荷か担たんするつもりはない。

「どうしても協力できないと言うんだな？」

「当たり前です！」

　マイカが吐はき捨てる。二人の間にピリピリとした緊きん張ちようが走った。

「仕方ない──」

　ハザマは飲み干して空になったグラスをテーブルに置き、そして虚無衆を一いち瞥べつした。

　すると男たちのうちの一人が懐ふところから封ふう筒とうを取り出し、ハザマへと手て渡わたす。ハザマはその封筒の中身を確かく認にんし、無造作にテーブル──マイカの目の前に放ほうり出した。

「見るがいいさ」

　ハザマに促うながされ、恐おそる恐るマイカはその封筒を手に取る。

　封筒の中には何枚かの写真が束になって入っていた。

「‼」

　写真を見た瞬しゆん間かん、マイカの手が止まった。みるみるうちに肩かたが小刻みに震える。

「なかなか良く撮とれているだろう」

　ハザマがニヤリと笑う。食い入るように写真を見るマイカの顔は蒼そう白はくだった。

「世せ田たが谷や支部の信者は物分かりが悪くて困るな。〝教祖の直々の命令だ、たとえ相談役といっても許さない〟と言って聞かんから、少々手て荒あらな対応をさせてもらったぞ」

　ハザマは笑いながらマイカからヒョイと写真を取りあげる。

「なかなか男前じゃないか。お前の幼なじみは──」

　その写真には一人の男が写っていた。黒くろ髪かみの青年だ。

　青年は病院のような場所でベッドに横たわり、死んだように目を閉じている。

「今まで隠しおおせると思っていたのか？　愚おろかな女だ」

　ハザマがフンと鼻を鳴らした。

「この写真が俺の手にあるということは、意味は分かるな？」

「何を⁉　獅郎に何をしたの⁉」

　マイカは激げつ昂こうにソファから立ちあがっていた。そしてハザマに食ってかかる。

　しかしハザマはその剣けん幕まくを歯し牙がにもかけず受け流した。

「別に何もしてはいないさ。今のうちはな」

　マイカは憎しみの籠こもった目でハザマを睨む。その目から涙が流れて頰ほおを伝った。

「彼──黒神獅郎は植物状態にあるんだろう？　俺の命令一つで、今すぐにでも彼の体に繫つながった生命維い持じ装置の電源を切ることもできるというわけだ」

　ハザマが笑って携けい帯たい電でん話わを取り出す。それはマイカに対する恫どう喝かつだった。

「最愛の男性を死なせたくはないだろう？　マイカ」

「…………」

「……協力してくれるね？」

　ハザマの猫ねこなで声に、マイカは涙に濡ぬれる目で彼を睨んだ。

「はっはっは！」

　その沈黙に肯こう定ていの意を汲くみ取り、ハザマは笑い出した。狂気に彩いろどられた高笑いだ。

「そうだ。いい子だ、マイカ。初めから素す直なおに従っていればよかったのだ！」

　まるで噎むせるように体を歪ゆがめて笑うハザマ。そして後ろに並ぶ虚無衆に呼びかける。

「喜べお前たち！　夢にまで見た王道楽土に招待してやろう！　存分に働け！」

「はっ！」

　十二人の虚無衆が一いつ斉せいに小さく短い返事をする。

「マイカ！　今こそお前の力を解放させるのだ！　妹に出来たことが、双子の姉であるお前にできないはずはない！」

　興奮に支配されたハザマの歓かん喜きは、もはや声になっていなかった。

「〝第三の門〟を開くのだ。かつて逍遥館学生寮でユイカが行ったように──‼」

　狂気の笑いが支配する鳥籠バード・ケージの檻おりの中で、マイカは小さく呻うめいて瞼まぶたを閉じた。

「ごめん、獅郎──」

　かつて愛した幼なじみに対する、それは忸じく怩じたる諦てい観かんの念だった。
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　轟ごう音おんが天空に木こ霊だました。

　しかもその音は一つや二つではない。城じよう郭かくのあちこちに火柱があがり、爆ばく音おんとともに同時多発的に爆ばく発はつが巻き起こっていた。

　そこは雄ゆう大だいな山さん岳がくを背にして聳そびえる城──その名も〝龍りゆう哭こく塞さい〟。

　その名の通り数千の兵士たちが守る総構えの城郭である。かつて幾いくたびの大軍の襲しゆう来らいにも屈くつせず、難なん攻こう不ふ落らくの伝説を残す天然の要害だ。

　そこは中世の技術の水準において完かん璧ぺきな防ぼう御ぎよ力を誇ほこる、文字通り最後の砦とりでであった。

　しかしその頑がん強きような龍哭塞の城じよう壁へきが、今、いとも簡単に爆発して崩くずれ去っていく。まるで波打ち際ぎわに作られた砂の山のようだった。

「どうした？　遅ェぞ、ちゃんとついてこいやァ！」

　唯ゆい一いつ崩ほう壊かいを免まぬかれた楼ろう閣かくの頂上に立ち、一人の男が叫さけんだ。

「俺と一対一サシで戦おうとするたァ、いい度胸じゃねェか！」

　声の主は少年だった。

　少年の挑ちよう発はつする先には、彼に接近すべく猛もうスピードで飛来する人影があった。

　常人では信じられないほどの跳ちよう躍やく力で滑かつ空くうする影かげ。

　そして影は右手を突つき出し、塔とうの上の少年に照準を合わせた。

　その右手には小さな投げナイフ──飛刀が数本、キラリと輝かがやいていた。

「〝爆砕鏢バクサイヒヨウ〟‼」

　影が叫ぶ。と同時に飛刀を少年目がけて投とう擲てきした。三本立て続けに。

　一直線に飛んでいく小さな刀が過あやまたず少年の眉み間けんを襲おそう。

　不安定な塔の上で身動きのとれない少年は、避よけることもままならない。

　万ばん事じ休す──。

　しかし次の瞬間、少年は信じられない方法で影の放った飛刀を回かい避ひした。

「〝錬光環レンコウカン〟ッ！」

　そう叫んだと同時に、少年は空へと飛翔した。

　それは比ひ喩ゆではなかった。少年の体がまるで煙けむりのように軽々と天空へと上じよう昇しようしていく。しかし少年に翼つばさが生えたわけではない。少年は両の掌てのひらに〝錬れん成せい〟した謎の光を地面へと放射することにより、その反動を推進力にして天に飛びあがったのだ。

「そんな甘っちょろい攻こう撃げき、俺に当たると思ってんのかッ⁉」

　少年が叫んだ次の瞬間、足元で爆発が巻き起こった。

　爆ばく心しん地ちは少年の立っていた塔だった。舞まいあがる爆ばく煙えん。

「ちくしょうッ‼　龍哭塞を丸ごとブッ壊こわすつもりか⁉　てめェ！」

　ゴゴゴゴと音を立てて崩ほう壊かいしていく塔を眼下に、少年が悔くやしそうに唇くちびるを嚙む。

　その爆発は間違いない、先さき程ほど影の放った三本の飛刀が原因だった。

　着ちやく弾だんすると大爆発を引き起こす爆ばく弾だん飛刀。

　その名は〝爆砕鏢バクサイヒヨウ〟──それが影の男の持つ特とく殊しゆ能力、〝龍仙具アトリビユート〟なのだ。

「おかえしだッ！　こっちも行くぜ！」

　少年は両手を合わせて「うおおおッ！」と渾こん身しんの気合いを溜ためる。

　するとすぐさま掌に先程と同様の光が生まれた。光は瞬またたく間に周囲へ飽ほう和わしていく。

「〝錬光環〟ッ‼」

　少年が叫んだ。同時に自らの手を威い勢せい良よく突き出す。

　まるでバトル漫まん画がの気功波のように少年の手から光が発射される。

　それは質量を伴ともなう光こう弾だんだった。緑色に輝くその光は、彼の十本の指に嵌はめられた翡翠ひすいの指輪によって〝錬成〟された彼の特殊能力──絶大な力を持つ必殺技わざだった。

　龍仙具アトリビユート──〝錬光環〟。彼もまた、常識を超ちよう越えつした超ちよう能のう力りよくを自在に操あやつることができる。

　城郭の上空で戦う二人は、共に〝龍仙士ドレイク〟と呼ばれる特殊能力者なのだ。

　爆音と共に光弾が敵の影に命中した。周囲がハレーションに白く霞かすむ。

「どうだッ！」

　少年は会心の声をあげ、城壁の一角に着地する。

「まともに食くらって、跡あと形かたもなく吹ふき飛んだかァ？」

　手を額にかざし、爆発の先を見やる少年。

「俺に戦いを挑いどむたァ、百万年早いんだよ！　てめェらみてェな、にわか龍仙士ドレイクとは、格が違ちがうんだよ！　格がッ！」

　少年が勝ち誇って笑った、その時──。

「サク、危ないッ‼」

　突とつ然ぜん、少女の声がした。

　まるで煙のように、少年の眼前へと少女が瞬間的に出現する。

「うわらっ！」

　少年と少女はぶつかり、もつれ合ってゴロゴロと城壁の歩ほ廊ろうを転がっていく。

「な、いきなりなにすんだよ！　リン！」

　そのとき二人の背後で大爆発が起きた。崩れる城壁、飛び散る瓦が礫れき。

　それは〝爆砕鏢バクサイヒヨウ〟の爆発だった。

「だから、危ないって言ってんのよッ！　油断すんなよサクッ！」

　少女が眉まゆを吊つり上げ、少年──サクに怒ど鳴なる。

　間かん一いつ髪ぱつ、少女はサクを庇かばい、敵の〝爆砕鏢バクサイヒヨウ〟の反はん撃げきを回避したのだ。

「危ねェ、ありがとよ、リン」

　サクは少女──リンを一瞥し、すぐさま飛刀の飛んできた方向を見やる。

　北の塔の上に二人の人ひと影かげがあった。

　一人は〝爆砕鏢バクサイヒヨウ〟を操る龍仙士ドレイクの男。そしてもう一人は新たな敵だった。

　二人ともまったく同じ黒い貫かん頭とう衣いを身にまとっている。

「チクショウ……新手か……でも、どうやって⁉」

　どうやら影の男は、仲間の協力によってサクの攻撃から脱だつ出しゆつしたらしい。

　しかしその理由が分からない。サクの〝錬光環〟は間ま違ちがいなく男に直ちよく撃げきした。

　男には回避する余よ裕ゆうも能力もなかったはずだ。

「時間を戻したのよ！」

　唐とう突とつにリンが呻いた。

「なんだと？」

　冗じよう談だんのような答えだった。しかしリンは真面まじ目めな顔で頷うなずく。

「アイツ、時間を戻せるの。恐おそらく二秒くらい。さっきからアタシの〝絶ぜつ影鈴エイリン〟の瞬しゆん間かん移動でどんなに奴やつに近付いても、ぜんぜん攻撃が当たらないのよ～！」

「オイオイ、そんなのってアリかよ⁉　じゃあ、俺があの爆弾ナイフ男をやっつけたのも、時間を戻してなかったことにしたってか⁉」

「うん。多分」

　リンの返事にサクの声が思わず裏返る。

「それってマジかよ⁉　ズルくねぇか？」

「ズルいに決まってるじゃん！」

　リンが頰をふくらませ、サクは頰をピクピクと引きつらせる。

　ただでさえ強敵な上、そんな反則技に近いサポートが加わったら、はっきり言って勝ち目などない。絶望的な戦いだ。

「とにかく、あのナンバー４を倒たおすことが最優先！　じゃないと勝っても時間戻されてふりだしに戻っちゃうし！」

「ナンバー４？」

「番号ふったの。だって見た目が一いつ緒しよで紛まぎらわしいんだもん。あの時間を戻すヤツがナンバー４で、爆弾のナイフを使うヤツはナンバー２」

　リンは指を折って数えつつ、途と中ちゆうから「あ～～紛らわしい！」と頭を搔かきむしって叫ぶ。

「完全に乱戦状態ってヤツか……他ほかの奴らは無事なのか？」

　サクは話題を変え、城じよう塞さい内で自分たちと同様、敵と戦っている仲間の身を案じた。

　それに対し、リンは再び指を折りつつ思い出すように答える。

「え～と、ナンバー６と９はジュノ先せん輩ぱいが戦ってくれてます。それ以外は情報ナシ！」

　もはや、城塞内は大混乱の修しゆ羅ら場ばと化していた。

　サクたちの仲間は散り散りとなり、各所で敵龍仙士ドレイクたちと乱戦を繰くり広げている。

　各おの々おのが孤こ軍ぐん奮ふん闘とうし、誰だれが無事で誰がピンチなのか、まったく分からない状態だ。

　頼たのみの綱つなである仲間──ヨギの〝幻王印ゲンノウイン〟という通信能力を持つ龍仙具アトリビユートからの報告も、数分前に途と絶だえたきりだった。

「つかえねぇな……お前」

　サクはジトッとリンを軽けい蔑べつの眼まな差ざしで見る。

「うっさい、バカサク！　しょうがないじゃん！」

　それに対しリンが口を尖とがらせて怒おこった。

「だって敵は十二人もいるのよ⁉」

　その瞬間〝爆砕鏢バクサイヒヨウ〟の第三波が彼らの頭に降り注ぎ、爆ばく風ふうが吹き荒あれた。

「うあっちぃ！」

　敵の反撃による爆風に尻しりを焼かれ、二人は口くち喧げん嘩かするのも忘れて逃とう避ひした。
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　この大乱戦の発ほつ端たんは一刻前に遡さかのぼる。

　そのとき、龍哭塞はまさに嵐あらしの前の静けさに満ちていた。

　鳥ちよう瞰かんすると、城塞は夥おびただしい数の人によって囲まれていた。

　総数は二十万人。そのすべてが金色に輝く甲かつ冑ちゆうを身につけた兵士たちだった。

　そう、龍哭塞は前ぜん代だい未み聞もんの大軍によって完全に包囲されていたのだ。しかも城塞を攻め立てる大軍は、オルン最強の誉ほまれ高い、ル神教僧そう兵へい団〝神聖旗き幟し兵団〟の精せい鋭えいである。

　しかし龍哭塞の本当の意味での最大の敵は、その大軍ではなかった。

　龍哭塞を守る龍仙士ドレイク──異世界から召しよう喚かんされた戦士たちの超ちよう常じようの力を以もつてすれば、たとえ二十万の軍勢といえど、互ご角かく以上の戦いは不可能ではない。

　では、何故なぜ──？

　その理由を、リューイは頭上より飛来する光輪を見た瞬間、理解した。

　まるで天使のように突とつ如じよとして龍哭塞の上空に降臨した影。その数十二人。

「神の使者だッ！」

　龍哭塞を裏切り、この大戦を誘ゆう導どうした狂きよう信しん者、メスロンが叫さけぶ。

　違う──奴らは神の使者なんかじゃない。

　リューイは彼らの正体を確信し、逡しゆん巡じゆんする。

　奴らは僕たちと同じ──あの十二の影は召喚されたのだ。異世界から。

　つまり自分と同様の存在。そう──。

　龍仙士ドレイク。

「僕たちとは異なる……新たなる〝龍仙士ドレイク〟なのか──」

　リューイの隣となりでトドロキが小さく呻うめく。その顔は蒼そう白はくだ。

「まさか──」

　ヨギが呟つぶやく。冷静沈ちん着ちやく、クールなその顔に今度ばかりは驚おどろきの色が宿っていた。

「新たな〝門〟が開かれたというの⁉」

　そのときジュノが叫んだ。その言葉にリューイは「えッ？」と彼女の横顔を見る。

「〝第三の門〟。もしかして……マイカさんが……」

　ジュノが悲ひ愴そうな顔で、光射さす上空を食い入るように見つめる。

「マイカ？　マイカって誰だ⁉」

　リューイはジュノに小さく聞いた。

　しかしジュノは答えない。いや、答えられなかった。

　ピリピリとした空気が大気を震しん動どうさせ、大地を鳴動させている。それほどまでに、出現した十二人の龍仙士ドレイクの力は壮そう絶ぜつさを予感させていた。

「もうこうなったらしょうがねェ！　全員、ブッ潰つぶすってこったな！」

　サクが叫ぶ。威い勢せいのいい言葉はいつも通りだが、その声はわずかに震ふるえている。

「よっしゃ！　やるしかないよッ！」

　リンが叫んだ。そして手に持っている銃剣ガンブレイドの火薬を再点検する。

　次の瞬間、光の輪が弾はじけ、十二人の〝敵〟が地上へと降臨した。

　龍仙士ドレイクと龍仙士ドレイク、新旧相打つ未み曾ぞ有うの戦いが、今、幕を開けた。
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　戦いは想像以上に熾し烈れつだった。

　降臨した十二人の龍仙士ドレイク──龍哭塞を滅ほろぼすために召喚された〝虚無衆〟の力は、リューイたちの想像をはるかに超こえて強大だった。

　仲間たちはリューイを含ふくめて六人。数の上では一人で二人を相手することになる。しかし虚無衆たちは、一対一の戦いでも危あやういほどの絶大な能力者だったのである。

　しかも彼らは統制も完かん璧ぺきだった。恐らくこの日に備え、幾いく度どとなく実戦シミュレーションを繰り返していたのだろう。

　龍仙具アトリビユートは、能力を組み合わせることによって様々な状じよう況きようでその効果を倍増させる。例えば先さき程ほどの連れん携けい──爆ばく弾だんナイフで敵を攻こう撃げきしつつ、危うい場面では時間を巻き戻して死地を脱だつする。それは計算し尽つくされた緻ち密みつで完璧な連係プレイだった。

「くそッ！　しつけェヤローだッ！」

　中空を跳ちよう躍やくしながらサクが舌打ちする。

　彼はナンバー２とナンバー８の二人によって追い立てられているところだった。

　リンはサクを助けた後、ナンバー４を追って転戦している。

　そういった風に城塞内では縦じゆう横おう無む尽じんに敵と味方が入り乱れ、バトル・ロイヤル状態となっていた。

　サクは改めて龍哭塞内を見み渡わたす。

　城塞の半分が瓦礫の山と化していた。そこはもはや廃はい墟きよだ。

「チクショウ！　俺たちの城をメチャクチャにしやがって……！」

　悔くやしそうに奥歯を嚙かみ締しめるサク。

　そして迫せまり来るナンバー２と８の二人に〝錬光環〟の光こう弾だんをお見み舞まいした。

　しかし追っ手二人はその攻撃を難なく回かい避ひする。

　光弾は敵に当たることなく、不自然な軌き跡せきを描えがいて背後へとすり抜ぬけていく。

「なんで当たらねェんだッ⁉」

　サクが悔しさに顔を歪ゆがめる。

　それもそのはず、ナンバー８の能力は〝空間歪わい曲きよく〟──空間を歪め、あらゆる物理運動法則のベクトルを変えることのできる龍仙具アトリビユートなのだ。

「クソ野や郎ろうッ！」

　サクがこめかみに血管を浮うかべて叫んだ。そのとき──。

（聞こえる？　サク）

　ふと、彼の耳元に風に乗って微かすかな声が届いた。

　サクが驚いて首もとに手を当てる。そこには小さな刺青が貼り付けられていた。

　ヨギの〝幻王印〟──それは彼女からの通信だった。

「ヨギか⁉　どこだ？　今どこにいる⁉」

（おちついて）

　サクをクールダウンさせるように、ヨギは冷静沈着な声で返答する。

（サク君、僕だ。トドロキだ）

　不意にヨギの声が途と切ぎれ、代わりに男の声がサクの耳に届いた。トドロキだ。

「オッサン！　無事か⁉」

（オッサンはやめてくれ）

　トドロキが苦く笑しようした。この修羅場において、まだユーモアを失わないトドロキの度胸と余よ裕ゆうに、サクは頼もしさを覚えて思わず笑えみをこぼす。

（サク君、今、ヨギ君と小こ町まち廓くるわにある風車塔とうの小屋にいる。合流できるか？）

　サクは龍哭塞の様子を眺ちよう望ぼうする。

　龍哭塞の東側には小町廓という住居地区があった。そこはバラックが密集し、確かに身を隠かくすにはピッタリの場所だ。

　サクは〝錬光環〟で周囲に煙えん幕まくを舞まいあがらせた。そして小町廓へ急行する。

「サク君、こっちこっち！」

　トドロキが潜せん伏ぷく先の小屋から顔を出す。

　サクは敵に気づかれないように、素す早ばやくその小屋の中へと身を滑すべりこませた。

「オッサン、何やってるんだよ！　こんなとこで隠れてないで戦えよな！」

　入るなりサクはトドロキに軽蔑の声をあげる。

　トドロキはその非難を甘んじて受け入れ「すまない」と頭を下げた。

「時間がない。手短に説明する」

　トドロキが苦しげな顔でサクに説明を始めた。

「十二人いる新手の龍仙士ドレイクは想像を絶する強さだ。このまま戦い続けたら、まず間ま違ちがいなく僕たちは全ぜん滅めつするだろう」

「オイオイ、なに弱気になってんだよ⁉　負けるワケねーだろ⁉　俺たちだって最強の龍仙士ドレイクなんだぜ⁉　今だって充じゆう分ぶん互角に戦ってるぜ！」

　トドロキの弱気な発言を叱しつ咤たするサク。

　しかしその怒ど声せいが虚きよ勢せいであることは、サク自身、身にしみて理解していた。

　今までの戦いぶりはとても互角とは言い難がたい。龍哭塞最強の龍仙士ドレイクを自負するサクでさえ、とにかく生き残るのが精せい一いつ杯ぱいな状況なのだ。

「無理。私たちは彼らには勝てない。絶対に」

　トドロキの横でヨギが顔を横に振ふった。クールな表情により、その緊きん迫ぱくさが強調される。

「そんなもん、やってみなきゃわからねェだろうが！」

　サクは思わず立ちあがって拳こぶしを握にぎり締める。

「玉ぎよく砕さいするかい？　犬死にだな」

　鋭するどい声がサクの胸を刺した。トドロキは首を振る。

「……敵の黒幕はロンギシェルという男だ」

「ロンギシェル？」

　その名をオウム返しに聞き返すサク。

「さっき、頭の中にガンガン響ひびいてきた声のヤローか⁉」

「ああ。ル神教の大導師として絶大な権力を握っている男だ。そして神聖旗幟兵団二十万を率いてこの龍哭塞にやってきた張本人。名目はオルンの平和的統一とドルクルス統とう国こく統とう帝てい家の復権。しかし本当の目的は──」

　トドロキがそこまで言ったとき、上空で爆ばく発はつの音が響いた。

　恐おそらくナンバー２が爆弾ナイフで周囲を絨じゆう毯たん爆ばく撃げきしているのだろう。

「とにかく、あの十二人の虚無衆と呼ばれる龍仙士ドレイクを操あやつっているのが、そのロンギシェルという男だ。奴やつを殺さないことには戦いは永久に終わらない」

　近づく爆ばく音おんに身を硬かたくし、トドロキがヨギとサクを交こう互ごに見て言った。

「作戦がある」

　トドロキが神しん妙みような顔で呟く。

「これは彼らを倒たおすことのできる、我々にできる唯ゆい一いつにして最後の切り札だ──」

「切り札？」

　サクの質問にトドロキは小さく頷うなずいた。

「リューイ君の〝龍帝珠リユウテイジユ〟だ」
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　爆発と破は壊かいによって龍哭塞の城壁は瓦が礫れきの山と化していた。

「リューイ。もういい……私を置いて逃にげろ」

　少年の肩かた口ぐちから蚊かの鳴くような声がした。それは彼が背負った少女の声だった。

「しゃべるな、トモエ」

　少年──遠えん藤どう竜夷リユーイは少女へ振り向き、励はげましの声を掛かける。

　トモエはパルミア解放軍によって虜とりこにされ、過か酷こくな拷ごう問もんを受けていた。

「あと少しの辛しん抱ぼうだ」

　リューイが両足をふんばり歩き出す。まずは傷ついたトモエを安全な場所に避ひ難なんさせる。

　目指すは衆議塔の地下。そこは龍哭塞で最も堅けん牢ろうな石造りの土台に囲まれている。恐らく攻撃を凌しのぐのに、最も安全な場所だろう。

　それにしても、サク、ジュノ、リン、ヨギ、トドロキ──仲間は皆みな、無事だろうか？

　状況の把は握あくは極きわめて困難だ。だからこそ、今は皆を信じて自分のできることをする──。

「リューイ、すまない……」

　トモエが力なく礼を言う。その瞳ひとみに不ふ甲が斐いない自分を悔くやむ涙なみだが浮かんでいる。

「私がもっとしっかりしていれば……こんなことにはならなかったものを……」

「君のせいじゃない」

　リューイが強い意志を持って答える。

「それに君も貴重な戦力だ。体力を回復したら一いつ緒しよに戦ってもらうよ。生徒会長」

「……ああ」

　その言葉に、トモエは力なく笑って頷いた。

　リューイは肩かたにかかる彼女の重みを嚙みしめ、階段を降りていく。

「痛ッ──！」

　次の瞬しゆん間かん、リューイの腕うでに刺さすような痛みが走った。

　激痛に腕を見ると、そこからはダラダラと鮮せん血けつが流れていた。

　二の腕に、鋭えい利りな刃は物ものによる傷がパックリと口を開けていたのだ。

「い、いつの間に⁉」

　リューイが絶句する。そして腕の傷を庇かばおうと体を動かそうとする。

「リューイ、動くな！」

　突とつ然ぜん、背中のトモエが痛みをこらえて叫さけんだ。身を硬くするリューイ。

「ど、どうしたんだ？　トモエ──」

「周りをよく見ろ！」

　トモエがリューイの耳元で囁ささやく。リューイは慎重に周囲の様子を窺うかがった。

「これは──⁉」

　よく見ると、リューイの周囲──暗い廊ろう下かのあちこちに、キラリと反射する光があった。

　それは無数の糸だった。まるで蜘蛛くもの巣のようにピンと張り詰つめた糸が天てん井じようと床ゆか、そして左右の壁かべ、縦横無尽、至る所に張り巡めぐらされている。

　いつの間にかリューイの周囲は糸によって囲まれていたのだ。

「この傷は……糸に触ふれた傷⁉」

　間違いない。それは巧こう妙みようなブービートラップだった。触れただけであらゆるものを両断する鋭利な糸の罠わな。リューイがあと少し強ごう引いんに歩を進めていたなら、彼の首は両断され、胴どう体たいから離はなれて地面に落ちていただろう。

「龍仙具アトリビユートの能力か⁉」

　リューイは体を動かさないよう気をつけながら周囲を見渡す。

　廊下の闇やみの向こうに気配があった。

　蜘蛛のように妖よう糸しの罠を張り、じっくりと獲え物ものの死を観かん賞しようする、不気味な存在──。

「出てこい！」

　リューイは闇に叫ぶ。しかし返事はない。その代わりにクックッと小さい笑いが漏もれた。

「龍仙具アトリビユート〝妖斬絲ヨウザンシ〟──どうした、動けまい！」

　闇に紛まぎれた男が小さく呟つぶやく。それが男の龍仙具アトリビユートだった。リンによって〝ナンバー９〟と番号付けされた虚無衆の一人。指先から糸を出し紡つむぐ能力。そして糸は空気に触れると即そく時じに固まり、触れた物を両断する鋼鉄の妖糸となる。

「くっ……」

　リューイが逡しゆん巡じゆんした。周囲は完全に妖糸によって囲まれている。動くこともできない。

　闇にいる男は、ゆっくりとリューイへと歩いてくる。

　キリキリと糸と糸の擦こすれる不快な音が闇に響く。

「バラバラの肉にく塊かいになって軀むくろを晒さらせ──」

　男が叫んだ。ピアノの弦げんの弾はじけるような音と共に、妖糸がリューイの頸けい動どう脈みやくに迫せまる。

　リューイはどうすることもできぬまま、死を覚かく悟ごした。絶体絶命──。

「くっ！」

　刹せつ那な、闇やみ夜よに光が瞬またたいた。

　突然、張り巡らされた糸が、炎ほのおをあげて燃えだしたのだ。

　熱により溶よう解かいし、ブツブツと千切れて炭になっていく糸の残ざん滓し。

「何ッ⁉」

　闇の中の男が焦あせりに絶句した。にわかに妖糸を燃やした炎が放たれた先を見やる。

　通路からゆっくりと現れる新たな人ひと影かげ。

　それは紅あかく美び麗れいな鎧よろいを着こみ、巨きよ大だいな扇せん子すを携たずさえた可愛かわいい少女だった。

「ジュ、ジュノ‼」

「おまたせ。リューイ」

　少女──ジュノがリューイへと笑い返した。輝かがやくような笑顔だった。

「おのれ、炎使いめッ！」

　ナンバー９が叫ぶ。そして両りよう腕うでを奇き妙みような仕草で旋せん回かいさせた。たちどころに目に見えぬ極ごく細ぼその妖糸が男の十本の指先より噴ふん出しゆつし、ジュノ目がけて襲おそいかかる。

「無む駄だよ！」

　ジュノは叫び、手に持った大きな扇子を振り抜ぬく。

「〝緋燕扇ヒエンセン〟ッ‼」

　そう宣言した瞬間、扇子によって巻き起こされた風がにわかに灼しやく熱ねつを帯びた。熱風は瞬しゆん間かん的に摂せつ氏し一千度を超こえ、妖糸を瞬間的に焼き落とす。
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　まるで勝負にならない圧あつ倒とう的な力だった。

「す、すごい……」

　リューイはその力に思わず目を剝むいた。

　あらゆるものを焼き尽つくす扇おうぎ──ジュノの龍仙具アトリビユート〝緋燕扇〟。

「知らなかった？　龍仙具アトリビユートには相性があるの。アナタの糸の力は私の炎の力の前には無力。戦う相手が悪かったわね」

「くッ……‼」

　次の瞬間、ナンバー９が踵きびすを返した。勝ち目がないことを悟さとったのだ。

「逃がさないわッ！」

　ジュノが力ちからいっぱい、扇を振ふり抜いた。狭せまい廊下に灼熱の突とつ風ぷうが吹ふき荒あれ、バックドラフトのような爆ばく風ふうが逃げる男の背中に襲いかかる。

「ぐおおおおおおッ‼」

　逃げ惑まどう体勢のまま背中から炎に包まれ、ナンバー９が吹き飛んだ。

「ちょっと残ざん酷こくだけど……元の世界に戻もどるだけだから、許してよね」

　ジュノは扇子を閉じながらフウと小さく息をつく。見事な圧勝だった。

「やったな、ジュノ！　ありがとう！」

　リューイが興奮し、反射的にジュノの両手を握にぎる。

　ジュノは顔を赤くしながら「ま、まぁね」と答えた。そして今や床に残る消し炭となったナンバー９の焼しよう死し体たいを見やる。

「君たちを追いつめるため、スタンドプレイで深追いしたのが裏目に出たようね。他ほかの虚無衆と連れん携けいしてたら、こんなにあっさりとは勝てなかったわ」

「結果的に僕たちは奴やつをおびき出す格好の囮おとりになったってわけか」

　リューイが頷うなずき、納なつ得とくする。

（ジュノ君、リューイ君と合流はできたか？）

「⁉」

　次の瞬間、リューイ、ジュノ、トモエの三人の耳に、同時に男の声が聞こえてきた。

　首筋の〝幻王印〟から通信を着信したのだ。

　声はトドロキだった。恐おそらく潜せん伏ぷく先からだろう。

「うん。ついでに虚無衆を一人、倒たおしたわ」

　ジュノが答える。〝幻王印〟の向こうから（ヒュ～ッ）と賞賛の口笛が聞こえた。

（でかした。じゃあ、いよいよ作戦の決行だ）

「作戦？」

　リューイが聞き返す。ジュノは笑って彼に小さくウインクした。

「もちろん、君が主役よ」
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（僕たちが虚無衆と二十万の軍勢に対たい抗こうできる手段は、たった一つ）

　トドロキが声のトーンを落とし、作戦の詳しよう細さいを再確かく認にんする。

（リューイ君、君の〝龍帝珠〟の力しかない）

「僕の……力……⁉」

　リューイは絶句し、そして思わず自らの右手に視線を落とした。

　そこには掌てのひらに塡はめこまれた珠たまがあった。珠は今、真しん紅くの色を宿している。

　リューイの龍仙具アトリビユート──〝龍帝珠〟。

（〝龍帝珠〟の能力は、相手の龍仙具アトリビユートの力を吸収して倍加させる能力。つまり敵が強大であればあるほど強くなる）

　トドロキの言う通り〝龍帝珠〟は対龍仙具アンチアトリビユートの能力を有していた。すなわち敵の龍仙具アトリビユートの力を吸収し、その能力を無効化する。そして体内で倍加し、自らの力として発揮することができる。

（敵の力を根こそぎ〝龍帝珠〟で吸収するんだ。そして相手を無力化する）

「そんなこと、できるのかな……？」

　リューイは思わず弱音を吐いていた。

　その理由は二つあった。一つは十一人もの敵に対して、そう簡単に力を吸収するチャンスがあるものだろうか？　ということ。吸収されることを知っていて無防備に手の内を見せるほど敵も馬ば鹿かではない。

　そして二つめは、その〝龍帝珠〟の能力自体に対する彼の不信感にあった。

　なぜならこの力はそもそもリューイ本人の力によるものではないのだから。

　それは憎にくき宿敵──彼の愛する少女を攫さらい、兄を殺したある人物によって付ふ与よされた、かりそめの能力なのである。

（大だい丈じよう夫ぶ。お膳ぜん立だては僕たちに任せてくれ。こっちが全力で挑ちよう発はつすれば、ヤツらも能力を使わざるを得ないだろう。そのタイミングこそ君の〝龍帝珠〟の出番って訳だ）

　リューイの心境を知ってか知らずか、トドロキは努めて柔にゆう和わな口調で答える。

（物理的な攻こう撃げき力の高いジュノ君とサク君、そして僕はリューイ君の身辺をガードする。護送船団方式でとにかく敵を蹴け散ちらして突つき進むぞ）

「了りよう解かい」

（おおよ！）

　トドロキの作戦の説明に、ジュノとサクが同時に返事をする。

（リン君はバックアップに回ってくれ。〝絶影鈴〟で周囲を断続的に移動、哨しよう戒かいしつつ、能力を吸収して無力化された虚無衆を掃そう討とう）

（了解っす～！）

（ヨギ君はこのままこの場所に留とどまり〝幻王印〟で逐ちく一いち、情報の伝達を頼たのむ）

（わかった）

　トドロキは淀よどみない指示で作戦を語る。そして最後に釘くぎを刺さすように皆みなに確認した。

（いいか、作戦は神しん速そくを旨むねとする。息いきつく暇ひまなく一気に二十万の包ほう囲い網もうを突とつ破ぱし、ロンギシェルの本ほん陣じんに斬きりこみ、奴の首を獲とるぞ！）

　おう、と皆の返答が重なった。

　それは一いち縷るの望みにかけた、龍仙士ドレイクたちの最後の戦いだった。

「頼んだぞ。〝火曜隊チーム・サラマンダー〟、龍哭塞軍の意地を見せてやれ」

　トモエがリューイとジュノへと呼びかける。

　二人は振り向き、同時に「うん」と頷いた。

「いくわよ！」

　歩ほ廊ろうの崩くずれた壁かべから外をうかがい、タイミングを見てジュノが叫さけぶ。

　そしてリューイとジュノは作戦を遂すい行こうすべく、戦場へと飛び出した。
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「〝錬光環〟ッ‼」

　サクの怒ど声せいが、軍勢の喚かん声せいを裂さいて轟とどろいた。

　瞬しゆん間かん的に光が飽ほう和わし、大質量の爆ばく発はつが起こる。

　黄金の全身装甲鎧フルプレート・アーマーの兵士たちが空を舞まい、蒼そう天てんにキラキラと残ざん骸がいが煌きらめく。

　リューイたち決死軍は、龍哭塞の正面牙が龍りよう門もんを飛び出し、幾いく重えにも包囲陣じんを布しく神聖旗き幟し兵団二十万に対し、正面からの突とつ撃げきを敢かん行こうした。

　敵てき陣じん最前に配置された重歩兵部隊にサクの〝錬光環〟とジュノの〝緋燕扇〟が炸さく裂れつする。その衝しよう撃げきを受け止めることも敵かなわぬまま、敵陣には抉えぐられたような突とつ破ぱ口こうが開く。

　それはまるで、預言者モーセが紅海を割ったときのような奇き跡せきだった。

「突き進むぞッ！」

　トドロキの一声により、リューイたちは敵陣へと錐きりのような鋭するどさで突とつ入にゆうする。

　しかし敵も百ひやく戦せん錬れん磨まの神聖旗幟兵団である。手を拱こまねいて侵しん入にゆう者の蹂じゆう躙りんを見過ごすことなどしない。敵軍は驚おどろくほどの統制力で事態を収しゆう拾しゆうし、胎たい内ないに侵入した害虫を駆く除じよすべく、迅じん速そくなリカバリーを始めた。

「サク君、深追いは禁物だ！　火力を正面に集中させろ！」

　リューイを中心にして先頭はトドロキ。そして左右両りよう翼よくにサクとジュノ。

　四人だけの錐すい行こうの陣だが、龍仙士ドレイクの攻撃力は圧倒的だった。

「まだか⁉　まだいんのかよ！　勘かん弁べんしろよな！」

「文句を言わない！　まだまだ先は長いわよ！」

　嘆なげくサクを叱しつ咤た激げき励れいするジュノ。

　二人とも顔は血ち煙けむりと砂さ塵じんで汚よごれ、ハァハァと息があがっている。

　たとえ圧倒的な攻撃力を持っているといえども、フルパワーの龍仙具アトリビユートの連続使用はかなりの荒あら技わざだ。龍仙具アトリビユートの使用は、術者の体力に著いちじるしい消しよう耗もうを強しいるのだ。

　何層にも亘わたる敵の包囲、果てることのない戦い。

　やはり二十万という前ぜん代だい未み聞もんの大軍は一ひと筋すじ縄なわではいかない。

　事態はもはや人海戦術と決死軍、数と体力の壮そう絶ぜつなチキンレースとなっていた。

「くッ！」

　リューイは陣の中心にいながら、襲おそいかかる敵を幾いく度どとなく剣けんで切り結ぶ。ほとんどの相手は両翼のジュノとサクによって退けられるものの、何人かはその間かん隙げきを縫ぬってリューイへと兇きよう刃じんを向けてくるのだ。

　しかしリューイは彼らを倒そうとは毛頭思っていなかった。

　彼の目的はただ一つ。

　生きてこの敵陣を突破し、本陣にいるロンギシェルの首を獲ること。

「こ、この人たちは──⁉」

　次の瞬間、リューイが激しい違い和わ感かんに気づいて息を吞のんだ。

　眼前の敵兵たち。その兜かぶとの隙すき間まから見える双そう眸ぼうを目もく撃げきしたのだ。

　瞳ひとみが爛らん々らんと輝かがやいていた。しかも血のように赤く妖あやしい光を放って。

　その瞳にはまるで生気がなかったのだ。その顔には理性や生気が一いつ切さい宿っていなかった。殺さつ戮りくだけをプログラムされた機械のような、ゾッとするほど冷たい狂きよう気き──。

　まるでゾンビだ──とリューイは思った。

　そしてその顔をしているのは一人ではない。リューイたちに襲い来る二十万、すべての兵士がその狂気に染まっていたのだ。

「どうなってるんだ⁉　この人たち……正気じゃない‼」

　リューイが血の気の失うせた顔で叫ぶ。

「そいつがロンギシェルの能力だ！」

　リューイの逡しゆん巡じゆんに、振ふり向かずにトドロキが答える。

「あいつの龍仙具アトリビユートの力──それは人を操あやつり、下僕とする能力！」

　集団催さい眠みん──現代的に言うとそういう現象なのであろう。ロンギシェルは相手の意識を乗っ取り、自らの意のままに動かす奴ど隷れいへと作り変える能力を持っている。しかも二十万という軍勢のすべての人間を。それは恐るべき龍仙具アトリビユートの能力だった。

　彼がこのオルンで絶大な権力をいとも簡単に、その掌しよう中ちゆうに収めたのも納得できる──。

「十年前、僕たちがまだ鞍あん上じよう帝ていとともに戦せん役えきを戦っていたころ、大導師ロンギシェルは我々の良き協力者だった」

「え⁉」

　数人の敵兵を屠ほふりながら、トドロキがリューイへと昔話を語る。

「北ほく伐ばつを行った鞍上帝ジャルカに軍師として随ずい行こうしたのがロンギシェルだった。彼は温おん厚こう篤とく実じつ、品行方正な、まさに宗教家の鑑かがみのような男だったよ。立場や身分を越こえて、我々異世界から来た龍仙士ドレイクたちにも分け隔へだてない態度で接してくれた」

「では……何故なぜ⁉」

「殺されたのさ。あの男に」

「殺された⁉」

「あの男はロンギシェルを殺し、そして成りすましたのさ。ル神教大導師としての地位と権力を手に入れるため」

「なんだって⁉」

「疑った者は全員殺された。そしてへつらった者はことごとく自らの下僕とした。能力によってね。奴やつは最も卑ひ劣れつな方法で、この統国を支配する力を手に入れたんだ」

　トドロキは持っている大剣で、目の前のゾンビ兵士を斬り倒たおしながら言う。

「リューイ君！」

　突とつ然ぜん、トドロキはリューイに叫んだ。

「力を使うんだ！」

　それは作戦の発動の合図だった。

　行く手を阻はばむ数万の敵兵。ロンギシェルによって洗脳された狂きよう戦士たち。

「君の力で、こいつらに巣くう奴の能力を吸い取るんだ！」

　トドロキの一声にリューイは息を吞む。

　できるのか──？

　いや、やるしかない！

「はあああああああああッ！」

　リューイは渾こん身しんの力を右手に集め、そして大きく気き炎えんを吐はく。

「〝龍帝珠〟ッ‼」

　叫んだ瞬間、彼の右手に塡はめられた紅あかい宝玉が、すぐさま力を発揮する。

　それは大出力の真しん紅くの光だった。

　漲みなぎり、満ち溢あふれ、放出された真紅の光は、迫せまり来る幾いく万の敵兵にあまねく照射される。

　瞬間、敵兵たちの血走った目から狂気の色が消えた。

　赤い光はリューイを中心に放射状に広がり、殺さつ到とうした兵士たちを昏こん倒とうさせていく。まるでパタパタと倒れていくドミノのようだった。

　それこそがリューイの龍仙具アトリビユート──〝龍帝珠〟！

「やったぞ！　成功だ！」

　トドロキが歓かん喜きに叫ぶ。

　操られていた兵士たちの洗脳を解いた今、もはやリューイたちに抵てい抗こうする敵はいなくなっていた。目の前の視界が開け、道が現れる。それは敵陣最さい奥おうにある本陣への道だった。

　浅あさ葱ぎ色いろの陣幕に旗が翻ひるがえっている。

　そこには一ひと際きわ豪ごう華かな兵装の一団がいた。ル神教神聖旗幟兵団の中でも生え抜ぬきの親衛隊。彼らは密集陣じん形けいを布しいて、闖ちん入にゆう者たちを待ち構えていた。

　そしてその親衛隊の方ほう陣じんの背後、彼らが守護する中心には、煌びやかな輿こしがあった。

　まるで玉座のようだ、とリューイは思った。

　この血ち生なま臭ぐさい戦場にはおよそ似つかわしくない豪ごう奢しやな装そう飾しよくだった。

　輿には御み簾すがかけられ、中にいる男の顔は見えない。リューイは緊きん張ちように喉のどを鳴らす。

　あの輿の中にいる男が、ロンギシェル。

　死線をかいくぐり、ついに宿敵と直接対たい峙じする──。

「ぎゃぷッ！」

　そのときリューイの目の前、三メートル上空に突然、黒い影かげが出現した。

「リン！」

　それはリンだった。中空に瞬間移動したリンは太ふと股ももに刀傷を負っていた。

　受け身もとれぬまま、少女は地面へとしたたかに背中を打ちつける。

「しっかりしろ！　大だい丈じよう夫ぶか⁉」

　リューイがリンを抱かかえる。リンは上空を断続的に瞬間移動で飛行し、陣じん中ちゆう突とつ破ぱするリューイたちを守るべく虚無衆を牽けん制せいしていたのだ。

　しかしその護衛も限界。リンの体はまさしく満まん身しん創そう痍いだった。

「あとは……頼たのんだっス……先せん輩ぱい……」

　リンが呟つぶやき、そしてグッタリとなって目を閉じた。

　激しい戦いと〝絶影鈴〟の連続使用によって精神力と体力を使い果たし、昏倒したのだ。

「リューイ！」

　ジュノの声でハッと気づき、リューイは顔をあげる。

　空から飛来する十一の影──虚無衆たちだ。

　彼らは主君ロンギシェルへの攻こう撃げきを阻そ止しするべく、本ほん陣じんの上空に集結しつつあった。

「リューイ君、用意はいいか⁉」

　トドロキが叫んだ。そして血脂に塗まみれた大たい剣けんを投げ捨て、新たな剣を抜き放つ。

「虚無衆の力を吸い取れ！　奴らの足は僕が止める！」

「オッサン、正気か⁉　十一人も相手に、一人でどうしようってんだよ⁉」

　サクの言葉にトドロキがニヤリと笑い、剣を構える。

　リューイは以前、彼が現実リアルで高校時代、剣けん道どうの全国優勝をしたことがあると言っていたことを思い出していた。その言が本当だとすると、かなりの剣の使い手だ。

「そういえば、君たちにはまだ僕の龍仙具アトリビユートの力を披ひ露ろうしていなかったな」

　トドロキは空を見あげ、飛来する十一の影を睨にらみつける。

「僕も一応、かつての〝統とう天てん五ご旗き将しよう〟の一人──剣けん聖せいフレンと呼ばれたこの力、伊達だてじゃないところを見せてあげよう！」

　言うやいなや「はッ！」と一声し、トドロキが跳ちよう躍やくした。

　そしてターゲットにした一人目の虚無衆に向け、まるで弾だん丸がんのように突つっこんでいく。

　対する虚無衆の一人──ナンバー７も、トドロキの強きよう襲しゆうに素す早ばやく反応し、迎げい撃げきすべく持っていた龍仙具アトリビユートを構える。

「龍仙具アトリビユート〝残霊玉ザンレイギヨク〟‼」

　トドロキがそう叫さけんだ瞬しゆん間かん、彼の胸むな元もとにある鼈べつ甲こうのペンダントが金色に光った。

　刹せつ那な、ナンバー７の目に狼ろう狽ばいの色が映る。

　迫り来るトドロキの姿が、まるで目が霞かすんだように二つの像にぼやけたのだ。

「何ッ⁉」

　驚おどろいたときにはもう遅おそかった。ナンバー７は自らの龍仙具アトリビユートを発動する余よ裕ゆうもないまま、二人のトドロキによる挟きよう撃げきにその体を切り刻まれていた。

　圧あつ倒とう的なスピードとテクニックによる瞬しゆん殺さつだ。

「こ、こいつ、ぶ、分身したぞッ！」

　近くにいたナンバー２が仲間に向かって叫んだ。

　しかしそのとき、トドロキはすでに四人に増殖していた。

「後ろだッ！　後ろにもいるぞッ！」

「くそッ！　包囲しろッ！」

　口々に叫ぶ虚無衆たち。一糸乱れなかった連れん携けいがにわかに崩れる。

「すげえ！　やるな、オッサン！」

　地上にいたサクがトドロキの戦いぶりに、しばし状じよう況きようも忘れてヒューと口笛を吹ふく。

　確かにトドロキの言葉は虚きよ勢せいではなかった。

　彼は一人で十人の強敵と互ご角かくに戦っていたのだ。

　トドロキの龍仙具アトリビユート──〝残霊玉ザンレイギヨク〟。

　そのペンダントが金色に輝くとき、彼は自らを分身させることができる。しかも単なる残像ではなく、完全に同能力・同攻撃力を持つ実体を伴ともなう個体へと。

　分身できる肉体は四人まで。それを一糸乱れぬ完かん璧ぺきな指揮系統で操れるのだ。

「怯ひるむなッ！　分散させて殺せッ！」

　翻ほん弄ろうされ、混乱する虚無衆の一人が叫ぶ。

「数の上ではまだこっちが圧倒的に有利なのだッ！」

　十人になった虚無衆は、たくさんいるトドロキに対し、各おの々おの標的ターゲツトを決める。

　トドロキは再び胸のペンダントを妖あやしく光らせ、分身する。

　そして四人となったトドロキと虚無衆十人の熾し烈れつな空中集団戦が始まった。

「リューイ君、早くッ！」

　四人のトドロキの一人が叫ぶ。その言葉でハッと我に返るリューイ。

　すぐさま右手を天にかざし、〝龍帝珠〟を上空に向けて照準を合わせた。

「〝龍帝珠〟ッ！」

　それはまるでスナイパーライフルによる狙そ撃げきのようだった。

　リューイの紅い光がレーザービームのように空へと放射され、虚無衆たちの力をピンポイントに捕捉キヤプチヤーし、次々と吸い取っていく。

「ナイスだ、リューイ君！」

　四人のトドロキが呼応した。

　トドロキたちは、能力を吸い取られた虚無衆を空中で確固撃げき破はする。

　それはリューイとトドロキの見事な連係プレイだった。

　まるで羽虫が墜おちるように、フラフラと空から落下していく虚無衆たち。

「いけるぞ、リューイ！」

　サクが手を叩たたいてはしゃぐ。

「…………⁉」

　そのとき、リューイの右手に違い和わ感かんが走った。

　掌てのひらにある紅い宝玉、そこから放出される光が若じやつ干かん弱まり、そして明めい滅めつしているように思えたのだ。

「どうした、リューイ⁉」

　サクが隣となりでリューイを急せかす。

「そこまでだ、龍仙士ドレイクたちよ──」

　そのときだった。

　声が響ひびいた。不意に世界が音を失ったかのように沈ちん黙もくする。

　驚いて声の方を見やるリューイとサク、ジュノ。

　その声は、過あやまたず彼らの目の前にある豪華な輿の中から響いていた。

「貴様は──」

　サクが息を吞のんだ直後、突とつ然ぜん、輿の御簾があがった。

　中から人ひと影かげがユラリと姿を現す。

「ロンギシェル」

　ついに打だ倒とうすべき宿敵が、リューイたちの目の前に姿を現した。

　人影は輿の座から立ちあがり、ゆっくりと階段を降りて黄土を踏ふみしめる。

「見事な戦いぶりだ。龍哭塞の龍仙士ドレイクたちよ──」

　男──ロンギシェルが小さく呟く。その声は掠かすれ、地じ響ひびきするような低音だった。

「いや、逍遥館高校学生寮りようの諸君」

　ロンギシェルが顔をあげ、リューイを見た。リューイもその顔を確かく認にんする。

　若い男だ。まだ二十代の後半ほどか──六十を超こえる老ろう齢れいであるはずのロンギシェル本人とは似ても似つかぬ容よう貌ぼうだ。その男のそれは、明らかに篤とく実じつな大導師のものではなかった。

　長身瘦そう軀くに神経質そうな細い顎あごと眉まゆ。その目には狡こう猾かつで残ざん忍にんな光を湛たたえている。

「まさか十二人もの虚無衆相手に、ここまで善戦するとは思いもよらなかったぞ」

　ロンギシェル──いや、十年の間ロンギシェルに成り代わっていた男が冷静に笑う。

「教団から選別し訓練を重ねた虎とらの子たちだったが……やはり幾いく多たの戦いを経て、実戦経験を積んだお前たちの方が一枚上手のようだ。十二人と言わず、せめてこの倍の数は投入しておくべきだったな」

　ロンギシェルが鼻を鳴らす。

「まぁよい。死んだ虚無衆は現実リアルから新たに補ほ充じゆうすれば済む話だ。すでに〝第三の門〟は開かれたのだからな──」

「うっせェよ！　なにゴチャゴチャ言ってやがる！」

　リューイの横でサクが怒ど鳴なり、ロンギシェルの前に一歩を踏み出す。

「大物ぶって偉えらそうなこと言いやがって。ラスボスってのは、なんで戦う前に偉そうな前口上をするんだかねェ～。アレか？　ＲＰＧのお約束ってヤツか？」

　サクの威い勢せいのいい啖たん呵かにロンギシェルは「フン」と鼻白む。

「どうした？　せめて三段階くらいには変形してくれるよな？　ラスボスさんよォ！」

「小こ童わつぱが。囀さえずりよるわ──」

　ロンギシェルが不敵に笑った。そしてゆっくりと視線を巡めぐらせる。

　そしてサクの隣にいるリューイを見やった。

「ほう、それが噂うわさの〝龍帝珠〟か──虚無衆の力を吸って、漲みなぎっておるわ」

　ロンギシェルがリューイの右手に紅あかい秘石を確認し、ニヤリとその口元を綻ほころばせる。

「そろそろ限界、というところか──？」

「オイ！　なに笑ってんだよ、気持ち悪わりィな、てめェ！」

　サクが怒いかりにさらに一歩を踏み出し、ロンギシェルを威い嚇かくする。

「ダメだ！　サク君！　奴やつの目を見るなッ！」

　そのとき空中でトドロキの分身の一人が叫んだ。

「え──？」

　その言葉がサクの耳に届くより早く、ロンギシェルの目がカッと見開かれた。

「くうッ──⁉」

　次の瞬間、サクの体が激しい電でん撃げきに打たれたように硬こう直ちよくした。

「な……なんだと……⁉」

　サクの目が驚きに見開かれる。

　一いつ瞬しゆん、ほんの一瞬だった。

　サクがロンギシェルの顔を見た一瞬。

　そしてその顔にある爛らん々らんと輝かがやく目の光を見た瞬間──。

「ぐうおおおおおおッ‼」

　サクの全身が激しい痛みと麻ま痺ひに支配される。そしてその痛みはやがて疼とう痛つうとなり、そして甘美な麻ま薬やくのように全身を駆かけ巡る。

　サクは悟さとった。これがロンギシェルの龍仙具アトリビユートの力──二十万の兵を、闘とう争そうと狂きよう気きに駆り立てた〝人を操あやつり、下僕にする能力〟。

「リューイ！　す。すまねェ……体が……」

　体が硬直し失われていく意識の中、サクはリューイを顧かえりみる。

「サク！」

「先さき程ほどの威勢はどうした？　愚おろかなガキだ。殺し合え犬ども！」

　ロンギシェルが叫んだ。そしてサクの脳のう裏りに強きよう烈れつな命令を植え付ける。

　殺せ──と。

「リューイ！　頼たのむッ！」

　サクが叫んだ。彼の意に反し、右手が〝錬光環〟を発動していた。

　親友を殺すため──。

「サク！　すまんッ！」

　リューイはサクの額に向けて右手を突き出した。そして〝力〟を解放する。

「〝龍帝珠〟ッ‼」

　リューイが叫さけんだ瞬しゆん間かん、右手の宝玉が紅い光を発動させた。

　サクの〝錬光環〟の光が、たちどころにリューイの右手へと吸収されていく。

「そうだ……それでいい……！」

　サクがドサリと膝ひざから崩くずれ落ちる。そして土つち煙けむりを立てて地面へと昏こん倒とうした。

「頼んだぜ……リューイ！」

「うおおおおッ‼」

　リューイが吠ほえた。サクの〝錬光環〟のパワーを吸い取り、彼の体を眩まばゆいばかりの光に漲らせる。そしてその矛ほこ先さきは、憎にくき宿敵ロンギシェルへと向かった。

「姑こ息そくな真似まねはこれまでだッ！」

　リューイが怒りにまかせ、両手にサクの〝錬光環〟の光を錬れん成せいする。

　サク本人でさえ到とう底てい作れないほどの特大の光こう弾だんだ。

　そしてその凶きよう弾だんをお見み舞まいする相手は、もちろんロンギシェルだった。

「遠藤……リューイ！　遠藤雪虎の弟か！」

　迫せまり来るリューイに対し、ロンギシェルが言を放つ。

「その力……あらゆる龍仙具アトリビユートの力を吸収し、倍加させて操る能力。確かに最強の力だ」

　ロンギシェルが叫ぶ。その目は爛々と輝き、好こう奇きと興奮の光に満ちている。

「だが知っているぞ！　その光の色──その力、お前の本来の能力ではないことも！」

「うるさい、だまれええええッ！」

　リューイが咆ほう哮こうした。

　そして〝錬光環〟の光弾を至近距きよ離りにいるロンギシェルに向かって振ふり落とす。

　逆巻く光の大だい爆ばく発はつが、圧あつ倒とう的な破は壊かい力をもってロンギシェルの体を微み塵じんに吹ふき飛ばした──はずだった。

「⁉」

　リューイの顔が曇くもった。そして死んだはずのロンギシェルの顔が醜しゆう悪あくに歪ゆがむ。

　しかしそれは苦痛によるものではない。むしろその逆──悦えつ楽らくだった。

　そう、笑っていたのだ。

　そして彼は生きていた。

　光の攻こう撃げきは、ロンギシェルの肉体を滅ほろぼすことなく彼の鼻先で終息し、そして潰ついえたのだ。

「な、何故なぜ──⁉」

　力が──発動しない──⁉

　リューイの背後に従い、一部始終を見ていたジュノが愕がく然ぜんとして言葉を失う。

　それはリューイも同様だった。

　それはまるで悪夢のような一瞬だった。

　全身全ぜん霊れいを賭かけて放った〝錬光環〟が、まるでシャボン玉のように弾はじけ消え、微び風ふうのように受け流されたのだ。

「どうして──⁉」

　ワナワナと震ふるえるリューイを見ながら、ロンギシェルがニヤリと醜悪に口を歪ませる。

「かりそめの力など、俺には通用しない──！」

　次の瞬間、リューイの下腹部に刺さすような痛みが走った。

「うッ！」

　びっくりして痛みの原因へ手を当てる。何かが腹に刺さっていた。

　左手に温かくヌルリとした感かん触しよくが広がる。手を見ると真っ赤に染まっていた。

　リューイは腹を深々と刺されていた。それは矢クオレルによる負傷だった。

　驚おどろいて見やると、ロンギシェルの背後に親衛隊の伏ふく兵へいが弩いしゆみを構えて立っていた。

　やられた──。

　そう思ったときには、リューイの体はその場に崩れ落ちていた。

　下腹部から激痛が全身に広がり、意識が薄うすれていく。

　ドクドクと流れ出る血の脈動だけが、耳鳴りのように響ひびく。

「リ、リューイッ‼」

　ジュノが血相を変えてリューイのもとに駆け寄り、彼を抱かかえる。

　そして自らが汚よごれることも厭いとわず止血のためにリューイの腹部に自分の手を押し当てた。しかし鮮せん血けつは止まらない。

「リューイ！　しっかり！　しっかりしてッ！」

　泣きそうな顔でジュノが声を嗄からして叫ぶ。耳元で叫ばれているにも拘かかわらず、リューイはその声がだんだん遠くなっていくのを感じていた。

「最強の龍仙士ドレイクの致ち命めい傷しようが一いつ般ぱん兵の放った矢とは、運命とは皮肉なものだな」

　ロンギシェルが笑う。薄れゆく意識の中、憎き宿敵を恨うらめしそうに見やるリューイ。

「な……何故だ……何故……お、お前には……ぼ、僕の力が……効かない……？」

「効かないのではない」

　ロンギシェルがフッと笑ってリューイを見おろす。

「自分の右手を見てみろ」

　リューイは視線をロンギシェルから自らの右手へと落とした。

「こ……これは……！」

　もはや力を入れることもできず、地面に投げ出された自分の右手。

　当然、そこは先程までのように、真しん紅くの龍仙具アトリビユートの光を湛たたえているはずだった。

　しかしそこにあったのは、光を失い、くすんだ鉛なまり色いろとなった珠たまだったのだ。

　そう、何の力も発動しない〝役立たず〟だった頃ころのリューイと同じ──。

「な……何故……？　ち、力が……う、失われている……⁉」

「遠藤リューイ。お前の能力と戦歴はすべて把は握あくしている」

　ロンギシェルが小さく笑って言った。

「その〝龍帝珠〟の力は、かつてあの男によって付ふ与よされた力だ。違ちがうか？」

　そう、この〝龍帝珠〟の赤い光の力は、かつてある男と対決したとき、返り討うちにされた挙げ句に彼によって与あたえられた力だったのだ。

　その男は、リューイとまったく同じ力を持つ──つまり相手の龍仙具アトリビユートの力を吸い取る能力を持った、憎き宿命の相手だった。

「お前の力は、本来なら〝発動装置ジエネレータ〟の存在なくしては成り立たぬ力。今のお前の力は、その〝発動装置ジエネレータ〟を一時的に他人に与えられただけの、使い捨ての能力に過ぎないのだ」

　ロンギシェルの声には、侮ぶ蔑べつの声が混じっていた。

「そんな力などいずれ限界に達し、失われる──」

　ば、馬ば鹿かなッ！

　リューイが目を見開き、鉛色となった右手の珠を顧みる。

　つまりこの力は、打ち止めってことなのか⁉

　しかし何故だ⁉　何故、こんな大事な場面で……土ど壇たん場ばで力が尽つきる⁉

　あまりに運の悪い。それは不運としかいいようのない最悪のタイミングだ。

「俺が何故、虚無衆を十二人もこの世界に召しよう喚かんしたと思っている？」

　ロンギシェルが、蹲うずくまるリューイとジュノを見下ろし、吐はき捨てるように呟つぶやく。

「その最大の理由は、リューイ、お前の力を牽けん制せいするためだ」

「な、何……？」

　リューイは失血に顔面を蒼そう白はくにさせ、憎き男を見上げる。ロンギシェルが鼻を鳴らした。

「かつて、お前はタシュケルクの戦いにおいて狂きよう将しようバルガの力を吸い取っている。その上、十人もの龍仙士ドレイクの力を立て続けに吸い込んだなら、与えられたお前の力は必ずやバーストして失われるであろう」

　ロンギシェルがリューイを見る。負け犬に対する蔑さげすむ目で。

「虚無衆に加え、俺の力を分け与えた二十万の兵士と、碧みどり川かわ咲さく太た郎ろうの〝錬光環〟の力。もはや完全に許容範囲キヤパシテイオーバーだ。まったく……無む茶ちやをしたもんだな、リューイ君」

　ロンギシェルはクックックと、くぐもった笑いを押し殺す。

「……貴方あなたは部下である虚無衆をも使い捨てにするつもりだったのね？」

　薄うつすら笑う男に対し、ジュノが軽けい蔑べつをこめて睨にらむ。

　そう、すべてはこの男──ロンギシェルの謀ぼう略りやく。彼の狡こう猾かつな勝利の為ための布石だった。

　最大の脅きよう威いであるリューイの力を絞しぼり尽くすために、ロンギシェルは十二人もの人柱を用意したのだ。異世界へ召喚された身とはいえ、部下の命をも簡単に切り捨てる戦略はあまりに非道な作戦だった。

「悪いかね？　彼らの代わりなど、我が教団には掃はいて捨てるほどいるのでね」

「許せないッ！」

　ジュノが怒いかりに叫んだ。

　失血にぐったりとなるリューイを地面に寝ねかせて立ちあがる。

「貴方はどれだけの人間を利用し、その心を踏ふみにじっていると思っているの⁉」

　ジュノは炎ほのおを宿した瞳ひとみでロンギシェルを睨みつけ、叫ぶ。

「マイカさんを犠ぎ牲せいにしてまで〝門〟を開き、いったい何を企たくらんでいるの⁉」

「ほぉ、君はマイカを知っているのか」

　ククッと喉のどの奥を鳴らして笑い、ジュノの怒りを受け流すロンギシェル。

　その瞳が妖あやしい金色に輝かがやき、対たい峙じするジュノの顔を捉とらえた。

　いけない──目を合わせたら駄だ目めだ！

　ジュノはハッと気づいて慌あわてて目を逸そらす。

　うっかりしたら先さき程ほどのサクのように魅み了りようされ、ゾンビのように操あやつられてしまう。

「何を企むかだと？　フン、知れたことを──」

　ロンギシェルの薄い唇くちびるが、笑うことによって一層薄くなった。

「世界の支配だ。あらゆる世界の──な」

　そういって男は両手を広げて一歩を踏み出す。

「まずはこの世界オルンを我が掌しよう中ちゆうに収める。ハルカを殺して統帝の血脈を絶つのだ」

「そんなこと、許さない！」

　ジュノが叫ぶ。そして扇おうぎを構え、戦せん闘とう態勢をとった。

「貴方はここで死ぬの！　現実世界に帰りなさいッ！」

　ジュノは〝緋燕扇〟を力ちからいっぱい振ふりあげた。炎の力が扇に装塡チヤージされる。

　この一ひと振ふりをロンギシェルにお見み舞まいすれば、奴やつの皮ひ膚ふは一いつ瞬しゆんにして焼けただれ、肉は焦こげて骨は燃え尽き、そしてその野望は潰えるだろう。

「終わりよッ！」

　ジュノが叫さけんだ──その刹せつ那な。

　不意にジュノの視界に影かげが横切った。驚き、振り抜ぬくはずだった扇を持つ手を止める。

「ト、トドロキさん──⁉」

　ジュノの眼前にドサリと落下したその影は、上空で戦っていたトドロキだった。

「すまない……ジュノ君……」

「トドロキさん、だ、大だい丈じよう夫ぶですか⁉」

　トドロキは大おお怪け我がをしていた。痛みに顔を歪め、激しく咳せきこむ。

「大丈夫だ……だが、分身はすべてやられてしまった……」

　トドロキが悔くやしそうに眉まゆをしかめる。

「さすがの剣けん聖せいも、十人の虚無衆を相手に戦うのは、少々無理があったようだな」

　ロンギシェルが蹲るトドロキを見下ろして笑う。

「勝負アリ、というところか」

　勝ち誇ほこる彼の頭上には、虚無衆十人の影が躍おどっている。

　一方、龍哭塞側は惨さん憺たんたる状じよう況きようだった。リューイは失血に倒たおれ、サクとリンは力を使い果たして昏こん倒とうしている。トドロキも負傷。もはやまともに戦えるのはジュノ一人だけ。

　大局は決した。もはやジュノ一人だけではどうにもできない戦力差。

　それは決定的な敗北を意味していた。

「ずいぶんと手て子こ摺ずらせてくれたな。予想外だ。褒ほめてやろう」

　ロンギシェルが芝しば居いがかった態度で拍はく手しゆをする。

　ジュノは唇を嚙かんで目の前にいる卑ひ劣れつな男を睨んだ。

「死んで現実リアルに帰るんだな。そして残った夏休みの宿題でもかたづけろ」

　ロンギシェルはニヤリと薄い唇を歪ゆがめて笑う。

「そしてもう二度と、くだらぬ夢は見るな」

「くだらない夢を見てるのは、貴方でしょ⁉」

　ジュノの怒りが爆ばく発はつした。

「私は諦あきらめない！　たとえ一人になっても、最後まで戦い抜くわ！」

　ジュノが叫ぶ。そして瞳に怒りを宿し、扇の先をロンギシェルにつきつける。

「フン、では望み通り死ぬがいい。虚無衆の餌え食じきとなって、な」

　不意にロンギシェルが手を上げた。

　その合図に呼応し、滞たい空くうする十人の虚無衆が一いつ斉せいにジュノへと急降下を始める。

　その様子は入れ食いになる猛もう禽きんの群れのようだった。

　四し肢しを千切り、臓ぞう腑ふを引きずり出し、目玉を抉えぐるべく、猛禽たちは少女に殺さつ到とうする。

「蹂じゆう躙りんしろ！　虚無衆よッ！」

　ロンギシェルが興奮し、思わず倒とう錯さくした悦えつ楽らくの叫びを漏もらす。

「いやああああああッ！」

「ジュノ‼」

　意識を失いかけつつ、下腹部の痛みをこらえてリューイが叫んだ。

　そして彼は彼女を助けられぬ自分の無力さを呪のろった。

　そのとき──。

　刹那、虚無衆の一人──ナンバー６の上半身と下半身が二つのパーツに分離した。

　それは比ひ喩ゆではない。猛もうスピードで飛んできた物体が、ナンバー６の体を真っ二つに両断したのだ。

　悲鳴をあげる暇ひまもなかった。ナンバー６は即そく死しし、飛び散った鮮血がジュノの顔に返り血の雨を降らせる。

　甲かん高だかい金属音が轟とどろき、地上の岩がん盤ばんを抉る音がした。

　そこには一振りの鋭えい利りな曲刀シヤムシールが、深々と地面へ突つき刺ささっている。

「何者だッ⁉」

　ロンギシェルの顔つきが変わった。そして曲刀シヤムシールの飛んできた方角を睨む。

　小高い丘きゆう陵りようがあった。

　ジュノはその丘おかの上に、小さな黒い影が立っていることに気づいた。

　目を凝こらすと、その影は黒馬に乗った騎き兵へいのようだった。

　バタバタと漆しつ黒こくの外套マントが砂混じりの風にはためいている。

「あ、あれは──！」

　トドロキが驚おどろきの声を漏らす。そのシルエットに見覚えがあったのだ。

「あ、あいつは──！」

　リューイは痛みをこらえ、そして驚きにワナワナと唇をふるわせる。

　馬鹿な──まさか──⁉

　しかし何故なぜ──何故、ヤツがここに⁉

　信じられない光景だった。なぜならその丘の上の影こそ、リューイがいままでずっと捜さがし続けていた、彼の憎ぞう悪おの対象。そして彼の宿命の相手だったのだから──。

　全身を暗黒の全身装甲鎧フルプレート・アーマーで包んだ、禍まが々まがしい漆黒の戦士。

「あの……あの男は……‼」

　間ま違ちがいない。

　男は彼の大切な少女を奪うばった男。

　最愛の兄を殺した男。

　そして龍哭塞にとっての最大の宿敵。

　その名は──。

「クジャルク‼」

　忌いまわしいその名が、ゴウゴウと虚こ空くうに逆巻く風に紛まぎれて搔かき消える。

　風雲急を告げる龍哭塞に、新たな局面が呼びこまれようとしていた。

　吉きつ兆ちようか凶きよう兆ちようか──その行方ゆくえは杳ようとして知れない──。







　第二章　シリョクをつくした、呉越同舟⁉







　静せい謐ひつな空間に、パシンと小気味よい竹刀しないの音が響ひびいていた。

　そこは逍遥館高校の体育館。そこでは二人の生徒による剣けん道どうの試合が行われていた。

「勝負あり！」

　にわかに主しゆ審しんが旗を上げ、試合の決着を告げる。

　張り詰つめていた緊きん張ちようの糸が弛し緩かんし、場にホッとした空気が流れた。

「負けたよ。見事だトドロキ。やっぱお前には勝てん」

　小手を外し、面めん頰ぽおを脱ぬぎながら、敗北した剣けん士しが相手に声をかける。

　面頰の下から出てきたのは、キラキラと輝くように爽さわやかな美青年だった。

「そいつは皮肉か？　雪ゆき虎とら……」

　対戦相手であるもう一人の剣士──トドロキが答えた。

「いちおう、これでも中ちゆう坊ぼうのとき全国大会で男子個人優勝してるんだぜ。その僕を相手に対戦成績、六勝四敗……」

　トドロキは雪虎の顔を見て苦く笑しようする。

　なんとか成績では勝ち越こしたが、雪虎とトドロキの力はほぼ拮きつ抗こうしていると言っていい。

　毎日数時間の練習を欠かさず、子供の頃ころから剣道一筋に生きてきたトドロキ。しかし一方、雪虎はなんと剣道をほんの半月前に始めたらしい。つまり、この雪虎という男はとんでもない天才なのだ。

　雪虎の天才ぶりは剣道だけではない。学業の成績は全国模試のトップクラス。陸上競技も球技も、芸術的、文学的才能も。彼はあらゆるジャンルで超ちよう高校級の成績を収めている。

「まぐれだよ。まぐれ」

　雪虎はニコッと白い歯を見せてトドロキの肩かたを叩く。その態度は気さくで嫌いや味みなど微み塵じんもない。まったく、呆あきれるほどの完璧パーフエクト超ちよう人じん。それがこの遠えん藤どう雪虎という男なのだ。

「とにかくお前が剣道部の助っ人とにきてくれれば、団体戦でも優勝間違いなしだ。一週間後、期待してるぜ」

　雪虎は「ああ」と小さく返事をして汗あせを拭ぬぐった。

　遠藤雪虎と等々力とどろき迅じん馬ま。二人は逍遥館高校に通う同級生。そして同じ学生寮りようの寮りよう生せいだ。

「ん？」

　ふと、トドロキのポケットの中からメロディが流れた。それは携けい帯たい電でん話わの着信音だった。

　トドロキが「もしもし」と応対する。

　電話口の声は、小さくか細い女性の声だった。

「雪虎」

　不意にトドロキは雪虎を呼んだ。そして手に持ったケイタイを彼に手て渡わたす。

「なんだ？」

「お前に用があるらしい。緊きん急きゆうの」

　訝いぶかしそうに眉をひそめる雪虎。

「ユイカちゃんからだ」

「何？」

　その瞬しゆん間かん、雪虎の目に小さく動どう揺ようの光が走ったのを、トドロキは見み逃のがさなかった。

　雪虎は神しん妙みような顔でケイタイを耳に当てる。耳元で小さく声がした。

（雪虎……君？）

　声は女性の声で、しかも消え入るように小さかった。声は時折、小さくしゃくりあげている。動揺し、少し泣いているようだった。

「どうした？　ユイカ──」

（雪虎君……し、獅し郎ろうが……獅郎が……！）

「おちつけ。ユイカ」

　雪虎が努めて冷静に電話口の相手の様子をうかがう。

　雪虎の声に安心したらしく、ユイカは大きく深呼吸をして、気持ちを整理して言った。

（獅郎が……三高の人たちに連れて行かれて……）

「なんだって？」

　雪虎が小さく息を吞のんだ。三高というのは、逍遥館高校と同じ学区にある公立の男子校だ。普ふ段だんから素行の悪い生徒が多く、中には暴走族や地元の暴力団と関係を持っている生徒もいると聞いている。

（私がいけないの……私とお姉ちゃんが……その……町で三高の人たちに声をかけられて……それが……結構、強ごう引いんな態度だったから……獅郎は私たちを守ろうとしただけなの……）

　雪虎が電話口で頷うなずく。大まかな状況は把は握あくした。

（ごめんなさい……私のせいなの……。今日は体調が良くて……町で買い物をしたいなんてワガママ言ったから……）

「君は悪くない、ユイカ」

　雪虎は頼たのもしいほどに断定的な口調でユイカを励はげます。

　雪虎の声に、ユイカは少し落ち着いたように息を整える。

「とにかく君は学生寮に帰るんだ。あとは俺にまかせろ」

「どうした、雪虎？　ユイカちゃんに何かあったのか？」

　トドロキが訝しげに声をかける。

「……いや」

　雪虎はケイタイを切り、トドロキへと向き直る。

「すまん、トドロキ」

　そして雪虎は真面まじ目めな顔でトドロキを見つめ、言った。

「来週の剣道の大会には、出られなくなりそうだ」




　頭上からゴトンゴトンと耳をつんざくような音が響いていた。

　それは高こう架かを走る電車の通り過ぎる音だった。

　河か川せん敷しき高架下の空き地。日が陰かげり、川の水みな面もに夕日が煌きらめいている。

　そこには総勢三十人ほどの男たちが、大の字になってあちこちに寝ね転ころんでいた。

　男たちは三高の不良たちだった。そしてその不良たちは全員、ノックダウンしていた。

　その死し屍し累るい々の不良たちの中心に、同じく寝転がる二人の逍遥館の生徒がいた。

「さすがに……二人で三十人を相手するのはキツかったな……」

　寝っ転がる生徒の一人が呟つぶやき、はははと笑った。

「フン」

　隣となりの生徒が機き嫌げん悪そうに鼻を鳴らす。

　二人とも顔中に青痣あざを作っていた。しかし周囲で昏こん倒とうしている他ほかの不良と違ちがって、意識はしっかりとあるようだ。

　河川敷では、今、まさに大だい決けつ闘とうが終結したところだった。

　決闘のカードは、泣く子も黙だまる三高の不良グループ約三十人。対するはたった二人の逍遥館の生徒。その名も遠藤雪虎と黒くろ神がみ獅郎。

　黒神獅郎──雪虎の同級生で同じ学生寮生。そしてユイカの幼なじみで、彼女の保護者を自じ認にんする存在。

　彼は驚くほど喧けん嘩かが強かった。素す手でにもかかわらず、あっという間に数人の不良を屠ほふる。完全武装した三十倍の戦力を相手に、獅し子し奮ふん迅じんの戦いぶりだった。

　しかしさすがに多勢に無勢。やがて獅郎のスタミナは底をつき、当たるはずのパンチは当たらなくなり、避よけられるはずのパンチが顔に生傷を残し始める。

「加勢するぞ、獅郎！」

　雪虎がユイカから事情を聞き、河川敷に到着したのは、まさにそんなときだった。

　雪虎も恐おそろしく強かった。頼もしい戦力増加で獅郎も息を吹ふき返す。

　そして二人は辛からくも勝利を飾かざった。

　たった二人で三十人の不良グループに勝利する──それはまさに快挙だった。

「なぜここに来た？　雪虎」

　芝生しばふに寝転がり、空を見あげながら獅郎が呟いた。憤ふん然ぜんとした態度だ。

「お前なんかに助けを頼んだ覚えはない」

「奇き遇ぐうだな。俺もお前に頼まれた覚えはない」

　隣に寝ている雪虎が答える。彼も獅郎と視線を合わせず、空を向いたままだ。

「獅郎」

　雪虎が、共に戦った相手の名を呼ぶ。

「気安く呼ぶな」

　獅郎は吐はき捨てるように答える。

　学生寮にやってきた日から今まで、彼は雪虎に一度も心を開いたことはない。雪虎だけではない。同級生の誰だれ一人として、獅郎と仲良く話をする者はいなかった。

　彼はいつも無口で、反はん抗こう的で、そしてナイフのような冷たく鋭するどい態度で他人との交流を拒きよ絶ぜつしていた。今回の不良とのイザコザも、そしてこの決闘のきっかけも、そもそもそんな獅郎の頑かたくなな態度に原因の一因があるといってもいいだろう。

　雪虎はそんな獅郎に話しかけられる、ほぼ唯ゆい一いつといっていい存在だった。尤もつとも、それは学園のスーパースター雪虎の気さくな性格に最大の理由があるのだが、それにも増して、二人をつなぐ関係の糸が、固く、太く、結ばれていたからに他ならない。

「無む茶ちやするな。獅郎。お前に何かあったら、ユイカが悲しむ」

　雪虎が目を瞑つぶり、呟く。

「無茶などしてない」

　獅郎がぶっきらぼうに答えた。

　そうだ──雪虎は改めて自覚した。

　自分とこの男──黒神獅郎を繫つなぐ糸、それは他ならぬユイカという存在。

　雪虎が初めてユイカという女性と出会ったとき、彼は彼女に恋こいをした。

　そして獅郎はユイカの幼なじみ。そして体の弱い彼女を陰かげで見守る従者のような存在。

　雪虎と獅郎──立場は違えど、二人は同じ女性を愛する者同士。

「獅郎、もう一度言う。無茶をするな」

　雪虎は青痣に開きづらくなった瞼まぶたを見開き、獅郎を見やる。

「ユイカにはお前が必要なんだ」

　獅郎の端たん整せいな横顔は、睨にらむように空の一点を見つめていた。

「……貴様に言われるまでもない」

　その答えを聞いて、雪虎はフウとため息をつく。

「お前は、ユイカの……大切な騎士ナイト様なんだ。獅郎」

　雪虎は凛り々りしい眉まゆを引き締しめ、その奥の瞳ひとみに強い熱意を灯ともして、隣にいる男の顔を見る。それは恋の宿敵ライバルであり、良き相棒バデイである、唯一無二の存在に向けた視線だった。

「…………」

　その雪虎の声なき声に、獅郎はただ沈ちん黙もくをもって応こたえた。
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　視界が白くぼやけていた。

　寒い。無性に寒かった。体が震ふるえて歯がガチガチと鳴る。

　リューイはその寒さが、失血によるものであることに気づいていた。

　仰あお向むけになって見あげる空が白い。

　抜ぬけるような青空のはずが、今は靄もやがかかったように白く霞かすんでいる。

　リューイは閉じそうになる瞼を必死に見開き、意識を保つ。

　もはや下腹部の傷は、じんわりと鈍にぶく重い痺しびれとなっていた。

　僕は、このまま死ぬのか──。

　リューイが覚かく悟ごを決めたそのとき、虚こ空くうの広がる視界に突とつ然ぜん、影かげが横切った。

　その影は飛ひ翔しようするように駆かける、一騎きの漆しつ黒こくの汗かん馬ばだった。

　リューイは力を振ふり絞しぼり、目をグルリと回す。

　その視界に一騎の全身装甲鎧フルプレート・アーマーの男を捉とらえた瞬間、驚おどろきに思わず吐と息いきを漏もらした。

「あいつは──！」

　墨すみを流したような黒い外套マントをなびかせ、丘おかを駆け下りる漆黒の騎士。

　それは間ま違ちがいない。あの男だ──。

「ク、クジャルク──！」

「リューイさんッ！」

　そのときだった。リューイはその声を確かに聞いた。

　最初は失血に朦もう朧ろうとする死にかけの幻げん聴ちようだと思った。

　しかしリューイを呼ぶ声は、確実に彼の耳じ朶だに響ひびいたのだ。

　その声は間違いない。リューイの捜さがし求めていた、彼の最愛の少女の声──。

「リューイさん！　しっかりしてください！」

　銀色の髪かみをなびかせ、少女は倒たおれているリューイへと駆け寄る。そしてドレスが汚よごれることも厭いとわず、リューイの血と泥どろに塗まみれた手を強く握にぎりしめた。

「ハルカ──」

　リューイは夢見心地ごこちでその名を呼んだ。

　ハルカ──彼女こそ、もはや瓦が礫れきと化したこの龍哭塞の主あるじ。世界オルンで唯一、統とう帝ていの血を引く帝てい位い後こう継けい者しや。そしてリューイたち龍仙士ドレイクを現実リアルからこの世界へと招いた召しよう喚かん者である。

「どうして、君がここに……？」

　リューイが震える唇くちびるで彼女に聞く。

　彼女は二十日ほど前、突然、龍哭塞から謎なぞの龍仙士ドレイクの集団によって拉ら致ちされた。

　その行方ゆくえを追ったリューイたちは、その誘ゆう拐かいの犯人が漆黒の鎧よろいを着た龍仙士ドレイク──黒こく猊げい将しよう軍ぐんクジャルクという男であることをつきとめたのだ。

　しかし力及およばず、リューイはクジャルクの圧あつ倒とう的な龍仙具アトリビユートの力の前に敗れさる。

　それ以降、リューイはずっと彼女を捜し続けていたのだ。

　そのハルカが目の前にいる。

　夢ではなかった。

　思わずリューイの目から感動の涙なみだが溢あふれ出した。

　涙を流していたのはハルカも同じだった。
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「夢じゃありません。あ、リューイさんにとってこの世界はそもそも夢なんでしたっけ」

　ハルカはやさしく微笑ほほえんでペロリと舌を出す。それは、ハルカの精せい一いつ杯ぱいの冗じよう談だんだった。

　リューイは、自分の心がやさしさと愛いとおしさにやわらいでいくのが分かった。

「クジャルクによって、ここに連れてこられました」

「クジャルク……だと？」

　リューイは事態が把は握あくできず、訝いぶかしげな顔をする。

「安心してください。私は大だい丈じよう夫ぶです」

　ハルカがリューイを安心させるため、努めて明るい笑え顔がおを作る。

「ハルカ！」

　そのとき、リューイを介かい抱ほうする彼女の背中に大声が跳はね返った。

　振り返るとそこにはジュノがいた。ジュノは驚いた顔でハルカに駆け寄る。

「ジュノさん⁉」

「ハルカ！　無事だったのね！」

　ジュノは感動のあまり腕うでを回し、ハルカをきつく抱ほう擁ようする。

「よかった。心配したのよ！　もう！」

　ジュノはハルカの華きや奢しやな体を力いっぱい抱だきしめ、子こ猫ねこのように頭を撫なでる。

「え、あの……ジュノさん、な、なぜここに……？」

　一方、ハルカはポカンと口を開けて呆ぼう然ぜんとしている。まさしく亡ぼう霊れいを見るような顔だ。

「あ、そうか……ハルカは知らないんだっけ」

　ハルカのリアクションを見て、ジュノは改めて納なつ得とくする。

「え～と、その……あはは。生き返っちゃいました♪」

　ジュノは照れくさそうにおどけて舌を出した。

　彼女は一度この世界で死んで、そして復活したのだ。しかしハルカは誘拐されていたため、彼女の身に起きた出来事と、その後の紆う余よ曲きよく折せつを知らなかったのだ。

「これからもよろしくね……ハルカ」

「ジュノさん‼」

　その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、ハルカは素す直なおに喜び、破顔した。

　ジュノが死んだと思っていただけに、ハルカの喜びはジュノのそれより大きかった。

　今度はハルカがジュノの豊満な胸に顔を埋うずめ、力いっぱい抱きしめる。

「あ、いたたた……痛いってば……、もう、ハルカ、アンタ結構力強いわね……」

「はい！」

　ハルカが大きく頷うなずき、エヘヘと照れくさそうに笑った。
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　しかし感動の再会シーンは、そう長くは続かなかった。

　それもそのはず、今は戦せん闘とうの渦か中ちゆう。事態は逼ひつ迫ぱくしている。

　丘の上から駆け下りた漆黒の疾しつ風ぷうは、弾だん丸がんのようにロンギシェルたちのいる神聖旗き幟し兵団の本ほん陣じんへと急行した。

　黒装の男──クジャルクの騎き乗じようした軍馬が蹄てい鉄てつで黄土を巻きあげ蹈鞴たたらを踏ふむ。

　そしてゆっくり、ロンギシェルと正対した。

「馬から下りろ。大導師猊げい下かの御おん前まえであるぞッ！」

　ロンギシェルの脇わきにはべる親衛隊の一人がクジャルクに怒ど鳴なる。

「大導師？　ペテン師の間違いだろう？」

　漆黒の兜かぶとの下から小さな吐息とともに声が漏れる。笑ったような声だった。

「現実逃とう避ひの挙げ句、こんなところでお山の大将気取りか？」

　鞍あん上じようのクジャルクが兜の隙間スリツトの奥にある目を光らせ、ロンギシェルを見下ろす。

「鼠ねずみのように俺たちを嗅かぎ回り、ドブに塗れて手に入れた結果がこのザマか？」

　そしてクジャルクはロンギシェルの瘦やせた顔に向けて唾だ棄きするように言った。

「答えろ。〝ハザマ〟」

　ハザマ──自らをそう呼ばれたロンギシェルは、この名を否定しなかった。

　ただ、ニヤリと口を歪ゆがめ、黒装の男を見やる。

「そう言うお前はこの十年、孤こ独どくな放ほう浪ろう者のままか」

　応戦するようにロンギシェルが騎乗するクジャルクを見あげて言葉を返す。

「無様だな。黒神獅郎──」

　黒神獅郎──それがクジャルクの本当の名前──現実世界での彼の本名だった。

「貴様とはいずれ決着をつけねばと思っていた。獅郎」

　ロンギシェルがニヤリと笑って言う。

「気安く呼ぶな。ドブ鼠」

　クジャルクの返答に、フンと鼻白むロンギシェル。

「獅郎。やがて築かれる俺の帝てい国こくに、貴様は必ずや排はい除じよすべき憂ゆう患かんとなるだろう」

　ロンギシェルはニヤニヤと笑いながら目を細める。

　それに対し、クジャルクは無言の圧力で、その挑ちよう発はつ的な態度を断たち切る。

「マイカを解放しろ、ハザマ。これ以上、夢久の一族をこの世界に関かかわらせるな」

「断る、と言ったら？」

　ロンギシェルが即そく答とうした。その答えにピクリと手た綱づなを握る黒い籠こ手てが動く。

「貴様に選せん択たくの余地などない！」

　次の瞬間、二人の間に張り詰つめていた緊きん張ちようの糸がプツリと切れた。

「虚無衆ッ‼」

　ロンギシェルが叫さけんで右手を天に突つきあげる。

　まるで流星のように、九の光が頭上に集まる。

　それに対し、クジャルクは手綱をグイと引いた。

　ヒヒンと黒馬が嘶いななき、前足を高々とあげる。そしてクジャルクもまた、腰こしの曲刀シヤムシールを抜ぬき放ち、そして左ひだり腕うでを天に掲かかげる。

　空からの影かげがクジャルクに殺さつ到とうする。

　虚無衆は各おの々おのの持つ龍仙具アトリビユートの力を総動員して急降下攻こう撃げきを試みる。

「〝龍皇石リユウコウセキ〟‼」

　クジャルクが叫んだ刹せつ那な、掲げた左の掌てのひらが妖あやしく光を帯びた。

　それは先さき程ほど、リューイが右掌から発揮した赤い光と同じだった。

　いや、リューイの光よりも一層、真しん紅くな光──まるで血のような赤だ。

　天空にその赤い光が照射された瞬間、九人の虚無衆の足並みが乱れた。

　ある者は錐きり揉もみ降下し、ある者は弾はじけるように撥はね飛ばされる。

「こいつ──力を吸い取るぞッ！」

　虚無衆の一人──リーダー格のナンバー４が叫ぶ。

　まるで糸が切れて制せい御ぎよを失った凧たこのように、虚無衆たちはフラフラと空に錯さく綜そうする。

「散開しろッ！」

　中空で叫ぶナンバー１。

　しかし次の瞬間、ナンバー１は信じられない光景を目まの当たりにする。

　クジャルクが、いつの間にか目の前に迫せまっていたのだ。

「こ、こいつ、は、速い──‼」

　その言葉はナンバー１がこの世界で発した最後の言葉だった。

　まるで竹を割るように曲刀シヤムシールの一いつ閃せんが、ナンバー１の体を縦に両断する。

　そしてその強きよう襲しゆうはナンバー１だけへの攻撃ではなかった。

　ナンバー２、３、５、10──その他ほかに四人。

　彼は神しん出しゆつ鬼き没ぼつに同時に出現し、そして一いつ瞬しゆんにして五人の虚無衆を屠ほふったのだ。

「な──⁉」

　ナンバー４が狼ろう狽ばいする。そして慌あわてて自らの龍仙具アトリビユートを発動しようと試みた。

「時間を戻もどして、やり直すッ！」

　ナンバー４の能力は時間遡そ行こう。先程の悪夢をすべてなかったことにする──。

　ナンバー４は気合いをこめ、「はッ！」と気を吐はいて術を発動させた。

　しかし、変わるはずの世界の動向に一いつ切さいの変化はない。

「じ、時間が……戻らない……だと⁉」

「無む駄だだ。貴様の力は既すでに吸い取った」

　そのときナンバー４は聞くはずのない言葉を耳元で聞いた。

　曲刀シヤムシールの剣けん閃せんが煌きらめく。

　ナンバー４は抵てい抗こうすることもできぬまま、両断されて肉にく塊かいとなって地面に落下した。

　この間、わずか十数秒。そして屠った虚無衆は六人。

　一人頭、二秒弱──圧あつ倒とう的な強さとスピード。まさに悪あつ鬼き羅ら刹せつの所業だった。

　クジャルクは黒い外套マントを翻ひるがえし、華か麗れいに地面に着地する。

　二十万の兵士が水を打ったように静まりかえっていた。

　もはや敵味方の誰だれもが、彼の強さに圧倒され、虚きよを衝つかれたように呆然としている。

「無駄だ。ハザマ」

　クジャルクは立ちあがり、そして曲刀シヤムシールの切っ先をロンギシェルの鼻先に突きつける。

「龍仙士ドレイクが何人かかってこようと、俺を殺すことはできない」

　その言葉を聞いて、ロンギシェルは焦あせるどころか唇くちびるを歪ませてニヤリと笑う。

「〝龍皇石〟──さすが本物は一味違ちがう。先程ガキが使った偽にせ物ものとは比べものにならん」

　ロンギシェルは感心したように、クジャルクの左掌に光る秘石を眺ながめる。

　その左手には今も尚なお、真紅の光が宿っていた。

〝龍皇石〟──それはリューイの能力とまったく同じ力。龍仙具アトリビユートの力を吸収し、倍加させて操あやつる力。つまり相手の力が強ければ強くなるほど強大になる。まさに対龍仙士アンチドレイクに特化された最強龍仙具アトリビユートだった。しかもリューイのように能力の打ち止めもなく、無む尽じん蔵ぞうに発揮できる〝発生装置ジエネレータ〟を内包した永久機関だ。

「余興は終わりだ」

　クジャルクはガシャリと脚きやつ甲こうを鳴らし、ロンギシェルへと歩み寄る。

「そして貴様のくだらん野望も終わりだな。ハザマ──」

「はっはっはっはっはっは‼」

　突とつ然ぜんロンギシェルが爆ばく発はつ的に笑い出した。

　まるで狂きよう気きに取り憑つかれたかのような、火がついたような大だい爆ばく笑しようだった。

「何が可笑おかしいのですか⁉」

　二人のやりとりを見ていたハルカが叫ぶ。

　ロンギシェルはクックックと笑いを嚙かみ殺し、銀ぎん髪ぱつの美少女をチラリと見やる。

「失礼、お嬢じようちゃん……いや、統国公主ハルカ内ない親しん王のう殿でん下か様」

　ロンギシェルは自分を睨にらむハルカに一礼する。慇いん懃ぎん無礼な口調だった。

「お前たちのあまりの間ま抜ぬけさに、笑いを堪こらえられなくなっただけだ」

　ロンギシェルは首を回し、クジャルクへと向き直る。

「どうした？　早く殺してみろ、黒神獅郎。やれるものならな」

　薄うすら笑いを浮うかべて挑発するロンギシェル。

「ハッタリよ！」

　ジュノが横から叫んだ。

　虚無衆は圧倒され、ロンギシェルにはもはや抵抗する力も策もないはずだ。

　この期ごに及およんで、彼の余よ裕ゆうの理由がまったく分からなかった。

　黒装の男は容よう赦しやなく曲刀シヤムシールをロンギシェルの頭上へと振ふりあげる。

　そして切っ先を煌めかせ、その刃やいばは無む慈じ悲ひに振り下ろされた──。

「うッ──‼」

　ガシャン、と金属音が周囲に響ひびいた。

　大地にドサリと落ちる。しかしそれは両断されたロンギシェルの軀むくろではなかった。

　地面に転がったのは、黒い鋼鉄製の兜だった。そう、クジャルクの顔を覆おおっていた兜。

　そして間をおいて、クジャルクの握にぎっていた曲刀シヤムシールが手から離はなれて落下する。

　続いて今度は膝ひざからクジャルク本人の体が地面へと崩くずれ落ちた。

　ハラリと黒くろ髪かみが風に舞まい、クジャルクの素す顔がおが公衆に晒さらされる。

　その整った青白い顔には、苦く悶もんの表情が浮かんでいた。

　いったい何が起きたのか？

　ハルカもジュノもリューイも、そこにいる誰もが突然の展開に理解が及ばず啞あ然ぜんとする。

「く……き、貴様……‼」

　クジャルクが歯を食いしばり、激痛に耐たえてロンギシェルを睨む。

「あっははははははは‼　だから言っただろう？　愚おろか者め！」

　ロンギシェルが火がついたように笑う。

「勝負は最初から決しているのだ！」

　形勢が逆転していた。ロンギシェルは指一本相手に触ふれることもないまま、目の前のクジャルクに激しい苦痛を与あたえ、その膝を屈くつさせたのだ。

　いったいどんな魔ま法ほうを使ったのか？

　新たな龍仙具アトリビユートの力か？　──いや、それは考えられない。

　龍仙具アトリビユートの力は一人につき一つ。

　ロンギシェルの能力とクジャルクを屈くつ服ぷくさせた力は明らかに異質だ。

「貴様は俺には勝てん、絶対にな。どんなに最強の龍仙具アトリビユートの力を持っていても──」

　ロンギシェルがフンと鼻を鳴らし、苦痛に肩かたをふるわせるクジャルクを挑発する。

「これは世界の摂せつ理りなのだ。運命を受け入れろ。黒神獅郎！」

「貴様……現実世界の俺に……何かしやがった……な……⁉」

　クジャルクはそこまで言って、グハッと激しく咳せきこんだ。

　彼の口から夥おびただしい喀かつ血けつが吐き出される。眉み間けんに幾いく重えもの皺しわを寄せ、押し寄せる狂くるおしい苦痛に耐えるクジャルク。ヒューヒューと苦しみと共に息が漏もれる。

「おや？　どうやら生命維持装置が外されたようだな。あちらの世界で──」

「あッ！」

　ロンギシェルのその言葉を聞いた瞬しゆん間かん、クジャルクの背後で驚おどろきの声があがった。

　ジュノだった。彼女は血相を変え、口に手を当て震ふるえている。

　彼女は気づいたのだ。そして同時に思い出した。

　それは以前、彼女が現実リアルで経験した出来事だった。

　彼女は単身、新興宗教団体〝龍神会〟の東京道場に潜せん入にゆう捜そう査さを試みたことがあった。

　そしてその建物の最奥で、ベッドに寝ねる三人の患かん者じやの姿を発見したのだ。

　生命維持装置によって延命されている、昏こん睡すい状態になった男たち。

　その中にいた、端たん整せいな顔をして眠ねむる一人の男──。

　その顔は間ま違ちがいない。ジュノの目の前で死の苦痛にもがく黒騎き士しと瓜うり二つ。

　黒神獅郎──それは二度と目覚めない眠りについた、現実世界の彼の本体だった。

「今までずっと、マイカによって匿かくまわれていたようだが……もう、現実世界に貴様を守ってくれる庇ひ護ご者はいないぞ。獅郎」

　ロンギシェルが笑って、苦しむクジャルクを見下ろす。

「世田谷支部は早さつ速そく、解体させてもらった。もちろん貴様の肉体も回収し、我が教団の統制下にある」

「……ハザ……マ……き、貴様……ッ‼」

　クジャルクが痛みに唸うなり、血だらけの唇を歪ゆがめて歯を食いしばる。

「もう現実リアルに目覚めることのできないお前にとって、現実リアルの肉体はその名の通り生命線ライフラインだ。つまり生かすも殺すも俺の思いのまま。貴様の命はすでに我が掌しよう中ちゆうにあるのだ！」

　ロンギシェルがアッハッハと高笑いをした。

　ここへきてリューイもハルカも、事の重大さを理解した。

　現実世界のクジャルク──黒神獅郎の肉体を殺せば、この世界のクジャルクの肉体も死ぬ。つまりどんなにこの世界オルンで彼が最強でも、現実リアルの彼を支配している教団、そしてそれを操るロンギシェルは、クジャルクの生せい殺さつ与よ奪だつの権を握っているということだ。

　卑ひ怯きような──なんて卑ひ劣れつな──。

　リューイは、勝ち誇ほこって笑うロンギシェルを睨む。

　確かにクジャルクはハルカを奪うばった敵であり、兄、遠藤雪虎の仇かたきだ。

　しかしその憎にくしみに勝まさる、このロンギシェルという男の卑劣さへの怒いかり。

　許せない。この男だけは──！

　下腹部の痛みに耐え、リューイは人知れず憤ふん怒ぬの感情に身を滾たぎらせた。

「生命維持装置が外され、貴様の心肺が停止するまで、あとわずか」

　ロンギシェルが残ざん忍にんな笑え顔がおで言い放つ。

「死の宣告というやつだ」

「ぐおおおおおおおおおおおおおッ！」

　クジャルクが吠ほえた。

　狂おしいほどの死の痛み。その苦痛は、今までどんな試練にも耐えてきた歴戦の男をして、激しい悲鳴をあげるほどに過か酷こくな苦痛だった。

「いい声だな。せいぜいもがき苦しみ、最後の生を堪たん能のうしろ。黒神獅郎」

　薄ら笑いを浮かべるロンギシェル。

　そして地べたに這はいつくばるクジャルクを一いち瞥べつし、踵きびすを返して去っていく。

「……おのれ……ハザマアアアアアアアアア……ッ‼」

　クジャルクが汗あせと血に塗まみれ、自らを蝕むしばむ苦痛と怒いかりに震える。

　そしてあらん限りの憎ぞう悪おをこめて、偽にせ大導師の背中を睨みつけた。

　刻一刻と、クジャルクの身に死のタイムリミットが迫せまり来る。

　もはや万ばん策さく尽つきていた。そして時は無情に流れ、死の残り時間は一分を切る──。

「──獅郎」

　そのときだった。

　苦しむクジャルクの耳に、小さく微かすかに彼の本名を呼ぶ声が届いた。

　声のする方を見やるクジャルク。視線の先に地べたに倒たおれている一人の男の姿があった。

　死体かと見まごうボロボロのその体。壮そう絶ぜつな死し闘とうの末、尾お羽は打うち枯からした戦士──。

「トドロキか──」

　クジャルクは男の名を呟つぶやく。倒れている男はトドロキだった。

　その言を受け、トドロキは最後の力を振り絞しぼり、首を回して黒装の男を見やる。

「よぅ……獅郎……高校以来か……久しぶりだな……元気か？」

　トドロキは乾かわいた笑いで力なく返事する。

「こんな風に……お前と再会するとは……皮肉なもんだな……獅郎」

「まだ生きていたか……死に損ぞこないめ……」

　クジャルクも小さく唇を歪ませる。視線を交こう錯さくする旧知の二人。

　彼らはかつて鞍上帝に召しよう喚かんされた龍仙士ドレイクであり〝統とう天てん五ご旗き将しよう〟と名乗って共に戦せん役えきを戦った戦友であり、逍遥館高校の学生寮りようのＯＢだった。つまり浅からぬ縁えんだ。

「いいか……良く聞け……獅郎……最後の……チャンスだ……」

　トドロキが声のトーンを落として囁ささやく。

「僕の龍仙具アトリビユートの力を吸い取れ」

　その言葉にクジャルクの目が妖あやしく光った。

「……僕の力を使って分身しろ。そうすればロンギシェルに一いち撃げきを食くらわせられる……」

　トドロキがクジャルクに託たくした言葉は、捨て身の策だった。

「残り三十秒……お前にとっては充じゆう分ぶんすぎる時間だろう……？」

　トドロキの言葉にクジャルクがフッと笑う。それに対してトドロキも笑った。

「お前に協力するのは、これが最初で最後だ……」

「覚かく悟ごはいいな？　トドロキ」

　クジャルクの左手に塡はめられた宝ほう珠じゆが紅あかく光る。

「オイオイ……相変わらず容赦のないヤツだな……お前……」

　最後にフッと笑ってトドロキは目を閉じた。死ぬ覚悟を決めたのだ。トドロキの体に残った龍仙具アトリビユートの力、それは彼の生命を維持する最後のエネルギーだった。それをクジャルクに捧ささげたとき、トドロキには抗あらがえぬ死が待っている。

　そして彼は最後の力を振り絞り、獣けもののように咆ほう哮こうした。

「うおおおおおおおおおおおッ‼」

「〝龍皇石〟ッ‼」

　二人の叫さけびと赤しやつ光こうの照射が周囲に逆巻く。

「なんだと──⁉」

　ロンギシェルが異変に気づき、驚いて振り返る。

　しかし既すでに遅おそかった。

　クジャルクの体が残像によって揺ゆらめき、そして二つへと分身する。そして二つの分身はさらに四つへと増ぞう殖しよくした。

　トドロキの龍仙具アトリビユート〝残霊玉ザンレイギヨク〟の分身能力が発動したのだ。

「頼たのんだ……」

　トドロキは増殖する黒騎士の姿を確かく認にんすると、ゆっくりと目を閉じる。

「うおおおおおおおおおおおおおッ‼」

　四人のクジャルクが同時に吠えた。

　そして苦痛を気き迫はくで包み、最後の力を振り絞り、ロンギシェル目がけて跳ちよう躍やくした。

　そして四方八方から彼に殺さつ到とうした。

「ハザマアアアアアアアアアアアアアアアアアアア‼」

「グウォッ‼」

　クジャルクの叫び、そしてロンギシェルの叫び。

　刹せつ那な、時間が止まった。

　制止した時の中で、四人のクジャルクの持つ四つの曲刀シヤムシールが、ロンギシェルの顔面に突つき刺ささっていた。

「ギャアアアアッ‼」

　まるで化鳥の鳴き声のような声をあげ、ロンギシェルが仰のけ反る。

　そして周囲に鮮せん血けつが舞まった。

　仕留めた──⁉

　ジュノとハルカ、そしてリューイが、ロンギシェルの死を確信する。

　しかし唯ゆい一いつ、当事者であるクジャルクのみが、その顔に苦く渋じゆうを浮うかべていた。

「浅かった……か……‼」

　剣けんの達人だからこそ、クジャルクは自らの手て応ごたえに忌いま々いましい確信を覚えていた。

　剣の切っ先は、ロンギシェルの頭を貫つらぬきその脳のう漿しようをぶちまけるには浅すぎた。

　刺さった剣は彼の左目の眼がん窩かで止まり、彼の左目を抉えぐり出す傷に止とどめていたのだ。

「グオオオオオオオオオッ‼」

　ロンギシェルが左目を押さえ、痛みに悲鳴をあげる。

　そして鬼おにのような形相で黒装の刺し客かくを睨にらんだ。

「貴様ッ！　よくも、よくもこの俺オオオオオ‼」

　大導師の化けの皮は完全に剝はがれ、そこには一いつ匹ぴきの野や獣じゆうがいた。

「許さん！　地じ獄ごくに堕おちろオオオオオオオオオ‼」

　ドクン。

　そのとき、クジャルクの体が大きく跳はねた。

　ついに、来たか……。

　クジャルクは、全身から沸わきあがる激痛にうめき声を漏もらす。

　そして泡あわ立だつように訪おとずれる死の鼓こ動どうに覚悟を決め、歯を食いしばった。

　彼の頭上に舞い降りた死神の鎌かま。

　それは抗えぬ運命。

　現実リアルでの〝死〟──。

　そのタイムリミットが、ついに訪れたのだ。

「グウウウウウウッ‼」

　今までを遥かに上回る痛みが、彼の全身を駆かけ巡めぐる。

　現実世界での肉体の死──それはこの世界での死とイコールである。

　二つの世界から肉体は消え、そして魂たましいも潰ついえる。

「クジャルク‼」

　ハルカは思わず叫んでいた。そして涙なみだを流していた。

　少女はハッと頰ほおを伝う涙に気づき、その理由に驚おどろく。

　何故なぜ──？

　彼は敵だったはず。

　そして自分を拉ら致ちし、利用しようとした憎むべき相手だったはずなのに──。

「クジャルク‼」

　ハルカとほぼ同時に、リューイも叫んでいた。

　その理由も、ハルカと全く同じだった。

　愛する兄の仇。そして愛するハルカの敵──。

　でも何故だろう。死の淵ふちにいる黒装の男を見た瞬しゆん間かん、リューイはその姿に強い哀あい愁しゆうの情念を感じていた。そして対たい峙じするロンギシェルに激しい怒りが沸きあがる。

「……………」

　ハルカとリューイ、二人の呼ぶ声にクジャルクはゆっくりと首を回す。

　もはや痛みは忍にん耐たいの限界を超こえ、意識は朦もう朧ろうとしていた。この状じよう況きようで、自分の足で立ち、意識を現世につなぎ止めているだけで、この男の超ちよう絶ぜつな精神力の強さが垣かい間ま見みえる。

　ふと、クジャルクとリューイの視線が錯さく綜そうした。

「雪……虎……」

　刹那、クジャルクが呟いた言葉を、リューイは確かに聞いた。

　それは、リューイの兄の名前だった。

　きっと、クジャルクはリューイの顔に、彼の肉親である実じつ兄けいの面おも影かげを見たのであろう。

　遠藤雪虎、それはクジャルク──黒神獅郎の終生の宿敵ライバルにして相棒バデイ──。

　そして獅郎はハルカの顔に視線を移した。

「……ユ……イ……カ……」

　獅郎がそう、呟く。

　その名も、ハルカの面影に宿る、彼の最愛の少女の名前だった。

　ユイカ──そう、ユイカ──。

　彼の人生、そのすべては彼女のために──。

「クジャルクッ‼」

　リューイはもう一度、叫んだ。喉のどを嗄からして。

　その瞬間。リューイは見た。

　黒装の男の口に浮かぶ、微かな印しるし。
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　笑っていた──黒神獅郎は笑っていたのだ。リューイに対して。

「クジャルクッ‼」

　リューイはもう一度、叫んだ。

　しかしその声は、黒装の男の耳には届かなかった。

　不意に、クジャルクの分身のすべてが消え去った。

　そして同時に本体であるクジャルク本人も消えた。まるで塵ちりが風に飛ばされるように。

　現実世界で、彼の命の火が消えた瞬間だった。

〝統天五旗将〟黒猊将軍クジャルク。黒神獅郎。死す──。

（頼んだ──）

　風に乗って、小さな囁ささやきがリューイとハルカの耳に届いた。

　それは、聞こえるはずのない、彼の最後の言葉だった。




　虚こ空くうがゴウゴウと唸うなり、砂混じりの風が、ただ空むなしく黄土を渡わたっていった。




　　＊　＊　＊




「しっかりしろッ‼　リューイッ！」

　耳元で響ひびく怒ど声せいとともに、激しい衝しよう撃げきがリューイの頰に走った。

　その痛みで、途と切ぎれかけていたリューイの意識が再び世界に呼び覚まされる。

「ちょっと、サク！　乱暴よ！」

「そんなこと言ってる場合じゃねェだろ！　早くッ！」

　頭越ごしに口くち喧げん嘩かをする声が聞こえる。ジュノとサクだ。

「サク──」

「お、気づいたか？　まだくたばっちゃいねェようだな。リューイ！」

　どうやらサクがリューイの頰にビンタをして、失血に昏こん倒とうする彼を目覚めさせたらしい。

「肩かたに手を回せ。立ちあがるぞ」

　サクはそういってダラリと弛し緩かんしたリューイの肩に手を回す。

「ジュノ、お前も手伝え！」

「う、うん！」

　慌あわててジュノがサクの反対側からリューイの肩を抱だく。

「わ、私も手伝います！」

　リューイの隣となりにいたハルカも申し出る。サクは微笑ほほえんで頷うなずいた。

「サンキュウ、ハルカちゃん。はぐれないようについてきてくれよ」

「は、はい！」

　サクとジュノ、そしてリューイは三人四脚きやくの状態で立ち上がり、ハルカに介かい助じよされつつヨロヨロと歩き出す。

「サク……何をするつもりだ……？」

「何をするって、逃にげるんだよ。寝ねぼけてんじゃねェぞ！」

　呆あきれたように怒ど鳴なるサク。

「この大おお騒さわぎの隙すきに、とにかく遠くに逃げるんだ！」

　サクの言う通り、戦場は大混乱の渦か中ちゆうにあった。

　その原因は二十万の神聖旗き幟し兵団にかかっていたロンギシェルの集団催さい眠みんの力がなくなったことにある。正気を取り戻もどした兵士たちは、そもそも何故、自分がこの辺境の城じよう塞さいを攻せめているかも理解できず、まるで白昼夢から醒さめたような状態だった。

　たちまち統制は崩くずれ、烏う合ごうの衆しゆうとなる兵士たち。

　各所で脱だつ走そうする者が溢あふれ、陣じん中ちゆうは混こん沌とんとした状況になる。まさに上へ下への大混乱だ。

「ヨギ、聞こえるか⁉」

　錯綜する喧けん噪そうに耳をふさぎながら、必死に〝幻王印〟に問いかけるサク。

（感度良好）

　すぐさま返答されるヨギの声。相変わらずのクールな口調が、今はたまらなく心強い。

「リンだ！　リンはどこにいる⁉」

　サクが怒鳴るように聞く。

（敵てき陣じん右う翼よくあたりで気絶してる。そこから三百メートルほど龍哭塞側）

　ヨギは的確な彼女の所在地をサクに伝える。サクは「よし」と頷く。

「じゃあ、そこで落ち合うぞ！　お前はトモエをつれてこい！」

　ヨギとの通信を終え、サクはジュノに目で合図を送る。

「ト……トドロキさん……は？」

　サクとジュノに引きずられながら、リューイは小さく聞いた。

　しかしサクもジュノも答えない。ハルカが眉まゆを顰ひそめて首を振ふった。

　そのリアクションを見て、トドロキが死んだことを理解するリューイ。

「とにかく今は逃げましょう、リューイさん。そしてかならず復活し、ロンギシェルを倒たおして龍哭塞を取り戻すんです」

　ハルカは辛つらそうな顔に精せい一いつ杯ぱいの希望の色を浮うかべて頷く。

　明らかに強がりだった。しかしリューイは彼女の気持ちが痛いほど理解できた。

「……捲けん土ど重ちよう来らい……ってやつだな……」

　リューイはハルカにそう呟つぶやき、痺しびれた右手にギュッと力を籠こめた。
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「ムニャムニャ、もう食べられない～～」

「って、こんな時にボケかましてるんじゃねェ‼　このアホ娘むすめがッ‼」

　サクが怒ど髪はつ天を衝つき、渾こん身しんの力をこめたデコピンをリンの額にお見み舞まいした。

「うぉいてッ‼」

　その衝撃で飛び起きる少女。

「な、なんだよ、イキナリ～！　いってーなバカサク！」

　涙なみだ目になって、ヒリヒリと痛みの残る額をさすり、サクを睨にらむリン。

「いいから、お前の〝絶影鈴〟、早く使わせろ！」

「なんでさ～？」

「決まってるだろ！　逃げるんだよッ！」

　いまいち嚙かみ合わない会話がもどかしく、サクが怒鳴る。

　さすがにただならぬ空気を察し、リンが神しん妙みような顔になった。そして彼女は皆みなに要求されている自分の仕事を瞬しゆん時じに理解する。

　戦場から脱だつ出しゆつする──〝絶影鈴〟の瞬しゆん間かん移動を使って。

「お願い、リン。あなただけが頼たよりなの」

「わ、わかりました……ジュノ先せん輩ぱい……だけど……」

　自分に注がれる視線に、リンはタラリと汗あせを流す。

「こんなにたくさんの人……同時に移動はちょっとキビシーですよぉ……」

　リューイ、ハルカ、ジュノ、サク、ヨギ、トモエ、そしてリン。自分を入れて総勢七人。

「やるしかねェだろ！　気合いだ、気合い！」

　サクがイライラを爆ばく発はつさせて怒鳴る。

「トホホ……人使いの荒あらいヤツ！」

　リンは頰ほおを膨ふくらませて、サクをジトッと睨んだ。




「じゃあ、いきますよッ！」

　リンが気合いを入れる。七人の仲間は手を繫つなぎ、輪になってリンを見やる。

「〝絶影鈴〟‼」

　声と同時に、リンの左耳に光るイヤリング形の鈴すずがチリンと鳴った。

　それは瞬間移動の合図だった。

　一いつ瞬しゆんにして、七人は戦場の真上、上空五十メートルの地点に〝転送〟された。

「うおッ！　高ッ！」

　サクがあまりの高度に肝きもを冷やしてたじろぐ。

「手を離はなさないでくださいっ！」

　リンは再び能力を発動する。たちまち一団は、二回目の瞬間移動跳ちよう躍やくを体験した。

「やっぱこの人数じゃ、全然飛べない──！」

　リンが苦々しそうに唇くちびるを嚙む。一人なら有視界内で縦じゆう横おう無む尽じんに瞬間移動できるリンの能力。だから見晴らしのいい場所なら、一回で数百キロの移動も可能である。

　しかし今はせいぜいがんばって一キロ程度。だから追っ手の及およばない安全圏けんに逃とう避ひするまでには数十回の能力の発動が必要になるだろう。

「うえ～、カコクなジョーキョー……カラダ、保もつかな～」

　リンがゲッソリとした顔になる。

「がんばってください、リンさん！」

　リンと右手を繫いだハルカが、申し訳なさそうにリンを労いたわる。

「ま、まかせてください……ははは」

　ハルカの誠意に、リンは愛あい想そ笑いを返した──そのとき。

「なッ⁉」

　リンはハルカの背後に、いるはずのない影かげを見つけてハッと息を吞のんだ。

「あいつら、追ってきた‼」

　リンが悲鳴混じりに絶ぜつ叫きようした。その声に全員が驚おどろいて振り返る。

　二つの影が団子状になり、リンたち七人に向けて急速に接近しつつあった。

「虚無衆だッ！」

　サクが叫さけぶ。二つの影は虚無衆の生き残り、ナンバー８とナンバー12だった。

　ナンバー12の能力は〝風〟を操あやつる能力。

　突とつ風ぷうを駆かり、ジェット機のようなスピードで迫せまり来る虚無衆。

　そしてそれは重量オーバーのリンの瞬間移動を軽く上回る移動速度だった。

「逃げろ！　リン！」

「そんなこといったってぇ～！」

　涙目になり、アタフタと焦あせるリン。

　虚無衆はリューイたちを執しつ拗ように追つい跡せきする。おそらくロンギシェルの命令だろう。

〝龍哭塞の龍仙士ドレイクたちを逃がすな。一人残らず始末しろ〟──と。

「追っ手はまかせてッ！」

　そのときジュノが叫んだ。そしてサクとヨギと繫いでいた両手を離す。

「ジュノ先輩！　手を離したらダメッ！」

「大だい丈じよう夫ぶ、私も〝緋燕扇〟の熱風を使えば上じよう昇しよう気流で空を飛べる。後から追いつくわ！」

　ジュノはリンに小さくウインクし、〝緋燕扇〟を振り抜ぬく。

　たちまち熱風によって、ジュノの体は熱気球の原理で空へと飛ひ翔しようした。

「私が相手よ！　焼き尽つくすッ！」

　ジュノは向かってくる二つの影に向け、凛り々りしい視線とともに扇おうぎを構えた。

　間合いは充じゆう分ぶん。〝緋燕扇〟の威い力りよくも、ナンバー12の力を凌りよう駕ができるはず──。

「〝緋燕扇〟‼」

　ジュノの渾身の一いち撃げきが、二人の虚無衆を襲おそう。

　その熱風は一瞬にして二人の肉体を、跡あと形かたも残らない消し炭に変える──はずだった。

　しかし次の瞬間、ジュノが刮かつ目もくした。

　なんと彼らの前に、目に見えぬバリアのような壁かべが出現し、熱風を屈折させたのだ。

「なんですって──⁉」

「ジュノ、そいつは攻撃を捻ねじ曲げるぞ！」

　サクが叫んだ。そう、ナンバー８の能力は〝空間歪わい曲きよく〟。──空間を歪ゆがめて物理的攻こう撃げきの軌き道どうを操ることができる。いかにジュノの龍仙具アトリビユートが強大だろうと、熱風の伝達する空間自体を捻じ曲げてしまっては、攻撃は命中しない。

「は、早く言ってよ！」

　ジュノが青ざめる。しかしもう遅おそかった。

　ジュノの放った熱風は、ナンバー８によって屈折され、カウンターよろしくそのままジュノたちに返ってきたのだ。

「あちいッ！」

　リンが悲鳴をあげた。熱風に煽あおられ反射的に手を離してしまっていた。

「しまった‼」

「あッ！」

　小さく悲鳴がした。ハルカだった。リンの手から離れたハルカの体が宙に舞まう。

「ハルカッ‼」

　リューイが叫び、そして衝しよう動どう的にハルカを助けるべく手を伸のばす。

　そして落下するハルカの手をなんとか中空で摑つかむことに成功した。

　しかしそれは無む謀ぼうな蛮ばん行こうだった。

　リューイも手を離し、リンと繫がった仲間の輪から孤こ立りつしてしまったのだ。

　地上五十メートルで飛行能力を剝はく奪だつされたリューイとハルカの二人は、当然の如ごとく重力に捕とらわれ落下していく。

　眼下には鬱うつ蒼そうと茂しげった密林が地平線の彼方かなたまで広がっている。

「ハルカさん！　リューイ先輩～！」

　リンが泣きベソをかいて叫ぶ。しかし遅かった。

　墜おちていく二人とリンたちの間には、回収不可能な距きよ離りが開いている。

「私にまかせてッ！」

　ジュノが叫んだ。そして抱だき合って落下していくリューイとハルカへと急行する。

「リン、逃にげるんだ！」

「で、でも──」

「しょうがねェだろ‼」

　サクの飛ばした檄げきによって、リンは泣く泣く二人の救助を断念した。

「ごめんなさい、ハルカさん、先輩！　必ず助けにいきます！」
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　リンは目をきつく瞑つぶって涙を払はらい、そして再び鈴の音を鳴らす。

「〝絶影鈴〟‼」

　瞬間、リンとヨギとサク、トモエの四人が中空から消しよう滅めつする。総重量の軽減によって、皮肉にもリンの瞬間移動は、今度こそ虚無衆の追つい撃げきの範はん囲い外がいへと、確実に脱出を遂とげた。

　一方、本体から離れたリューイとハルカ、そしてジュノの三人は、そのまま原生林の生い茂る樹海へと墜ちていった。




　そして熾し烈れつを極きわめた神聖旗き幟し兵団との死し闘とうは、龍哭塞軍の一いつ敗ぱい地ちに塗まみれ、多大な犠ぎ牲せいと忸じく怩じたる後こう悔かいとともに、ついに終結した。







　第三章　ムネに秘めた、不撓不屈⁉







　リューイは夢を見ていた。浅い眠ねむりだった。

　なんだか不思議な感じだ、と夢の中のリューイは思う。

　それもそのはず、リューイはそもそも眠っているからこの世界に召喚ばれたのだ。

　つまりリューイが今見ているのは、〝夢の中で見る夢〟──つまり多重階層となった夢の世界ということになる。なんだか複雑でよく分からない状じよう況きようだ。

「リューイ──」

　ふと、夢の中で彼を呼ぶ声がした。

　その声に懐なつかしさを感じ、リューイは振ふり返る。

　ぼんやりとした白い影が、ゆっくりと像を結んでいく。

　長身で端たん整せいな顔立ち。その顔はリューイに小さく微笑ほほえみを向けている。

「兄さん──！」

　それはリューイの兄、遠えん藤どう雪ゆき虎とらだった。

「兄さん、何故なぜここに⁉　死んだはずじゃ──」

　リューイは問う。しかしそれはナンセンスな質問だということに、彼はすぐに気づいた。

　何故ならこれは夢なのだ。夢の世界で故人が生きていても、何の不思議もない。

「リューイ」

　雪虎は戸と惑まどうリューイに、やさしい顔を向けて彼の名を呼ぶ。

　その声は間ま違ちがいなく、兄、雪虎の声だった。

　強く、やさしく、そして頼たのもしい。尊敬してやまないリューイの永遠の憧あこがれの存在。

「────」

「え？　何だって？　何て言ったんだ？　兄さん」

　リューイは慌あわてて聞き直した。しかし雪虎は微笑み、踵きびすを返して去っていこうとする。

「ちょ、待ってよ！　兄さん！」

　リューイは慌てて兄を追う。しかし足を前に進めても、兄との距離は近づかない。

「待ってくれ！　兄さん！」

　もどかしさに苛いら立だち、リューイは必死に叫んでいた。

　そのとき、雪虎が不意に足を止め、そして振り返った。そしてその唇くちびるが微かすかに動く。

（あと、少し──）

「え⁉」

（夏の終わりまで、あと少しだ──）

　雪虎は確かに、そう言った。

　言葉の意味が分からず、リューイはずっとその場に立ち尽くしていた。

　ずっと、ずっと。夢の中の夢の世界は無限に広い、無の世界だった。
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「あれ！　あそこに家があるわ！　ハルカ！」

　少女の声が耳元に響ひびいた。しかしその声は激しく外套マントを打つ雨音に搔き消える。

　それはオルンの晩夏に訪おとずれる、突とつ発ぱつ的なスコールだった。

　ジュノはずぶ濡ぬれになりながら、リューイを担かついで、ぬかるんだ道を歩いていく。

　そしてハルカも顔を泥どろに塗れさせながら、彼女を助けて共に歩いていた。

　ジュノ、ハルカ、リューイの三人が、リンたち他ほかの仲間とはぐれて、すでに半日。

　広大な針葉樹海に落下した三人は、方角も分からず完全に遭そう難なんしていた。

　しかも運の悪いことに突とつ然ぜんの大雨。

　そしてリューイはロンギシェルによって下腹部を刺さされ、瀕ひん死しの重傷にある。

　戦場からは脱だつ出しゆつできたものの、未いまだ予断を許さぬ状況に三人はあった。

　そんな中で三人が見つけた一筋の光明──それが森の中に現れた建物だった。

「とにかく中に入りましょう！」

　ハルカがジュノをサポートしつつ彼女に話しかけた。

「雨宿りすれば、リューイさんに手当てをしてあげられます」

　龍仙士ドレイクであるリューイの生命力は、この世界一いつ般ぱんの人間と比べ、驚おどろくほどタフで強い。しかしそんなリューイでも、止まらない出血は致ち命めい的てきだった。早く手当てをしなければ本当に出血多量で死んでしまうだろう。

　三人はボロボロに朽くち果てた門もん扉ぴを潜くぐり、人ひと気けのない建物へと入っていった。




　案の定、そこは廃はい墟きよだった。

　元々は寺院か何かだったのだろう。

　天てん井じようの高い石造りの建物は、そのほとんどが倒とう壊かいし、苔こけと樹木に覆おおわれ完全にうち捨てられていた。捨てられたのは最近ではない。恐おそらく百年近い間、住人不在の状態が続いていたのであろう。もはや廃墟というより遺い跡せきのような佇たたずまいだった。

「こっちこっち」

　そんな廃墟であっても雨風を防げる場所はあった。そこは元礼拝堂らしく、祭さい壇だんらしき石台は、簡易的なベッドとしておあつらえ向きだ。

　ジュノはリューイをそっと石台に寝ねかせ、ふう、と息を吐はいた。

　建物の中を見み渡わたすと、そこは大聖堂のようだった。高い吹ふき抜ぬけの天井は、あちこち屋根が抜け、雨あま漏もりがしている。元は神こう々ごうしいほど静せい謐ひつで神聖な空間だったのだろう。

「ジュノさん！　これ！」

　にわかに礼拝堂に声が木こ霊だまし、ハルカがジュノのもとに走り寄る。その顔が輝かがやいている。

「どうしたの？　ハルカ」

「これ！　針がありました！　あとお酒が少し」

　ハルカの手には、裁さい縫ほうに使う針と微び量りようの液体が残る革かわ袋ぶくろの水すい筒とうが握にぎられていた。

　建物自体は数百年前に廃はい棄きされたものだが、どうやらその後も何度かハルカたちのような遭難者がやってきていたらしい。建物の一部で、何者かが野営した痕こん跡せきがあったそうだ。

　ハルカのもってきた針や酒は、そんな先客の残した忘れ物だったようだ。

「針って……そんなの持ってきて、どうするの？」

　ジュノが不可解な顔でハルカに聞く。

　お酒は体を温めるために役立つかもしれないが、裁縫用の針の意味が分からない。

「決まってるじゃないですか。縫ぬうんですよ」

「縫うって？」

「リューイさんの傷口です」

　その言葉を聞いて、ジュノは思わず「え」と口を開けて固まる。

「だって早く傷口をふさがないと、リューイさん失血で死んでしまいますよ！　本当はちゃんとした医い療りよう用の針と糸が必要ですけど……この際、しょうがないです」

　ハルカは必死に熱弁する。

「そ……そうね……」

　ジュノが慌てて同意した。ハルカの言動は予想外だった。他人の傷口を縫うなんて、もちろん現代人のジュノは経験したこともない。しかしハルカの言葉は正しかった。とにかくリューイを止血しなければ、いずれ彼は消しよう耗もうして死んでしまうのだ。

「で、でも……どうやって……？」

　オロオロとするジュノに対し、ハルカは手て際ぎわよく自ら着ていた服の袖そでを破り糸を手た繰ぐる。

「安心してください。ジュノさん、私がやります」

　ハルカはそう言ってジュノに向かって笑う。

「私がやるって……ハルカ、手術なんてしたことあるの⁉」

「もちろん、ありません」

　ハルカが屈くつ託たくのない顔でニコッと笑う。

　ジュノはその笑え顔がおにハッとなって息を吞のんだ。

「ハルカ──」

　ハルカの笑顔を見て、ジュノは彼女に今までに感じたことのない頼もしさを感じた。

　そして同時に、オロオロと何もできない自分の無能さを激しく恥はじた。

　きっとハルカも怖こわいのだ──。

　リューイの命を賭かけて、未経験の大手術に見み様よう見み真似まねでチャレンジする。そんな行こう為いに挑いどむのが、怖くないはずがない。

　しかし彼女はそんなそぶりを微み塵じんも見せず、とびきりの笑顔をジュノに向けたのだ。

「ハルカ……アナタ……」

　ジュノは改めて、目の前にいる小こ柄がらな美少女の本当の強さを知った。

　ジュノがこの世界に召喚されてから今まで、ずっとハルカという女性はジュノにとって〝守ってあげなくてはならない、か弱い存在〟だった。

　戦国乱世の中、龍哭塞に孤こ立りつし、殺し合いの渦か中ちゆうに放ほうり出された亡国の皇女。

　けなげで、いたいけで、そして儚はかない少女。

　自分は、そんな彼女を守るために召喚された龍仙士ドレイク。

　その使命は、孤こ独どくで無力な彼女を守ること。

　しかし、違ちがう──。

　ジュノは思った。

　本当はその逆なのだ。どんなに私の龍仙具アトリビユートが無敵で、何千の兵に匹ひつ敵てきする力を持とうとも、結局、自分は弱い存在なのだ。今までも、そしてこれからも。

　そして目の間にいるこの少女は、自分よりも何百倍も、強い──。

　いや、強くなったのだ。今まで幾いく多たの試練を乗り越こえて──。

　そう感じた瞬しゆん間かん、ジュノはハルカに対する強い尊敬の念を覚えた。

　そして同時に自分の無力さも──。

「ジュノさん！」

「は、はい！」

　ハルカに名前を呼ばれ、思わず背筋を伸のばすジュノ。

「お湯をたくさん沸わかしてください。道具を煮しや沸ふつしたいのです」

「あ、うん、まかせて！」

　ハルカに言われた通り、ジュノは〝緋燕扇〟を操あやつり、彼女の手術助手を買って出た。
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「ぐああああああああああッ‼」

　大雨に煙けむる礼拝堂にリューイの悲鳴が反はん響きようする。

「リューイ、しっかり！」

　暴れるリューイの手を、必死に摑つかんで呼びかけるジュノ。

「もう少しです！　リューイさん！」

　ハルカは汗あせを浮うかべて手元に全神経を集中させる。

　麻ま酔すいのない手術は想像を絶する苦痛だった。

　しかし、なんとかその痛みを乗り切り、ハルカの縫ほう合ごう手術は成功した。

　数時間。リューイは疲ひ労ろうでグッタリと倒たおれ、深い眠ねむりについた。

「もう大だい丈じよう夫ぶです。血は止まりました」

　息をつき、ハルカが額の汗を拭ぬぐう。ジュノも緊きん張ちようの糸が切れ、地面にへたり込んだ。

「もう、何回も失神しそうになっちゃったよ……実は血、苦手なんだよね～」

　ジュノはハハハと笑う。ハルカが意外という顔で彼女を見やり、クスクスと笑った。

「泣く子も黙だまる鬼おにの〝火曜隊チーム・サラマンダー〟隊長にも、弱点があるのですね」

「あ、それ皮肉？　ハルカ……アナタ、しばらく見ないうちになんか変わった？」

「そうですか？　別に今まで通りだと思いますが……」

「う～ん。なんか私が死んでる間に、サクとかリンに毒されたりしてない？」

　ジュノが苦く笑しようしてハルカを横目で見る。

　そのリアクションに「ごめんなさい」と謝りつつ、再びハルカがクスクスと笑う。

　つられてジュノも笑った。リューイの手術を終えたことで、二人は少しだけ緊張の糸が切れて開放的な気分になっていた。

「はくしゅん！」

　突然、ハルカが小さく控ひかえめなくしゃみをした。

　気がつくと、ハルカもジュノもずぶ濡れだった。しかも二人とも服は破れてボロボロ。さらにスコールに打たれ、体が冷え切っている。

　いつの間にか雨模様の空に夜の帳とばりが降りていた。夜になって気温は急激に低下している。

「このままだと、風邪かぜひいちゃうね。ちょっとまってて」

　ジュノはそういって近くに集めてあった木に向かって〝緋燕扇〟を振ふった。

　ボウッと燃えあがる焚たき火。周囲が暖かなオレンジ色の光に照らし出される。

「う～ん、まだ、ちょっと寒いな……」

　火に当たりながら、ジュノが小さく歯を鳴らす。濡ぬれた体が冷え切っている。

「……脱ぬいじゃいましょうか？」

　いきなり、ハルカがジュノにそう呟つぶやいた。

「ええッ⁉　どういうこと⁉」

「いえ……とりあえず服を乾かわかさないとと思って……」

　ハルカは照れたように恥じ入って頭を下げる。しかし彼女の提案は正しかった。

　何より、体に張り付くこの濡れた衣服こそが、彼女たちを凍こごえさせる最大の原因なのだ。

「脱ぐっていったって……こ、ここで⁉」

　ジュノの顔がにわかに赤くなる。反射的に、傍かたわらで寝ているリューイを見やった。

　リューイは術後の疲労で死んだように寝ている。当分意識は戻もどらないだろう。

「リューイさん、寝て……ますよね？　大丈夫ですよ」

　ハルカがリューイの寝ね顔がおを覗のぞきこんで言う。そして突とつ然ぜん、着ているドレスに手をかけた。

「ち、ちょ、ハルカ、本気⁉」

「はい。もちろん」

　ハルカの大だい胆たんな行動に、アタフタと慌あわてるジュノ。

「あ、ジュノさん、これ如何いかがですか？　体が温まりますよ」

　ハルカが持っていた水すい筒とうをジュノに差し出した。それは先さき程ほど、手術の消毒に使った酒だった。中にはまだ微量の白乳酒ツアガシユが残っている。かなりアルコール度数の高い酒だ。

「い、いや、マズイでしょ？　未成年よ。私たち」

「ミセイネン？　ミセイネンって何ですか？」

　ハルカがポカンとした顔になる。

　そうか、この世界には未成年の飲酒を禁止する法律などないのだ。改めて現代社会の常識に囚とらわれている自分を自覚するジュノ。

「しゃーない。脱ごう！　寒いし！」

　ジュノが諦あきらめたように声をあげ、そしてグイッと水筒をあおった。そして脱ぎっぷりよく、外套マントと鎧よろい、さらに濡れて体に張り付く下着を捨て去る。

「いいぞー、ねえちゃーん、ヒューヒュー！」

　ハルカが面おも白しろそうに手を叩たたく。

「ハルカッ！　それサクに教わったでしょ⁉」

「あ、バレました？」

　ジュノの怒いかりに、ハルカはエヘヘと悪戯いたずらっぽく小さく舌を出して笑った。
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「わぁ、ジュノさん、すごい胸──」

「コ、コラ！　ジロジロ見ないでよ！」

「いいなぁ、うらやましいです」

「そう言うハルカも、何？　この肌はだの白さ……キレイすぎ……」

「でも私はジュノさんみたいな、健康的な体に憧あこがれます……」

「あ、ちょっと、触さわらないでってば！」

「いいじゃないですか……温かいです。ジュノさんの体」

「ち、ちょっと……！」




「…………」

　い、いったい、何を喋しやべっているのだろう……？

　リューイは背中越ごしに聞こえる二人の少女の声に耳をそばだてた。

　つい数分前、意識が戻った彼の頭は、激しいパニックに陥おちいっていた。

　それもそのはず、なぜかすぐ近くにいる二人の少女が、（自分がここにいるにも拘かかわらず）衣服を脱ぎ去り、自らの裸ら体たいを惜おしげもなく晒さらし、姦かしましくはしゃいでいるのだ。

　……いったい、何でこんな状じよう況きように？

　理解し難がたい状況に、リューイの頭に「？」マークがいくつも点てん滅めつする。

　そして何より、裸はだかの少女たちを目の前にしてとりあえず〝寝ねたふり〟をしなければならないこの状況に、なんとも情けない気分になるリューイであった。

　……………見たい。

　背中越しに聞こえるジュノとハルカの黄色い声を聞きながら、ゴクリと生なま唾つばを飲むリューイ。もはや下腹部の傷の痛みなど、どうでもよかった。

　今、寝ね返がえりを打つフリをして体の向きを変え、そして人知れず薄うす目めを開ける──。

　そうすれば、バッチリ、クッキリ、ハッキリと、すべてが丸見えなのだ。

　…………。

　……………………。

　………………………………よし。

[image: ]

　作戦決行だ！

　リューイは意を決して作戦ミツシヨンを開始した。

　…………なるべく自然に。相手に気取られないように。







　作戦完了ミツシヨンコンプリートッ‼

　リューイがそう確信した、瞬しゆん間かん──。

「あ、これは──」

　振り返ろうと体を捻ねじったリューイの背中に、ふとハルカの声が跳はね返った。

　リューイは慌てて体を硬こう直ちよくさせ、作戦一時停止ミツシヨン・アボートする。

　何故なぜならハルカの声が今までの可愛かわいい声とは違ちがう、シリアスな色を帯びていたからだ。

「どうしたの？　ハルカ──」

「天てん井じように──」

　天を仰あおいだハルカの声が、朽くち果てた礼拝堂のドームに響ひびいた。

　雨あま漏もりが絶えず落ちるボロボロの天井。焚き火によって、その天井がボンヤリと映し出されていた。そこには、いままで気づかなかった色しき彩さいが描えがかれていた。

「古い……壁へき画がみたいね」

　ジュノがハルカの視線の先を見あげて言う。

　それは色いろ褪あせた壁画だった。きっと描かれた当時は極ごく彩さい色しきの美しい絵だったのだろう。星や太陽、月の図案と、数人の人間、そしてそれらを横断し、大きく長い蛇へびのようなモンスターが描かれている。

「龍りゆう──？」

「創世神話です。大いなる主神、天主天てん龍りゆうがこの世界を創つくった物語を描いた壁画ですね」

　ハルカが答えた。二人は裸のまま壁画を見あげ、そのスケールに脱だつ帽ぼうする。

「でも、この壁画は『龍朝秘史』の編へん纂さんされた時代より遥はるかに古い年代のものです」

「それって、どういうこと？」

「この寺院は、ドルクルス統とう国こくの設立よりも前に建てられた寺院ということです。つまり仙せん龍りゆう帝ていバータルがオルンを統一するより前。今より三百年以上も前ということですね」

「ふぅん……」

　ジュノが感心して返事をする。

　ハルカに流れる尊い血。それは始し皇こう帝ていバータルの万ばん世せい一いつ系けいの統とう帝てい家のものである。バータルは三百年前にこの地に現れ、そして一代で大だい帝てい国こくを興おこした。

「この寺院も、きっと統国興国前は、とても美しい寺院だったんでしょうね。それがこの三百年の間に、統国国教会であるル神教によって排はい斥せきされ、打ち捨てられた……」

　ハルカがふと悲しい顔になった。

「どうしたの？」

　彼女の感情の理由が分からず、ジュノは戸と惑まどう。

「……いえ」

　ハルカは吐と息いきとともに、憂うれいをこめた瞳ひとみでジュノを見る。

「かつて私の父祖、仙龍帝バータルは皆みなを幸せにするために、この国を興しました。そしてル神教もまた、皆に希望を与あたえるため、人を導こうとしたのです」

　ハルカは小さく、紡つむぐように語り始める。

「しかしどちらも、今や皆を苦しめる存在。国も宗教も、人が人を憎にくむ理由となり、そして苦しむ原因となってしまっています……」

　彼女が俯うつむき、視線を下に落とす。

「私の夢は……この世界のすべての民たみを幸せにすること。その夢はいつか叶かなう……そう信じて今まで生きてきました」

　ジュノは彼女の横顔に、深い悲しみが浮うかんでいるのを見た。

「ハルカ……」

　ジュノの呼びかけに応こたえず、ハルカは小さく唇くちびるを嚙かむ。

「もしかしたら、私の夢は皆を苦しめるかもしれない。かつて私の父祖やル神教がそうであったように……」

　ハルカが顔をあげ、ジュノを見た。その目が涙なみだで赤くなっていた。

　神こう々ごうしいまでに白い肌に、キラキラと光る澄すんだ涙の筋が伝う。

「皆を幸せにする……そんな夢が、そもそもおこがましいのかもしれません……」

　ハルカは涙を大きな瞳いっぱいに溜ため、そして天を仰いで呟つぶやいた。

「私の夢は……叶わない方がいいのでしょうか……？」

「そんなことない‼」

　次の瞬間、にわかに怒ど声せいが礼拝堂に轟とどろいた。

　それはリューイの一声だった。

　ハルカの自じ戒かいを聞いて、リューイは思わず叫さけんでいた。

　驚おどろいて振ふり向くハルカとジュノ。

「ハルカの夢は、間ま違ちがってなんかいない‼」

　リューイは激情を怒声にこめて叫ぶ。傷の痛みなどどうでもよかった。

「僕は君の夢を叶える！　そう約束したじゃないか‼」

　そこまで言って、リューイは初めてハルカの姿を見た。

　ハルカは驚きに目を見開いて、リューイを見ている。

「………………」

　銀ぎん髪ぱつの長ちよう髪はつが風に揺ゆれ、そして雪のように白い裸体がリューイの目に飛びこんできた。

　リューイは反射的に、ハルカの隣となりにいるジュノに視線を移した。

「………………」

　豊満なバストと流りゆう麗れいなボディラインが一糸まとわぬ姿で炎ほのおに照らされていた。

「………………あれ？」

　何か微び妙みように空気が違うことを感じ、リューイは汗あせを垂らす。

　……おかしい。

　今、すごく感動的なシーンじゃなかったっけ……？

　リューイはゴクリと生唾を飲む。

「き、君の夢は……え～と……あは、あははははは……」

　二人の裸の少女を交こう互ごに見て、取り繕つくろうように愛あい想そ笑いをするリューイ。

「きゃああああああああああああああああああああッ‼」

　そして少女たちの悲鳴の二重奏が、夜の森に高らかに奏かなでられた。
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　サクが目を開けたとき、見知らぬ天井があった。

　遠くで小さく、蟬せみの鳴く声が聞こえる。

　四十畳じようはあろうかという和室。天板の木目と欄らん間まの装そう飾しよくが、この部屋が贅ぜいをこらした旧家の一室だということを知らせてくれる。

「ここは──」

　サクは寝ねていた布ふ団とんから起きあがる。縁えん側がわから吹ふく風が蚊か屋やの隙すき間まを通って、涼すずしくサクの頰ほおに触ふれた。

「そうか……俺たち、ここから龍哭塞に〝ログイン〟したんだっけな……」

　サクが混乱していた記き憶おくを整理する。

　そう、ここは都内から離はなれた地方都市、Ｋ市。

　サクたち〝火曜隊チーム・サラマンダー〟は、夏休みの旅行を兼かね、この町を訪ねていた。

　そしてサクのいるこの部屋は、旅の目的となった、とある旧家の一室だった。

「くそッ……！」

　サクはいままで見ていた夢を思い出し、悔くやしさに畳たたみを叩たたく。

　言うまでもなくロンギシェルとの戦いは熾し烈れつを極きわめた。そして一いつ敗ぱい地に塗まみれたサクたちは這ほう々ほうの体ていでなんとか逃とう避ひした。途と中ちゆうでリューイやハルカ、ジュノとはぐれてしまったが、追っ手が及およばない安全な場所までたどり着き、現実リアルへと〝ログアウト〟したのだ。

「起きたか、サク君」

　不意に障子が開き、サクを呼ぶ声がした。

「オッサン……」

　見あげると、そこにはトドロキがいた。

「僕は死んでしまったからね。君たちより早く戻もどってきたよ」

　トドロキは頭を搔かいて照れ笑う。

「こっちに来てくれ、サク君。客間で皆がまってる」

　サクに起き床しようを促うながすトドロキ。そして彼に向けてニコリと笑った。

「まだ僕たちは負けたわけじゃない。一発逆転のための、作戦会議だ」

　サクは慌あわてて布団から飛び起き、寝グセを直しつつその後をついていった。




　客間には、すでにリンとヨギがいて、出された麦茶を飲んでいた。

　サクは空いている座布団に座ってあぐらを搔く。

「あれ？　ジュノは？」

「彼女は起こしていない。まだ奥で寝ているよ」

　トドロキが答えた。

「彼女は今、あっちの世界でハルカ君とリューイ君と一いつ緒しよにいる。ハルカ君の身の安全を考えると、側そばにジュノ君がいてくれた方が心強いからね。だからあえて起こさず、こちらの世界に引き戻さないようにしている」

「なるほどな。確かにリューイ一人じゃ、ハルカちゃんの護衛にゃ力不足だもんな～」

　サクがウンウンと頷うなずき、テーブルに置かれた麦茶でゴクリと喉のどを潤うるおした。

「コラ！　なに、余よ裕ゆうぶっこいてんだよ～！」

　サクの向かいに座ったリンが、プリプリとした顔でテーブルを叩く。

「早くジュノ先せん輩ぱいたちを助けに行かなくちゃだろ⁉　麦茶飲んでる場合か、サク！」

「うるせェ！　元はと言えばお前が手を離したのが悪いんだよ！　反省しろドジッ娘コ！」

「そんなん、しょーがないじゃん！」

　サクとリンがテーブル越ごしに怒ど鳴なり合い、ヌヌヌと睨にらみ合う。

　会うと必ず喧けん嘩かをする。もはや二人のお約束だった。

「まぁまぁ、とにかくこれを見てくれ」

　トドロキが二人を宥なだめ、テーブルのコップをどかして一枚の紙を広げた。

　それは、トドロキが手書きした白地図だった。

　オルンの地図だ。そこにはちゃんと、龍哭塞とその周辺の主要都市、そして地形を鑑かんがみた等高線らしきものが細かく書きこまれている。

「お、すげえ！　よくこんなの作れたな」

「ああ、オルンに召しよう喚かんされて十年間、少しずつ検地した成果だ。かなり正確なはず」

　トドロキが得意げに鼻をこする。そして指を地図上の龍哭塞へ落とした。

「ここが龍哭塞──そして、ハルカ君たちを見失った場所は、おそらくこのへん──」

　トドロキは指先をツッと南東方向に引っ張る。指は隣りん国ごくクシャーニアとの国境を越こえ、統国のほぼ中心でピタリと止まった。

「霊れい峰ほうクミトラ山の麓ふもとには、広大な樹林帯が広がっている。きっとハルカ君たちは、この森のどこかに落ちたに違ちがいない」

「森の中か……捜さがすには面めん倒どうな場所だぜ……」

　サクがウムムと顎あごを撫なでる。トドロキは地図から顔をあげ、皆を見て言う。

「確かに、捜すのは困難だ。しかしこの場所にハルカ君がいるということは、我々にとって大きなチャンスでもあるんだ」

「大きなチャンス⁉」

　サクとリンが同時に顔をあげて聞き返す。

　トドロキが微笑ほほえみ、チラリと目配せをする。

　その視線の先には、無口な少女──ヨギがいた。

　衆目がヨギに集まる。ヨギは相変わらずのクールで無表情のまま、小さく頷いた。

「この場所は聖都ディサからほど近い。行程でいえば二日も歩けば辿たどり着く」

　ヨギは控ひかえめに指を出し、先さき程ほどトドロキが指し示した地図上の一点から、スッと近くにある都市記号に直線を引く。

　その都市こそ、ドルクルス統国の首都、聖都ディサだった。オルン最大の都市であり、ル神教総本山〝瑠る璃り聖せい宮きゆう〟及び、統帝の王宮である〝天空宮〟がある。まさしく統国政治経済の中ちゆう枢すうであった。

「〝幻王印ゲンノウイン〟でハルカたちに連れん絡らくし、彼女たちには秘ひ密みつ裏りに聖都ディサに潜せん入にゆうしてもらう。今なら神聖旗き幟し兵団も不在。警備は手て薄うすなはず……」

　聖都ディサは現在、ル神教大導師ロンギシェルによって支配されている。名目上の為い政せい者しやである統帝も、ロンギシェルによって操あやつられている傀かい儡らいである。

　本来なら聖都ディサはまさに敵の懐ふところの中、虎こ口こうの難たる敵地である。しかし今、ロンギシェルと彼の主力部隊であるル神教神聖旗幟兵団は、龍哭塞への遠えん征せいによって不在。

「ロンギシェルが兵をまとめてディサに帰き還かんするまで、早くても十日はかかる。その十日が勝負」

　そう呟いたヨギの目が妖あやしく光った。まるで研とぎ澄まされたナイフのような光だった。

「ちょ、ちょっと待てよ！　お前、何言ってるんだ？　ヨギ」

　サクがヨギの言葉を遮さえぎり、慌てて彼女へと食い下がる。

「まずはハルカちゃんたちと合流することが先決だろうが⁉」

「合流してどうするの？」

「どうするって、もう一回リベンジだ！　今度こそ負けねェ！」

　しかし威い勢せいのいいサクの申し出に、ヨギは冷れい徹てつに首を振った。

「無理。まともに戦っても、きっと次こそは負ける」

　それはグウの音も出ないほど断定的な口調だった。

「ロンギシェルは現実世界から無む尽じん蔵ぞうに龍仙士ドレイクを召喚可能な〝第三の門〟を手中に収めている。たとえ今いる虚無衆を倒たおしても、すぐに欠員は補ほ充じゆうされる。まともに戦って、私たちに勝算はない」

　ヨギの返答は論理的だった。さすがのサクも息巻く言葉を飲みこむ。

「じゃあ、どうするってんだよ⁉」

「この状じよう況きようを打破するため、そしてロンギシェルに勝つためには、我々は消極的になってはいけない。ハルカと私たちがはぐれてしまったことを、むしろ利用するの。そこに我々の勝機がある」

　いつものヨギとは思えない饒じよう舌ぜつぶりだった。

「〝之を亡ぼう地ちに投じて然しかる後に存し、之を死地に陥おとしいれて然る後に生く〟──」

　ヨギがふと、小さく呪じゆ文もんのような文言を呟つぶやいた。

　その言葉の意味を、サクやリンはまったく理解できなかったが、ただ、ヨギには特別な思し索さくがあり、そしてその考えは、今まで一度として失策したことがないことを知っていた。

　ヨギの言葉は『孫そん子しの兵法』の引用文だった。

　曰いわく、絶体絶命の窮きゆう地ちに立ったときこそ、そこに活路が見み出いだされる。最大のピンチこそ最大のチャンス。その一いち縷るの光明を、ヨギは卓たく越えつした思考から導き出していたのだ。

「弱気になる時間はない。今はただ、勇気を以もつて攻せめる。それが私の──〝策〟」

　ヨギが最後に小さく呟いた。

「さっすがヨギ先輩！　龍哭塞最強の軍師！　超ちようクール！」

　リンが手を叩いて喜んだ。

「よくわからねェけど、お前の〝策〟とやらに乗るぜ！　ヨギ！」

　サクも膝ひざを打って立ち上がる。トドロキも二人のリアクションを見て「うむ」と頷いた。

　そのとき──。

　テーブルに置かれた携けい帯たい電でん話わが、けたたましい着信音を響ひびかせた。

「ん？」

　それはトドロキの携帯電話だった。

「何だ？　誰だれからだ」

　ディスプレイに映し出された相手の名は〝非通知〟──トドロキは訝いぶかしげに通話ボタンを押して携帯を耳に近づける。

「もしもし？」

　電話口から、小さく応答の声がする。

（初めまして、トドロキ君。先程は大だい活かつ躍やくだったな──）

　電話口で、鷹おう揚ような男の声がした。

（お陰かげで片かた眼めを失い、苦労しているぞ。もっとも、あっちの世界の肉体に限るがな）

　その声を聞いた瞬しゆん間かん、トドロキは雷かみなりに打たれたように硬こう直ちよくし、目を見開いた。

　その声──冷れい酷こく非情な口調。そして聞く者の精神を逆さか撫なでする不ふ愉ゆ快かいな声質。

　間ま違ちがいない。

　その声は、先程トドロキが見た悪夢に登場した、あの男のものだったのだ。

「ロンギシェル──⁉」

　トドロキが通話をする相手の名前を呟いた。

「えッ⁉」と驚おどろき、同時に彼を見るサクとリン。

（おやおや、あっちの世界の名前で呼ぶのはよしてくれよ。無ぶ粋すいな男だな）

　電話口の声が軽けい薄はくそうに笑う。間違いない。その声はロンギシェル本人だった。

「貴様……〝ハザマ〟だな……？」

（ご明察。さすがは有能なジャーナリストだ、トドロキ君。もちろん俺の素す性じようも分かっているんだろう？）

　電話口の男──ハザマが笑いを嚙かみ殺して言う。

「どういうことだ⁉　オッサン⁉　いったい誰と電話してるんだ⁉」

　サクが耐たえきれずにトドロキに怒鳴る。

　トドロキの目が動どう揺ように揺ゆれた。

「……狭間冥也ハザマメイヤ。新興宗教団体『龍りゆう神じん会かい』の幹部。そしてあちらの世界でロンギシェルに成りすまし、統国を支配している男──」

　ガシャン！　と、突とつ然ぜん、ガラスの割れる音が響いた。ビックリして振ふりむくサクとリン。

　一人の老婦人が立っていた。

　その音の原因は、ショックのあまり彼女の手を離はなれ、床ゆかに落ちた麦茶のコップだった。

「め……冥也……⁉」

　老婦人の皺しわだらけの顔が蒼そう白はくになっていた。ショックで唇くちびるが震ふるえている。

「ヱイカさん⁉」

　トドロキがふらつく老婦人の後ろに素す早ばやく回りこみ、彼女の肩かたを抱だく。

　老婦人はこの屋や敷しき──夢久家の女主人、夢久ヱイカだった。

（ほう？　これは驚いた。そこに夢久のババアがいるのか？）

　にわかに電話口の声──ハザマが声を発した。

「冥也、お前、まだ生きていたのかい⁉」

　老婦人が、ふらつきながらトドロキの電話口に叫さけぶ。

（おや、それはずいぶんな挨あい拶さつだな。十数年振ぶりに口を利きく身内に対して、あまりに薄はく情じようじゃありませんかね？　お祖母さん）

「誰が身内なものですか！　この親不孝者！」

　ヱイカは眉まゆを吊つりあげ、烈れつ火かの如ごとく怒おこる。穏おだやかで気品ある老婦人からは想像できないほどの激情だった。どうやらこの二人には浅からぬ縁えんがあるらしい。

「マイカは……マイカをどこにやったんだい⁉」

　ヱイカが電話に食ってかかるように叫ぶ。

「夢久の家に泥どろを塗ぬるだけでなく、マイカに酷ひどい仕打ちをして……恥はじを知りなさい‼」

　まるで老人とは思えない激げつ昂こうで、ヱイカがハザマを叱しつ咤たした。

（…………）

　電話口のハザマが沈ちん黙もくする。

（……そこは夢久の屋敷か？　相変わらず辛しん気き臭くさい家なんだろうな）

　そしてしばらくの後、ハザマはポツポツと言葉を紡つむぎだす。

（ババア、アンタには感謝してるぜ。忌いまわしい夢久の家に生まれて……さんざん厳しく躾しつけられた恩は忘れねェ）

「何を手前勝手な……！」

　ヱイカの怒いかりに、ハザマは（フン）と小さく鼻白む。

（……悪いが、この俺の体に流れる呪のろわれた血、思う存分利用させてもらう。二つの世界を行き来する力──それは他ほかでもない、俺の力だ）

　ハザマの声のトーンが落ちた。

（忌まわしき夢久の血──この血を贖あがなうには、俺の業ごうは少々強すぎるんでね）

　不意に電話口に沈黙が訪おとずれた。

「冥也！　冥也⁉　お待ち！」

　ブツッ──返事の代わりに聞こえたのは、携帯を切る音だった。

　ツーツーという不通音が、小さく、夏の屋敷の客間に響いていた。
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「狭間冥也は、私の不ふ肖しようの孫でございます──」

　ヱイカは深く頭こうべを垂れた。落ちこんだ様子により、一層老ふけこんだように見える。

「つまりユイカさんとマイカさんの従兄いとこということですか？」

　トドロキの質問に、ヱイカはコクリと頷うなずく。

「身内の恥を晒さらすようですが……」

　そう苦く笑しようし、ヱイカが話を始めた。

「冥也の母は、ユイカとマイカの父の実じつ姉しです。しかしあの子は母親の爛ただれた男性関係から生まれた子。つまり正式な夢久の家の子ではないのです」

　ヱイカは歯切れが悪そうに言葉を詰つまらせる。

「冥也は子供の時分から、自らの出生と境きよう遇ぐう、そしてこの夢久の家を大層恨うらんでいました。しかしあの子も夢久の血を受け継つぐ子。その内に稀け有うな力を秘ひめていたのです。すなわち──」

「二つの世界を行き来する力、ですね？」

　トドロキの指し摘てきに、ヱイカはコクリと頷く。

　夢久の一族には代々、不思議な能力を備わった者が生まれる。それは皆みな、異世界に関係した能力だ。目の前にいるヱイカは〝異世界を覗のぞく力〟。狭間冥也は〝二つの世界を行き来する力〟。そしてマイカやユイカのような〝異世界への門を開く力〟──。

「すべての始まりは、二年前です」

　ヱイカがそう言って、トドロキの目を見る。

「二年前、冥也は知ったのです。自分の血に眠ねむる力の存在を。そして自覚することで、その力に目覚めた」

「二年前……いったい何を知ったのですか？」

　トドロキの質問に、老婦人が小さく頷く。

「貴方あなたがたの方が良くご存じでしょう？」

　ヱイカはテーブルの上の麦茶のコップを手にとり、琥こ珀はく色いろの水面を見ながらつぶやいた。

「二年前、逍遥館高校学生寮りように開いた〝門〟──」

「えっ⁉」

「それはユイカによって齎もたらされた能力。冥也はその力を知ることで、自らの血に秘められた力と野望を呼び覚ましたのです」

　ヱイカが顔をあげる。その言葉にトドロキが神しん妙みような顔で老婦人を見る。

「野望とは、すなわち？」

　老婦人はトドロキ、サク、リン、ヨギ、四人の顔を順番に見て、頷き、そして言った。

「二つの世界の──支配」

　ヱイカの言葉に、皆が沈黙する。

　それは黄昏たそがれの暑ささえも吹ふき飛ばし、背筋に震えを呼び起こさせる不気味な言葉だった。

　狭間冥也──ロンギシェル。

　夢久の血を受け継いだ一族の裏切り者。そして従妹であるユイカとマイカの〝門を開く〟能力を利用して、自らの目的を遂とげようとする男。

　すべての事件は、彼のその仄ほの暗ぐらい野望に帰結する──。

「うわッ！」

　次の瞬間、再び携帯電話の着信音が鳴った。

　反射的に肩をすくめるリンとサク。しかし先さき程ほどのものとは着信メロディが違ちがう。

「あ、俺のだ──」

「脅おどかすなよ、サク！」

　プリプリと頰ほおを膨ふくらませるリンの隣となりで「わりィわりィ」と平謝りしつつ、ポケットのケイタイを取り出すサク。そして通話ボタンを押す。

（サク！……サクか⁉）

　電話に出た瞬間、サクの表情が強こわ張ばった。何故なぜなら電話口の声が異常なほどに興奮し、切せつ羽ぱ詰つまっていたのだ。

「お、お前、トモエか⁉」

　電話の相手はトモエだった。彼女は、サクたち〝火曜隊チーム・サラマンダー〟がユイカを捜さがす夏の旅に出ている間、学生寮で留守番を担当していた。

（サク！　聞こえ……か⁉）

　いつものクールなトモエらしからぬ口調だった。焦しよう燥そうに声を荒あららげている。

（サク……聞こ……？……が……ヤツら……に……）

「ど、どうした⁉　もしもし──⁉」

　トモエの声がノイズに乱れた。サクが電話口に叫ぶ。

　どうやらサクのケイタイだと電波が届かないらしい。アンテナ表示の消えかけた電波は、トモエの言葉をブツブツと途と切ぎれさせ、たちまち会話が困難になる。

　しかしそんな中でも、尋じん常じようではないトモエの様子はうかがい知れた。

「おい？　聞こえるか⁉　どうした？　トモエ！」

　サクが電話に向けて怒ど鳴なる。

　その態度にトドロキやリンやヨギも、異様な空気を察して彼を見やった。

「どうしたの？　サク」

　リンが聞くが、その答えはサク本人にも分からない。

「落ち着け、トモエ。いったい何が──」

　そのとき断だん片ぺん的なトモエの言葉が、初めて聞き取れる言葉となってサクの耳に届いた。

（学生寮が……危ない……）

「なんだと──⁉」

　その言葉に、サクは驚きよう愕がくと悪お寒かんに、背筋をゾクリと震わせた。
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　物もの憂うげなヒグラシの鳴き声が、西日に翳かげるロビーに遠く響ひびいていた。

　そこは逍しよう遥よう館かん高こう校こうの学生寮。学生たちが自習や談話を楽しむ共用スペースだ。

　しかし今、ロビーに人ひと気けはなく、テーブルについた一人の少年の姿があるだけだった。

「何をしてるの？　雪ゆき虎とら」

　何か書き物をしている少年の背中に、小さい声が跳はね返る。

　雪虎と呼ばれた少年は、ペンを走らせる手を止め、顔をあげてゆっくり振り向く。

　彼の背後に、オレンジ色の陽光に照らされた車くるま椅い子すの少女が佇たたずんでいた。

「手紙を書いていたんだ。ユイカ──」

　雪虎は、端たん整せいな顔を夕日に染め、眩まぶしそうに笑う。

　車椅子の少女──ユイカは、小さく儚はかなそうな微笑ほほえみを浮うかべた。

「実家にいる弟さんね」

「ああ。リューイっていうんだ。今年の夏は帰省できそうにないしな」

　雪虎が頷く。そして書いている途と中ちゆうの絵ハガキをヒラヒラとユイカに見せる。

　雪虎の弟、リューイは実家である田舎いなかの中学生だった。

「暑中見み舞まい？」

「時季的にはもう残暑見舞いだな。夏休みもあと二週間足らずで終わりだ」

　雪虎がそう言って笑う。

　不意にヒグラシの鳴き声が止まった。西日はみるみる暗く、光を失っていく。

　雪虎とユイカにとって、高校生活最後の夏が終わろうとしていた。

「この夏が終わる頃ころには──あちらの世界の〝戦せん役えき〟も終結するだろう」

　雪虎がフッとため息を吐ついて呟つぶやく。

「お疲つかれ様、白びやつ琥こ将しよう軍ぐんサーラル閣下」

「茶ちや化かすなよ」

　ユイカの言葉に、雪虎はバツが悪そうに整った眉を顰ひそめる。

　ユイカはフフフと幸せそうに笑った。雪虎はコホンと小さく空から咳ぜきをする。

「異民族を北の高原へと追い払はらい、ジャルカさんの統治も安定しつつある。十年──現実リアルで丸々二年。俺たちの高校生活を賭かけた戦いが、やっと終わろうとしてるんだ」

「わかってる」

　雪虎の熱弁に、ユイカは素す直なおに頷く。

「戦役が終わったら、俺たち龍仙士ドレイクの仕事もお役ご免めんだな」

「そしたら次は受験ね。パルミア戦役の次は受験戦争か……なんか戦ってばっかりだね」

　ユイカが面おも白しろそうにコロコロと笑う。

　病弱なユイカは繊せん細さいな印象だが、笑え顔がおは屈くつ託たくのない明るさに満ちていた。

「ああ。長い戦いだった」

　雪虎が椅い子すから立ちあがる。

「お前がこの学生寮に開いた〝門〟も、そろそろ閉じるときがきたようだな」

　雪虎が広げた筆記用具を片付け、ユイカのもとへ歩いてきた。

「ユイカ、無理をするなよ」

「うん、わかってる──」

　車椅子の脇わきを通り過ぎる刹せつ那な、少年の指先が少女の手に触ふれた。

「あ……」

　ユイカが小さく、震ふるえる息を途切れさせる。

　雪虎の整った唇くちびるが、小さく柔やわらかそうなユイカのそれと近づく。

「ユイカ──」

　雪虎の接近する唇に、ユイカは小さく目を閉じた。

　黄昏たそがれの中、ロビーの廊ろう下かに伸のびた長い影かげが一つになる。

　そして二人は、そっと唇を重ねた。

　それは愛し合う彼と彼女の、何度目かの行こう為いだった。

　いつからだろう。逍遥館学生寮で寝しん食しよくを共にする二人に、微かすかに芽生えた好意の種。

　その種は、高校生活の中で健すこやかに育はぐくまれ、そしていつのまにか、小さな蕾つぼみを結んだ。

　可か憐れんで清せい楚そな、小さな花の蕾──。

「ん……」

　不意に、ユイカが小さく息をついた。雪虎は驚おどろいて、あわてて触れあう唇を離はなす。

「ごめん……息が……できなくなっちゃった」

　ユイカは顔を赤くして下を向く。そして照れくさそうに小さく笑った。

「俺こそ、すまん」

　雪虎も苦く笑しようし、頭をかきながら謝る。

「休みが終わるまでに、どこか遊びに行きたいな」

　不意にユイカが、そんなことを呟いた。そして夕日に翳る雪虎の顔を見やる。

「雪虎。あなたに海を見せたい。私の生まれ育った町、私の家の窓から見える景色を」

　そう訴うつたえる車椅子の美少女を、雪虎は真面まじ目めな顔で見つめ、そして頷うなずく。

「俺も見たい。行こう、明日にでも」

「本当？　約束よ」

　ユイカの顔がパッと明るくなる。その顔はキラキラと輝かがやいていた。

「ああ、約束だ」

　雪虎は強く頷いた。そしてユイカの手を握にぎり、小さく〝指切りげんまん〟をする。

「もう日が落ちる。女子棟とうに帰るんだ。ユイカ」

　雪虎に促うながされ、ユイカは「うん」と素直に頷く。

　その去っていく車椅子の後ろ姿を見送り、雪虎はフッと小さく微笑んだ。

　──夏が終わり、そして異世界での戦いも終わる。

　雪虎たちの生活は再び日常に戻もどる。

　そして彼女が学生寮に及およぼした力も封ふう印いんされ、もう二度と再現されることはないだろう。

　それはとても穏おだやかな結末だった。

「雪虎──」

　そのとき、ふと、雪虎を呼ぶ声がした。

「⁉」

　驚いて振ふり返る雪虎。

　彼一人しかいないはずのロビーに、もう一人の影があった。

　夕ゆう闇やみに紛まぎれ、ひっそりと佇む人ひと影かげ。

「獅郎シロウ……」

　雪虎は佇む影の名を呼ぶ。影は、黒くろ神がみ獅郎だった。

　獅郎は、いつものような憮ぶ然ぜんとした表情で、ただ黙だまって雪虎を睨にらんでいる。

「獅郎、いつからそこに──？」

　内心の動どう揺ようを隠かくしつつ、雪虎は夕闇に佇む少年に聞く。

　何時いつからそこにいたのだろう？　もしかしてずっと前から？

　ユイカと雪虎のやりとりの一部始終を、彼は見ていたのだろうか？

「雪虎──」

　しかし獅郎は質問に答えず、低く小さく呟いた。

「ユイカを、悲しませるな」

　獅郎の言葉は、暗く、重く、そして冷たい。

「彼女に何かあったなら、俺はお前を殺す」

　獅郎の目が妖あやしく光った。

　雪虎は知っていた。そしてユイカと共に彼と過ごした高校生活二年間で痛感していた。

〝殺す〟──その言葉は決して脅おどしではない。

　彼は噓うそも冗じよう談だんも言わない。この男──黒神獅郎という男はそういう男だ。

「忘れるな。雪虎」

　そういって、獅郎は踵きびすを返した。そして夕闇に紛れて去っていく。

　黒神獅郎──ユイカの幼なじみ。そして彼女に影のように寄り添そい、彼女のことだけを想おもい続けて生きてきた男。

　そんな男が、ユイカと相思相愛となった雪虎のことをどう思っているのか？

　その心中は雪虎には決して理解できないだろう。それは秘ひめられた仄ほの暗ぐらい感情だった。

「獅郎……」

　とっぷりと日が暮れるまで、雪虎はロビーに立ち尽つくしていた。

　ヒグラシの鳴く声は絶え、空には宵よいの明みよう星じようが光りだす。




　夏の終わりは、もうすぐそこまで訪おとずれつつあった──。
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　針葉樹の木々の間から見える空には、満天の星が瞬またたいていた。

　さっきまでの大雨はどこへやら、今は雲一つ無い夜空が広がっている。

　まるで雨が天の汚よごれをすべて洗い流したようだ。

「すごいな──」

　リューイは空を仰あおいで、小さく感かん嘆たんのため息をついた。まるでプラネタリウムだ。

　まだ頭がフラフラするが、リューイはなんとか自力で立ちあがり、歩けるまでに回復していた。現実リアルから召しよう喚かんされた龍仙士ドレイクの肉体は、この世界の常人よりも強きよう靱じんで、回復力が高いらしい。

　あまり寝ねたきりだと気が滅め入いるので、外の風に当たろうと這はい出てきたのだ。

　外はとっぷりと夜の帳とばりが降りていた。夜風が気持ちよくリューイの頰ほおを打つ。

「あ──」

　廃はい墟きよの庭に人影があった。その姿を見たとき、リューイの胸が小さく跳ねる。

　ハルカだった。ハルカは一人佇み、じっと空を見あげている。

「リューイさん、起きてたんですね。傷の方は大だい丈じよう夫ぶなんですか？」

　ハルカがリューイに気づき、振り返って聞く。

「あ……ああ、うん」

　リューイは慌あわてて下を向く。先さき程ほどジュノとハルカの裸はだかをバッチリ拝見してしまったトラブルもあり、なんだかバツが悪く、まともにハルカの顔を見られなかった。

「服、乾かわきました。今はちゃんと着てますから安心してください」

　ハルカは着ているドレスの裾すそをヒラヒラとさせて、「うふふ」と笑う。

　裸を見られた怨えん恨こんはなく、むしろ照れるリューイを面白がっているように見える。

　その様子を見て、リューイは困ったように苦笑し、小さく空咳をした。

「ハルカ……とにかく無事でよかった」

　リューイはハルカの隣となりに並び、彼女の顔をチラリと見た。

「龍哭塞があんなことになって……もう何もかもなくなってしまった」

　リューイは感情が昂たかぶり、思わず言葉を詰つまらせた。

「でも、君がいれば、きっと大丈夫だ」

「リューイさんも、よかったです。本当に……」

　ハルカもリューイを見る。心の底からの安あん堵どの表情だ。

　その笑顔を見て、リューイの胸は熱い想いでいっぱいになった。

　今まで激動の連続で、ハルカと再会した後もまともに会話する暇ひまなどなかった。

　こうして彼女が自分の隣に立って会話をし、一いつ緒しよに夜空を見あげている──。

　他ほかに何もいらなかった。

　二人はしばらくの間、黙って満天の星を見ていた。

「なんだろう……この感じ……」

　ふと、リューイが呟つぶやくように言った。

　二人は視線を合わせぬまま、空を見つめている。

「僕はずっと、攫さらわれた君を助け出すことだけを考えていた。そのためなら、いつ死んでもいいと思っていた」

「リューイさん……」

　ハルカがリューイの横顔を見やる。星明かりに浮うかびあがる彼の顔には、嬉うれしさとも悲しさとも違ちがう、不思議な色が宿っているように彼女は感じた。

「兄さんを殺して、君を奪うばって逃にげた男──クジャルクという男のことを、僕はずっと憎にくんでいた。それこそ寝ても覚さめても。現実リアルに戻っても──」

　リューイは顔を下げた。その表情が夜の闇に隠れる。

「でも、奴やつが殺されたとき、思ったんだ」

　リューイはそこまで言って、小さく言葉を詰まらせた。そして意を決して呟く。

「ロンギシェルを〝許せない〟って」

「…………」

　少年はすこしはにかみ、ハルカを見た。その視線は戸と惑まどいを宿した熱を帯びていた。

「なんでだろう？　自分が殺そうとまで思っていた相手なのに……どうしてそんなこと思ったんだろう？」

　リューイはすがるようにハルカに訴える。

「それに──」

「それに？」

「クジャルクのあの目。そして最さい期ごの彼の笑え顔がお──」

　リューイの脳のう裏りに、クジャルクが死ぬ瞬しゆん間かんの映像がフラッシュバックする。

　あのとき、クジャルク──黒神獅郎はリューイとハルカの顔を見て、そして笑ったのだ。

　その笑顔の意味をリューイは未いまだに理解できずにいた。

　今でも胸の中に澱おりとして残っている。

「……クジャルクは数えきれない人を殺し、許されざる罪を犯おかした咎とが人びとです」

　沈ちん黙もくするリューイに、今度はハルカが話しかけた。

「でも、彼と共に過ごしたとき、感じたことがあります」

「感じたこと？」

　リューイの問いかけに、ハルカは「はい」と頷き、そして彼の目を見た。

「彼もまた、夢を追っていた──」

　その言葉を聞いた瞬間、リューイは雷かみなりに打たれたように硬こう直ちよくした。

　夢──彼の夢？

　そんなことは考えもしなかった。

「リューイさん」

　ハルカが少年の名を呼んだ。リューイはピクリと反応し、少女を見る。

「私はもっと強くならなくてはいけません」

　強く理性的な光が、彼女の碧あおい瞳ひとみに輝かがやいている。

「ハルカは充じゆう分ぶんに強いよ。この国のお姫ひめ様として立派にみんなを導いてる」

　リューイは答える。しかしハルカは首を大きく横に振った。

「違います。私に足りないのは、身分や責任じゃない、私自身の強さ──」

「強さ──」

　リューイは反はん芻すうし、言葉の意味を確かめる。

「夢を摑つかむには、私はもっと強くならなくてはならない」

　そう断言し、ハルカは再び天を仰いだ。

「そう、あの男──クジャルクのように」

　次の瞬間、夜空に幾いく筋の光が瞬いた。流星群だ。

　光は筋となって、東から西へ、真っ直すぐに尾おを引いて流れていく。

「ハルカ」

　リューイは、凛り々りしく空を見あげる少女の横顔を見やり、彼女の名を呟く。

　その横顔がハッとするほど大人びていて、リューイは息を吞のんだ。

「ハルカ、君は──」

　クジャルクによって引き離はなされ、離ればなれに過ごしたこの二十日あまりの間、彼女の身に何があったのかリューイは知らない。

　しかしその短い時間で、彼女は確実に変へん貌ぼうしていた。

　かつて龍哭塞で、みんなに囲まれてはしゃいだときの彼女は、もうここにはいない。

　ふと、リューイは激しい不安と焦しよう燥そうに駆かられた。

　自分のすぐ隣にいる少女──手を伸のばせば届く距きよ離りにいるはずの少女。

　しかし彼女との間に、決して届かぬ無限の距離があるように感じたのだ。

　そして目を離した隙すきに、彼女は手の届かない場所にいってしまうような──。

「ハルカ──」

　彼女の存在を確かめるように、リューイはもう一度、少女の名を呟いた。

　空を駆ける流星が、二人の頭上に瞬いていた。
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　流星を見あげ、ジュノは小さくため息をついた。

　そして彼女は、庭先に立つ二つの人ひと影かげを、息を殺して見つめる。

　偶ぐう然ぜんだった。たまたま水を汲くもうと建物を出たとき、夜空の下で会話をするリューイとハルカの二人をみつけたのだ。

　覗のぞき見なんて悪あく趣しゆ味みだ──。

　そう思いつつジュノは二人の様子を無視することができなかった。

　だから彼女は二人に気づかれぬよう、こうして物もの陰かげに立って聞き耳を立てている。

　ハルカとリューイが一緒にいると、彼女の胸は激しく締しめつけられる。

　それは間ま違ちがいない、ジュノがリューイのことを好きな証しよう拠こだった。だからハルカが好きなリューイの気持ちに触ふれる度たび、彼女は言いようのない胸の痛みを感じるのだ。

　決してハルカを嫌きらいなわけではない。いや、むしろ好きだ。

　でも、それとこれとは別──十六歳の少女の経験では、胸の中を巡めぐる複雑な感情を制せい御ぎよすることは不可能だった。

「最低──」

　暗くら闇やみの中、二人が向かい合っている。そしてそれを物陰で見ている自分。

　自分の置かれた状じよう況きように、言いようのない惨みじめな気分になる少女。

　ジュノは顔を赤くして、小さくふっくらとした唇くちびるに自ら指を触れる。

　そして思い出す。

　あの夜、無人駅の駅舎での出来事。

　それは勇気を出した告白。そして強ごう引いんに彼のファースト・キスを奪う行こう為い。

　ちなみにそれは、自分のファースト・キスでもあった。

「やっちゃったなぁ……」

　ジュノは落ち着かずにモジモジと足あし踏ぶみをする。

　ついカッとなったとはいえ、我ながら大だい胆たんな行動に今いま更さらながら羞しゆう恥ち心しんがこみあげてくる。

（ジュノ──）

「⁉」

　そのとき風にのって、彼女の名を呼ぶ声が聞こえた。

　ジュノは驚おどろきのあまり大声を出しそうになり、慌あわてて自分の口を塞ふさぐ。

　声は彼女の手首に貼はりつけられた〝幻王印ゲンノウイン〟からの声だった。つまりヨギからの連れん絡らくだ。

「な……なによ……イキナリ！　ビックリするじゃないッ！　もうッ！」

　ジュノが顔を真っ赤にして刺青いれずみの向こうにいるヨギに怒ど鳴なる。声のトーンを落としつつ。

（ジュノ、緊きん急きゆう事態──）

　瞬間、ジュノが真顔に戻もどった。ヨギの口調がいつもより逼ひつ迫ぱくしていたからだ。

「どうしたの？　ヨギ──」

（今すぐ〝ログアウト〟して）

　ヨギは理由を告げず、端たん的てきに用件だけを呟つぶやく。

（リューイも近くにいる？　彼も現実リアルに連れ戻した方がいい。なるべく早く）

「ちょっと、ヨギ、どうしたの？　何かあったの？」

　徒ただならぬヨギの口調に、ジュノは理由を知るために彼女を問いただす。

「それに今、私とリューイが〝ログアウト〟したら、ハルカがここに一人で取り残されるわ」

（それも、やむを得ない──大だい丈じよう夫ぶ。すでに〝策〟はある）

「〝策〟⁉」

　ジュノは思わず声を荒あららげていた。

「ジュノ⁉」

「ジュノさん！」

　その声が大きかったため、庭にいたリューイとハルカが驚いて振ふり向く。そしてそこに立つジュノに気づいた。

　ジュノはバツが悪そうに「あははは」と苦く笑しようして、二人に会え釈しやくをする。

「どうしたんだ？　ジュノ」

　リューイが聞く。しかし状況を把は握あくできないジュノは〝幻王印〟を指さして首を振る。

「現実リアルに戻れっていったって……ハルカをここに一人にすることはできないよ」

　ジュノから話を聞いたリューイが拳こぶしを握にぎって訴うつたえる。

　彼の言い分は尤もつともだ。こんな密林の中に少女一人で取り残されたら、追っ手はおろか、色々な危険に晒さらされてしまう。

「ハルカは一人で聖都ディサを目指して欲しい……って」

　ジュノが戸と惑まどいながら、ヨギからの指示をハルカに伝える。

「ディサに……ですか？」

「じゃあ、僕もついて行く」

　リューイが横から口を挟はさんだ。

「それはいけません、リューイさん」

　しかしピシャリとハルカがリューイを窘たしなめる。

「今はヨギさんと、彼女の〝策〟を信じましょう。それに早くあちらの世界に戻らないと、大変なことになるのでしょう？　私に構わず、早く〝ろぐあうと〟するべきです」

　そう断言し、ハルカは凛りんとした口調で二人に頷うなずく。

「私なら大丈夫。聞けばここからディサまで、それほどの距離はないようですし」

「でも──」

「お願いします。リューイさん！」

　予想外なハルカの強い語気に、リューイは逡しゆん巡じゆんして言葉をひっこめた。

　彼女の声には説得力と指導者としての風格があった。

「ハルカ、無事でいてね」

「はい。ジュノさんとリューイさんも」

　ジュノの言葉に、ハルカは強く頷く。

「すぐ帰ってくる」

　リューイが言い終わらぬうちに、二人の体は光の粒りゆう子しとなって、跡あと形かたもなく世界オルンから消しよう滅めつした。




　　＊　＊　＊




　夜の高速道路を、一台のスポーツカーが爆ばく走そうしていた。

　都心へ向かう幹線道路。日もとっぷりと暮れ、赤いテールライトがまばらに揺ゆれている。

「つーか五人もいるのに、なんで車がツーシーターなんだよ⁉」

　スポーツカーの後部から声がした。サクだ。

「しょうがないでしょ！　借りられるのがこの車種しかなかったんだもん！」

　ジュノが忌いま々いましそうに反論する。

「ちょっと！　狭せまいよ～！　関節イタ～イ！」

　リンが堪たまらず悲鳴をあげた。

　サクの言う通り、その車は運転席と助手席しかないタイプ。

　運転しているトドロキと、助手席でナビをするヨギ以外の三人──サクとジュノとリンは、まるで団子のような塊かたまりになって、後部にある小さなスペースに押しこまれていた。

「つーか、コラ！　変なとこに触さわるなエロサクッ！」

「お前に触られて困るような膨ふくらみはないだろ？　このツルペタ女！」

「言ったなこのッ！」

「ちょっとリン、暴れないでよ！　あとサク、さっきからなんかヘンなとこが背中に当たってるんだけど！」

「あ～も～、どーせいっちゅーんじゃッ！」

　明らかな定員オーバーに、もつれ合った三人のいがみ合いがヒートアップする。

「君たち、無む駄だ口ぐち叩たたくと舌した嚙かむぞッ！」

　運転席のトドロキが一いつ喝かつし、にわかにアクセルを踏ふむ足に力をこめた。

　グンと車は加速し、高速の法定速度のおよそ二倍のスピードまで加速していく。

　何度も車線変へん更こうを繰くり返し、スポーツカーは他ほかの車を弾だん丸がんのように追い抜ぬいていった。

「オッサン、運転上手うまいな！」

　サクが感心してトドロキを褒ほめる。

「お褒めに与あずかり恐きよう悦えつ至し極ごく！」

　トドロキはバックミラー越ごしに小さく笑って答こたえた。

「ま、免めん許きよとって以来、数年ぶりに運転する完ッ全なペーパードライバーだけどね！」

「お、おろしてくれぇえええぇぇぇ‼」

　闇やみ夜よのフリーウェイにサクの悲鳴が轟とどろいた。




　ジュノがヨギからの連絡を受け、現実リアルに〝ログアウト〟したすぐ後、トドロキの運転で一同はＫ市から都心にある学生寮りようへと帰路に就ついた。

　それは他ならぬ、トモエからのＳＯＳを携けい帯たい電でん話わで聞いたからである。

　時間は夜の八時を回っている。一秒でも早く到とう着ちやくするためレンタカーを借りる提案をしたのはジュノだった。

　そしてトドロキの華か麗れいなるドライビングテクニック（？）の甲か斐いもあって、夜半過ぎに皆みなは都内にある逍遥館高校の学生寮へと到着することができた。

　着いてすぐさま、ジュノたちは学生寮の周囲が異様な空気に包まれているのに気づいた。

　夜だというのに人が多い。あちこちにパトランプの光が明めい滅めつしている。学生寮の前に駐ちゆう車しやしているパトカーや消防車だ。消防士や警察官、学生寮の生徒、そして近所の野次馬が集まり、学生寮の周囲は騒そう然ぜんとした雰ふん囲い気きとなっていた。

「トモエ⁉」

　ジュノたちは人波を搔かき分け学生寮の敷しき地ちに入る。そしてそこにいたトモエの姿を発見し、名前を呼んで走り寄った。

「どうしたの？　何があったの？」

　袖そでを摑つかんで詰きつ問もんするジュノ。トモエは顔面蒼そう白はくになっていた。彼女は可愛かわいいパジャマ姿だった。人前ではいつもクールな彼女らしからぬ格好だ。

　その姿からジュノはトモエが何か非常事態によって、やむなく学生寮から外へと逃にげてきたということを察する。

「学生寮に、何かあったのね……？」

「分からない。突とつ然ぜん、爆ばく発はつがあって……女子棟とうが……」

　青ざめた顔で、トモエがジュノにそう呟いた、次の瞬しゆん間かん──。

　ドカン、と激しい爆ばく音おんが響ひびき渡わたった。パトカーのフロントガラスがビリビリと振しん動どうする。そして間を置かず、学生寮の屋根の向こうから、夜空を焦こがす爆ばく煙えんが立ちのぼった。

「ば、爆発⁉」

「ま、マジかよ……⁉」

　サクがアングリと口を開けて、茫ぼう然ぜん自じ失しつする。

　サクだけではない。そこにいる全員にとって、それはにわかに信じられない光景だった。

　例えば異世界──オルンだったら、こんなことは日常茶さ飯はん事じだろう。しかしここは現実世界。法治国家日本なのである。

　突然、住んでいた学生寮が大爆発する。まるで戦争でも起きたかのような事態だった。

　たちまち蜂はちの巣をつついたように騒然となる人々。寮から避ひ難なんした生徒と野次馬、消防士と警察官──皆が右往左往し、周囲は完全にパニックに陥おちいっている。

「信じられねェ……これって、もしかして……」

　サクがワナワナと体を震ふるわせ、隣となりのリンと目を見合わせる。

〝近きん隣りん住民の方に申し上げます。ただいま、逍遥館高校学生寮りよう敷しき地ち内におきまして、不ふ発はつ弾だんが見つかり、爆発する被ひ害がいが起こりました〟

　拡声器の声が周囲に響いた。警察車両のスピーカーだ。

　警察官が事態の鎮ちん静せい化を図はかるべく、住民に事情を説明し始めたのだ。

〝不発弾はまだ複数あり、今後も誘ゆう爆ばくの可能性があります。警察職員の指示に従い、すみやかに安全な場所まで避難して頂けますよう……〟

「噓うそだッ‼」

　サクが吐はき捨てるように叫さけんだ。

　ジュノもサクの意見に同意だった。リンもトドロキも同様だ。

　不発弾が見つかった？　そんな偶ぐう然ぜん、あってたまるものか。

　あいつだ──。あいつの仕し業わざに違ちがいない。

　これは事故ではなく、事件。あいつの操あやつる宗教団体の組織力をもってすれば、学生寮を爆ばく破はするテロ行こう為いなど、朝飯前に違いないのだ。

「ハザマめ……まさか、ここまでの暴挙に出るとは……」

　トドロキが険しい顔で呟いた。

　完全に出し抜かれた──それは狡こう猾かつなハザマの奇き襲しゆうだった。まさに先んずれば人を制す。

「奴やつめ。オルンとつながる〝門〟を独どく占せんするつもりか」

「どういうことだよ、オッサン⁉」

「奴はマイカの力を利用し〝第三の門〟を手に入れた。だから学生寮の〝第二の門〟を排はい除じよし、閉とざそうとしたんだ──自分の息のかかった者以外が、龍仙士ドレイクとなって召しよう喚かんされることがないように」

「それにしたって……学生寮を爆破するなんて、正気の沙さ汰たじゃない……」

　血の気の失うせた顔でトモエが学生寮を見やる。

　元々老ろう朽きゆう化かの進んだ木造の建物は、爆破による倒とう壊かいによって、もう住居としての機能を完全に失っていた。

「じゃあ、もう学生寮で寝ねても、あっちの世界にいけないの⁉」

　リンが泣きそうな顔で言った。「ああ」と、トドロキが悔くやしそうに頷く。

　リンは「そ、そんなぁ……」と泣きベソをかき、絶望的な顔になる。

　ユイカの開いた〝第二の門〟がどのような性質のものかは分からないが、学生寮が倒壊し廃はい棄きされたら、きっと異界に続く〝門〟の機能もまた失われるだろう。

　つまり、もう学生寮で夢を見ても、オルンに召喚されることは不可能になる──。

「くそッ！」

　サクが怒いかりにまかせ、近くにあった壁かべを殴なぐる。

「ここにきてゲームオーバーなのかよ⁉　俺たち……」

「火事だッ！」

　そのとき、ジュノたちの背後でけたたましい悲鳴が聞こえた。

　驚おどろいて皆が振ふり向くと、夜の闇やみに浮うかびあがる学生寮のバックに、うっすらとオレンジ色の光が浮かんでいる。

　それは間ま違ちがいない。揺らめく炎ほのおの光だった。

　火事だ。爆発の衝しよう撃げきで、学生寮から出火したのだ。

「おい、消防車なにやってる！　消火活動しろ！」

　野次馬の一人が、苛いら立だったように怒ど鳴なる。

　炎はあっというまに燃え広がり、学生寮の複数棟むねを巻きこむ大火事へと発展する。

「た、大変ですッ‼」

　そのとき、一人の女子生徒がジュノたちの近くに走ってきた。

　女子生徒の顔は煤すすけていた。恐おそらく今さっきまで爆発した学生寮にいたのだろう。

　女子生徒はトモエの顔を見ると、ゼイゼイと息をあげて彼女に訴うつたえる。

「生徒会長……大変です！」

「どうした⁉」

「中に……まだ人が──」

　女子生徒が血相を変えて、そう叫んだ。

「何⁉」

　今、高校は夏休みの真っ最中。いつもは寄宿する生徒で賑にぎわう学生寮だが、ほとんどの生徒は実家に帰省し留守にしている。現在、学生寮にいる生徒は恐らく数人しかいない。それはまさしく不幸中の幸いだった。この爆発が新学期の後に起こったなら、多くの被ひ害がい者しやを出す大だい惨さん事じになっていただろう。

　しかし女子生徒の証言によると、まだ中に生徒が残っているというのだ。

「誰だれだ⁉　生徒の名前は分かるか⁉」

　トモエの質問に、女子生徒は申し訳なさそうに首を振る。

「部屋番号は、三〇七号室。男子棟、二年生の階です」

「それって……お、俺の部屋の……隣じゃん……」

　サクが血の気の失せた顔で呟つぶやく。

「も、もしかして……」

　ジュノがワナワナと震え、そしてショックに目を見開く。

　悪い予感が的中した──。

　そう、ついさっきまでジュノはあちらの世界で彼と一いつ緒しよにいた。

　しかし〝ログアウト〟の時間にはわずかな時間差があったのだ。ジュノより後に〝ログアウト〟した彼が、学生寮の爆発に巻きこまれた可能性は充じゆう分ぶんにあった。

「リューイッ‼」

　少年の名を叫んだ次の瞬間、ジュノの足は大地を蹴けっていた。

　その先は、炎に包まれた学生寮の玄げん関かん──。

「やめろ！　早まるな！　ジュノ君！」

　トドロキがジュノを制止するため、彼女の腕うでを摑む。

「大だい丈じよう夫ぶ！　炎には慣れてるから！」

　しかしジュノはトドロキの腕をふりほどいた。

「馬ば鹿か言うな！　ここは現実世界なんだぞ⁉」

　温おん厚こうなトドロキらしくない激げつ昂こうだった。無理もない。火事現場に少女が行くなど、完全な自殺行為。みすみす死なせるわけにはいかない。

　しかしそんなトドロキをふりきり、ジュノは駆かけていく。

「ジ、ジュノッ！」

「ジュノ先せん輩ぱい～‼」

　サクが怒鳴り、リンが涙なみだ目になって追いすがる。

　しかしジュノは制止を振り切り、炎に包まれつつある学生寮りようへと単身、突とつ入にゆうしていった。

　焼しよう失しつしていく、思い出の詰つまった学舎へと──。




　　＊　＊　＊




　リューイは周囲の徒ただならぬ状じよう況きように目を覚ました。

　オルンに〝ログイン〟している間、寝ている現実リアルの肉体は、かなり深い眠ねむりに就ついている。ほとんど仮死状態といってもいい。だからリューイは爆発や火事にさえまったく気づかずに、自室のベッドで睡すい眠みん中だった。

「こ、これは……⁉　げほげほげほッ！」

　目を開けた直後、周囲に立ちこめる煙けむりのせいでリューイはたちまち咳せきこんだ。

　部屋に焼けた臭においが立ちこめている。幸いドアを閉めきっていたことで、廊ろう下かに充じゆう満まんしている有害な煙は届いていない。まさに九死に一生だった。

「どうなってるんだ──⁉」

　事態が把は握あくできず混乱するリューイ。しかしこういう事態になった事情は理解していた。

「ロンギシェル！」

　学生寮が襲おそわれている。そしてその犯人は間違いなく、あの男だということを。

「窓から、逃にげられるか──？」

　リューイはベッドから飛び起き、窓を開ける。

　リューイの部屋は男子棟とう三階。地面までは九メートル弱ほど。飛び降りるには躊ちゆう躇ちよされる高さだった。

　しかし、飛ぶしかない……！

　リューイはゴクリと生なま唾つばを飲みこむ。そして意を決して窓の縁ふちに足をかけた。

「リューイ！」

　そのとき、リューイの耳に、焦げ臭くさい風に乗って、微かすかな声が聞こえてきた。

　自分の名を呼ぶその声に、リューイはビクリと身を硬かたくして振り向く。

　その声はドアの向こう──廊下の方から聞こえてきていた。

　リューイは駆けより、ドアを開け放つ。

　たちまち部屋に大量の煙が流れこみ、リューイは激しく咳き込んだ。

　煙が目に染しみて涙が止まらなくなり、有害物質を吸いこんで喉のどが焼けるように痛い。

　激しい苦痛に耐たえながら、リューイは裾すそで口を押さえ、廊下に躍おどり出た。

　そこには蹲うずくまる一人の少女の背中があった。

　煙と炎に追われ、命からがらここまで辿たどり着いたようだった。

　しかしその気力は失われ、少女は今にも力ちから尽つきようとしていた。

「ジュノ⁉」

　リューイは蹲る少女の名前を叫んだ。

「ジュノか⁉　しっかりしろッ‼」

　彼女のもとに走り寄り、その肩かたを抱だく。

「リューイ……ぶ、無事……？」

　ジュノがうっすらと目を開け、リューイの顔を見やる。

「よかった……」

　ジュノは掠かすれる声で小さく呟き、そして激しく咳きこんだ。

「よくないだろ！　無む茶ちやしやがって！」

　リューイが怒鳴る。炎の逆巻く学生寮に足を踏ふみ入れるなど、自殺行為もいいところだ。

　なんて馬鹿なことを──。

「なんで来たんだよ！　死ぬ気か⁉」

　ジュノは力なく微笑ほほえんでチロリと舌を出した。

「……う～ん……〝緋燕扇ヒエンセン〟みたいにはいかない……か。現実リアルの炎は手て強ごわいわ……」

「何いってるんだよ……まったく……」

　ジュノの必死の冗じよう談だんに、リューイはほとほと困ったようにため息をついた。

　とにかく無事でよかった。

　リューイはギュッとジュノの体を抱きしめた。

　しかしまだ安心はできない。リューイたちは依い然ぜん、炎の直ただ中なかに孤こ立りつしているのだ。

「こっちだ！」

　リューイは少女をズルズルと引きずるようにして自室に戻もどる。

　そしてドアを閉めた後、だしぬけに服を脱ぬいだ。

「……どうするの……？」

　ジュノが驚いてリューイの行動を見やる。

「ドアに目張りをする。服を濡ぬらして隙すき間まを埋うめるんだ」

　リューイはジュノに説明しながら、着ていた上着や靴くつ下したを洗面所で水に濡らし、ドアの隙間に押しこむ。その甲か斐いあって部屋に侵しん入にゆうする煙の量は、なんとか抑おさえられたようだった。

「リューイ……けっこう逞たくましいんだね」

　上じよう半はん身しん裸はだかになったリューイの体を見て、ジュノがフフフと力なく笑う。

「私の裸はだかも見られちゃったから、これでおあいこだね」

「馬鹿なこと言ってる場合じゃないだろ⁉」

　リューイは顔を紅潮させ、グッタリとするジュノに対し口を尖とがらせる。そして部屋の奥へと戻り、キョロキョロと部屋の中を見回した。

「脱だつ出しゆつするには……やっぱり窓しかないか」

　リューイは再び窓に近づくと、外の様子を確かく認にんする。外に出られれば、学生寮の裏口から外に脱出できる。

　問題はこの三階からの高さを、どう降りるか──。

　リューイ一人なら、なんとか捻ねん挫ざや打だ撲ぼくを覚かく悟ごすれば、飛び降りることができたかもしれない。しかし今は疲ひ労ろうしたジュノがいる。彼女を抱かかえて飛び降りるのは無理だ。

　リューイは唇くちびるを嚙かみ、必死に脱出のための糸口を見つけるため、思考を巡めぐらした。

「リューイ……」

　ふと、ベッドによりかかったジュノが、少年の名を呼んだ。

「……ごめん……余計なこと……しちゃったね……」

　ジュノが申し訳なさそうに呟く。その目は悲しそうで、今にも泣きそうだった。

　リューイは足を止め、ジュノのもとへと歩み寄る。そして膝ひざを折って彼女と正対した。

「いや、そんなことない」

　真っ直すぐリューイの目がジュノの顔を見み据すえる。

「嬉うれしいよ、ジュノ。助けに来てくれて」

「リューイ……」

　真しん摯しな光に溢あふれたリューイの瞳ひとみを、少女は真っ直ぐに見み詰つめる。

「……ごめん」

「謝らなくていいってば」

　リューイは少しはにかんだ顔をした。

　しかしジュノは大きく首を振ふった。

「違ちがうの、この〝ごめん〟は、昨日のこと──」

　ジュノが叫さけんだ。うっすらと目め尻じりが涙に濡れている。

「ああ」

　リューイが納なつ得とくするように深く息を吐ついた。

　ジュノの言葉、そして彼女の真意を深く理解し、固く瞼まぶたを閉じる。

　昨日──Ｋ市の無人駅。夏の夜の八時──。

　それはジュノとリューイの胸に、深く刻まれた忘れられぬ記き憶おく──。

「ジュノ──」

　ふとリューイがジュノの手を取った。自分の手を彼女の手の甲こうへ重ね、そっと包む。

　ジュノはびっくりしてリューイを見た。

「人は〝夢〟を見る──寝ねても覚さめても」

　リューイは真摯な眼まな差ざしでジュノを見て、話し出す。

「大たい抵ていの場合〝夢〟を叶かなえる人なんて、ほんの一ひと握にぎりだ。ほとんどの〝夢〟は破れ、挫ざ折せつし失われてしまう」

「うん」

「いやそもそも〝挫折〟なんてドラマチックなものじゃないな──きっと〝妥だ協きよう〟だ。妥協の末、人はいつのまにか自分がどんな〝夢〟を見ていたかをも忘れてしまう」

　リューイはそういって、思い出すように顎あごをさする。

「僕ももう子供のころに見た〝夢〟なんて忘れちゃったよ。きっと〝ポケモンが欲しい〟とか〝ガンダムに乗りたい〟とか、そんなことだったと思うけど……」

　自じ嘲ちよう気味にクスリと笑うリューイ。

「世界中の人の見る、星の数ほどの〝夢〟──ほとんどは儚はかなく消えていく〝夢〟」

　リューイは改めてジュノの目を見据え、言った。

「たった一つだけでいい。僕は〝夢〟を叶えたいんだ──いや、叶えさせてあげたい」

　見つめ合う目と目。

　炎ほのおと煙に閉じこめられた密室で、二人の少年少女は人知れず視線を交こう錯さくさせた。

〝夢〟──それは。

「ハルカの……〝夢〟ね」

　ジュノの言葉にゆっくり、そして力強く、リューイは首を縦に振った。

　リューイは思うのだ。

　彼女の〝夢〟が叶うとき、きっとリューイは彼女の隣となりにはいないだろう。

　決して交わることのない悲しき運命。

　結ばれることのない許されざる悲ひ恋れん。

　彼女は異世界の人間。リューイとは住む世界の違う存在。

　──いや、違う。

　そんなことが理由なのではない。

　リューイは心の中で自じ戒かいする。

　住む世界が違う、身分が違う、立場が違う──そんなことは問題ではない。そんなことはとても些さ細さいなこと。

　しかしそれでもリューイは、決してハルカと結ばれることはないのだ。

　──何故なぜ？

　思考の迷めい宮きゆうのゴールにあるその答えを導き出し、リューイは深くため息をついた。

　その真の理由。それはたった一つだけ。

　彼女の見る〝夢〟に、彼が存在しないから──。

「なんだか、答えになってない答えだね」

　ジュノが泣き笑いしてリューイに答える。握にぎられたリューイの手を握り返す。

　リューイはそれに応えるように、グイと手に力をこめてジュノを引っ張った。

　刹せつ那な、二人の顔と顔が近づく。

「ジュノ、君に謝らなくちゃならない」

　リューイは握った手と手をそのままに、ジュノをじっと見詰めて言う。

「君の気持ちに応えたい」

　そう言ってリューイが目を伏ふせた。

「でも、もう少し待っていて欲しい。もう迷わない。もう振り返らないから──」

「……うん。信じてる」

　ジュノが、決意に強こわ張ばるリューイの顔を見て、笑った。

　リューイは裸の上半身のまま、彼女の体をそっと胸むな元もとに引き寄せる。

「あ──」

　そして少年は少女を抱き締しめ、おでこにそっとキスをした。

　昨晩とは逆──今度はリューイの方から。

　それは彼らしい控ひかえ目な、そしてささやかなキスだった。

　ジュノはゆっくり目を閉じる。そして改めて実感した。
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　──リューイという少年のことを、自分は心の底から好きなんだ、ということ。

　この恋こいが叶うが叶うまいが、その気持ちは、絶対に変わらない──。

　そして彼の〝夢〟は、私の〝夢〟──。

「なんか、ちょっと違うな……」

「え？　何が？」

　リューイの胸に顔を埋うずめるジュノが、テヘヘと笑ってリューイを上うわ目め遣づかいに見あげる。

「初めて男の子の部屋に行くシチュエーション。なんだか想像してたのと違う」

「そうかな？」

「だって大火事だよ？……やっぱ私、炎に縁えんがあるみたい」

　そういってジュノは笑った。リューイもつられて笑った。

　そして二人はもう一度、抱だき合った。

　炎に包まれ崩ほう壊かいしつつある学生寮りようで、二人は人知れず、一つになった。




　　＊　＊　＊




「おい！　こっちだ！」

　学生寮の裏口の門もん扉ぴが強ごう引いんにこじ開けられた。

　ギギギ……と鉄の軋きしむ音がして、門扉は敷しき地ち内に数人の学生を受け入れた。

「ここから助けに行けるぜ！」

　駆かけだした少年はサクだった。サクは息を切らし炎えん上じようする学生寮男子棟とうへと走っていく。

「まってよ～！」とリンがその後を追った。トドロキとトモエ、ヨギもそれに続く。

「あッ！」

　リューイの部屋の直下に来たところで、サクは建物を見あげて叫んだ。

　煙けむりの吹ふき出す窓から、白く一本の紐ひもが垂れ下がり、地面へと舞まい落ちたのだ。

　それはベッドのシーツをこより、結ぶことで作り上げたロープだった。

　そして窓から抱き合うようにロープを伝い、地面へと降りてくる二つの人ひと影かげがあった。

「リューイ！　ジュノ！」

　人影は学生寮に取り残された二人だった。

　無事、地面に着地した二人のもとに、皆みなが殺さつ到とうする。

　煙に巻かれるギリギリ前に、リューイとジュノは間かん一いつ髪ぱつ、脱だつ出しゆつに成功した。

「うえ～ん！　ジュノ先せん輩ぱいッ！」

　リンが泣きながら煤すすだらけになったジュノに抱きつく。

「よかった……無事で！　心配しましたよぅ～！」

「ごめん、みんな、心配かけちゃって……」

　ジュノは泣きじゃくるリンの頭を撫なでながら、サクやヨギ、トドロキとトモエの顔を見回した。皆、仲間の無事に安あん堵どの表情を浮うかべている。

「リューイ、この間ま抜ぬけ野や郎ろうが！　寝ぼけてんじゃねェぞ！」

　サクが涙なみだ目になってリューイの胸を叩たたく。

「すまん、サク」

　リューイも微笑ほほえみ、サクに向かって頷うなずく。

「とにかく、ここは危険だ！　早く外へ！」

　トドロキに促うながされ、皆は学生寮を後にした。




　その後、消防隊の必死の消火活動にも拘かかわらず、逍遥館高校学生寮は全ぜん焼しようした。

　煤けた瓦が礫れきの山となった建物を前に、皆は呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす。

　空はうっすらと白み、まるで昨晩の大混乱が噓うそのように静まりかえっている。

「学生寮、なくなっちゃったぁ……」

　リンが悲しそうな顔で煙の燻くすぶる建物跡あとを見やって涙を流す。

「もう、オルンには〝ログイン〟できなくなってしまったな……」

　リンの横でトモエが悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんだ。

「くそッ！　こんな終わり方ってあるかよ……完全にバッド・エンドじゃねェかよ！」

　サクが拳こぶしを握って震ふるえる。

　学生寮の焼しよう失しつによって、ユイカが創つくりだした〝第二の門〟は失われた。

　もう、学生寮と龍哭塞を繫つなぐ異世界の〝門〟はなくなったのだ。

　それは、学生寮に寄宿する生徒たちが龍仙士ドレイクとして活かつ躍やくすることができなくなったことを示していた。恐おそらくオルンはロンギシェルの掌しよう中ちゆうへと落ちるだろう。

　そしてそれに抵てい抗こうする術すべは、もうリューイたちにはなくなったのである。

「いや、まだ終わらない」

　そのとき、意い気き消しよう沈ちんしてふさぎこむ皆の中に、凛りんとした声が響ひびいた。

　俯うつむいていた皆の顔が一いつ斉せいに声のした方に向けられる。

　リューイだった。リューイは瞳ひとみに強い光を発しながら、皆をゆっくりと見る。

「終わらないって、じゃあどうすんだよ、リューイ⁉」

「……サク、僕たちはいままでずっと龍哭塞を守ってきた」

　リューイはサクをジッと見み詰つめ、そして口を開く。

「外敵からの攻こう撃げきを凌しのぎ、そして勝利してきた。それはみんな守りの戦いだ」

　リューイの目には、固い意志と熱い情熱が宿っていた。

　もう揺ゆるがない、それは断固とした決意だった。

「今度は僕たちが攻める番だ。オルンでも、この現実世界でも──」

「もしかして──」

　ジュノがハッと息を吞のむ。リューイの目的を理解したのだ。

「ヨギ」

「はい」

「君はさっき〝策〟があると言ってたよね？　その〝策〟はまだ、生きているかい？」

「もちろん。我々がオルンに〝ログイン〟できるなら、必ずや〝策〟は実を結ぶ──」

　ヨギがクールな口調で断言する。その言葉を聞いてリューイは自信に満ちた表情で頷いた。

「〝第二の門〟がなくなっても、まだ〝門〟は残っている」

　リューイは皆に向かい、指を二本立ててピースサインをした。

「ロンギシェル──ハザマがマイカという人を使って開いた〝門〟──虚無衆を召しよう喚かんした〝第三の門〟だ」

　立てた二本指を三本にするリューイ。

「龍神会に乗りこみ、その〝第三の門〟を奪うばう。そうすれば僕たちはもう一度、オルンに〝ログイン〟できるはずだ──」

「マジかよ！」

　サクが叫さけんだ。なるほどその手があったかと言わんばかりに、目をキラキラと輝かがやかせて興奮にリューイの肩かたをバシバシと叩く。

「ジュノ、〝第三の門〟がどこにあるか、場所は把は握あくしているかい？」

　リューイが隣となりにいるジュノに聞いた。ジュノは記き憶おくを辿たどりつつ頷く。

「うん。マイカさんの監かん禁きんされていた場所、恐らくそこが〝門〟のある場所よ」

「よっし、やったろうじゃんかよ！　まってろよ！　ラスボス‼」

　サクがパシンと両手を打った。そして武む者しや震ぶるいして気合いをこめる。

「まかせて！　隠おん密みつ行動は得意なんだからッ！」

　リンもジュノに抱きつきながら、腕うでを突つきあげて大はしゃぎする。

「よ～し！　〝火曜隊チーム・サラマンダー〟、最終任務ラスト・ミツシヨンよ！」

　ジュノが言った。そして腕を出す。

　その手の甲こうに皆の差し出された手が次々と重なる。

「おおッ‼」

　そして皆は鬨ときの声をあげた。

　空が白み、東の空から朝日が射さした。

　白い光が、皆の顔をキラキラと輝くように照らしていた。







　第五章　終わらぬユメは、永久不滅







　雪が降っていた。

　オルン、ドルクルス統国北部に位置する辺境の州、パルミア。その冬は長く、厳しい。

　代都──カラバリク。

　その無骨な黒い都の中心に位置する北ほく伐ばつ軍総そう督とく府。通つう称しよう〝黒こく耀よう台だい〟──。

　雪の降り積もった白銀の中庭に、一人の男が立っていた。

　漆しつ黒こくの瓦かわら屋根は雪ゆき化げ粧しように白く塗ぬり替かえられている。しんしんと降る雪が周囲から音という音を吸い取り、まるで無音の世界のように静まりかえっていた。

　男は空を見ていた。そしてハァと大きく白い息を吐つく。

　現実世界では八月の最終日──まだ残暑の厳しい時季である。しかしこの世界の季節はその正反対の冬の閏うるう十二月。夏と冬、二つの世界の気候はまったく逆転していた。

　現実リアルとオルンでは時間の進み方が異なる。だからこんな奇き妙みような状じよう況きようがおこりえる。

　男は今までの経験で、そのことを充じゆう分ぶんすぎるほど知っていた。

「先輩……」

　男の背後に、いつのまにか一人の少女が立っていた。異国風の民族衣装を着て、体中に刺青いれずみを施ほどこした黒くろ髪かみの少女だった。よく見ると驚おどろくほど幼い。歳でまだ十四。

「まだ、いたのか……」

　男が振ふり返る。そして端たん整せいで切れ長の目を流し、少女を見る。

「先輩を残しては……いけません」

「お前をこの世界に道連れにする訳には、いかないんだ」

「雪ゆき虎とら先せん輩ぱい……また必ず帰ってきます。この世界に」

　少女は小さく、か細い声で呟つぶやいた。

「ああ、いつかまた、お前の知ち恵えを借りるときがあるかもしれん。そのときは、頼たのんだ」

　男がフッと笑い、雪に煙けぶる空を見あげる。

「それと、お前に折り入って頼みたいことがある。ヨギ──」

　男が少女の名前を呼ぶ。少女の名は法ほう眼げん小こ夜よ祇ぎ──通称ヨギ。

　男の後こう輩はいで、逍遥館高校の中等部に通う女子中学生だ。

「再来年。逍遥館に俺の弟が入学して来るだろう。あいつを……リューイを俺に代わって見守って欲しい」

「雪虎先輩……」

　ヨギは小さく先輩の名を呼んだ。

　そして感情に乏とぼしい彼女の表情が一いつ瞬しゆん──ほんの一瞬だけ氷解する。

　それはずっと片思いしていた憧あこがれの先輩に対する、年とし頃ごろの少女の表情だった。

「ついさっき、トドロキも目覚めさせた。お前も早くオルンから去れ。時間がない」

　雪虎は踵きびすを返した。そして雪を踏ふみしめ、去っていく。

　その後ろ姿を、ヨギはずっと見ていた。

「雪虎先輩……」

　無表情なその顔の、感情の欠落したかに見えるその目に、一筋の涙がこぼれる。

　雪虎が雪原につけた足あし跡あとは、真っ直すぐに黒耀台の中ちゆう枢すうに伸のびていた。




「雪虎、来たか──」

　黒耀台の玉座の間には、一人の男がいた。

　男はやってきた雪虎を見るや、目を細めて彼に正対する。

　男は漆黒の外套マントに身を包んだ黒騎き士しだった。

「一足、遅おそかったようだな」

　黒騎士が鼻を鳴らして笑う。そして手に持った曲刀シヤムシールについた血脂を振り拭ぬぐった。

　曲刀シヤムシールの切っ先に一人の男の死体があった。死因は心臓への一ひと突つき。そして事切れたのはつい先刻。その犯人は、この黒騎士に相そう違いなかった。

　死体を見た瞬しゆん間かん、雪虎の端整な顔が怒いかりに激しく歪ゆがむ。

　悪い予感は的中した──。

　死体は中年の男だった。龍りゆう袍ほうと呼ばれる五色の龍の刺し繡しゆうの入った青い外套を纏まとっている。その服はこの世界でたった一人だけ着ることを許された、特別な衣装だった。

　それはドルクルス統国を支配する統とう帝てい。

　つまり死体は、今きん上じよう帝ジャルカその人だったのである。

「獅郎シロウッ‼」

　にわかに雪虎が叫ぶ。

「貴様、罪もない陛下──ジャルカさんを、よくもッ‼」

　怒りにまかせ、雪虎は手に持った槍やりを構えて一歩を踏み出した。

　その怒ど号ごうに、獅郎も両手に持った二振ふりの曲刀シヤムシールを構える。

「こいつは俺たちを召喚した。今回の悲劇を生んだ元げん凶きようはそもそもこの男にある。その責任をとってもらったのだ」

「詭き弁べんを言うな、獅郎ッ！」

「ヨギもトドロキも、間かん一いつ髪ぱつ、現実リアルに戻もどったようだな。ジャルカの死によってこの世界に取り残された者は、俺とお前を含ふくめ……あと数人ってところか」

　獅郎は遠い目をして笑う。

「あちらの世界では、きっと大事件だろうな。謎なぞの集団昏こん倒とう事件として世間を賑にぎわせるかもしれん」

「獅郎！　貴様は自分が何をしたか、分かっているのかッ⁉」

「無論だ」

　雪虎の怒ど声せいに、獅郎は涼すずしげに答えた。

「これは賭かけだ。しかしこの賭けに乗らなければ、彼女はもう二度と帰ってこない」

　獅郎はそう言うと突とつ然ぜん、持っていた曲刀シヤムシールを床ゆかへと投げ捨てた。

　そして自らの左手に塡はまった赤い秘石──〝龍皇石リユウコウセキ〟を見つめる。

「彼女……ユイカを助ける方法は、これしかないのだ……」

　そう呟く獅郎の顔に、狂きよう気きと悲しみが同時に浮うかぶ。

　ユイカ──夢久ユイカの能力によって、獅郎や雪虎を含む逍遥館高校の学生寮りようの生徒は、異世界オルンに召しよう喚かんされ、二つの世界を〝夢〟によって行き来する力を手に入れた。

　そこで彼らは、異世界側の召喚者である統帝ジャルカの導きによって、異民族との戦い〝パルミア戦せん役えき〟に参加した。

　そしてその戦乱も終わり、世界に平和が訪おとずれようとした矢先──そして雪虎、獅郎、ユイカたちが高校生活最後の夏休みを終えようとしたその日、事件は起こった。

　ユイカの魂たましいが、〝境界の世界〟へと放ほう逐ちくされたのだ。

〝境界の世界〟──その名の通り、現実リアルとオルン、二つの世界の狭はざ間まにある世界。

〝境界の世界〟に迷い込んだユイカの精神は、二つの世界のどちらからも消しよう滅めつした。

　原因は分からない。元々ユイカは不治の病を抱かかえた虚きよ弱じやくな少女。

　きっと異世界の〝門〟を開く力に、体と精神が耐たえられなくなったのだろう。

「雪虎、貴様なら分かるはずだ。いや、分からんとは言わさんぞ──」

　獅郎が恨うらめしそうに好敵手ライバルを見て言う。

「すべてはユイカを助けるため、俺は世界を捨てたのだ、俺たちの生きてきた世界を」

「馬ば鹿かなッ！」

　雪虎が叫さけんだ。

「雪虎ッ‼」

　ほぼ同時に獅郎も一いつ喝かつする。その怒声は雪虎の声を搔かき消した。

「馬鹿だと？　上等だ。貴様だけには俺の馬鹿な計画に最後までつきあってもらうぞ‼」

　獅郎は人差し指を雪虎につきつけ、喉のどを嗄からして叫ぶ。

「いいか？　死のうなどと思うなよ。俺たちはユイカの魂を捜さがし求め、永遠にこの世界を彷徨さまようのだ！　この狂気に満ちた世界をッ‼」

　上ずった声で叫ぶ獅郎は、まるで亡もう者じやだった。

　獅郎は拳こぶしを握にぎり、唇くちびるを血が滲にじむまで嚙かみ締しめ、そして雪虎を見やる。

「それがお前の運命、そしてお前の運命は俺の運命だ！　そう──」

　獅郎の瞳ひとみが怪あやしく光った。

「ユイカを愛した、俺とお前のッ……‼」

　狂気と慈じ愛あい、嫉しつ妬とと憤ふん怒ぬ、そして深い彼女への愛を秘ひめた光──。

「獅郎……」

　彼の言葉に、雪虎が小さく息を吐く。

　それっきり、長い沈ちん黙もくが二人の間を支配した。

　その沈黙はまるで無限ともいえる時間を二人に感じさせる。

　ガシャリと脚きやつ甲こうを鳴らし、獅郎が歩き出した。

　そして全身装甲鎧フルプレート・アーマーを鳴らし、ゆっくりと雪虎の脇わきを素す通どおりし、出口へと去っていく。

「俺は力を収しゆう斂れんする。貴様は統帝の兵をつれて去るがいい。サーラル」

　すれ違ちがい様、獅郎はそう言って近くに転がっていた兜かぶとをひろった。

　それは彼愛用の漆黒の兜だった。獅郎は兜を被かぶり、眉庇ゴーグルを下ろして顔を隠かくす。

　そして彼は漆黒の鎧よろいに身を包んだ〝黒こく猊げい将しよう軍ぐん〟クジャルクとなった。

「憶おぼえておけ。次に俺たちが相まみえたとき、俺たちの〝夢〟は発動する──」

　漆黒の騎士クジャルクは言う。

「…………」

　雪虎は返事をせず、小こ脇わきに抱えた白銀の兜を被る。〝白びやつ琥こ将しよう軍ぐん〟サーラルの兜を。

「諦あきらめろサーラル。もう俺たちは帰れない」

　クジャルクがそう言い残し、黒耀台を後にした。

　サーラルは、ずっとその場に立ち尽つくしていた。

　ずっと。ずっと。

　そして最後に彼が言い残した言葉を、彼はずっと反はん芻すうしていた。




「夏は、もう終わったんだ──」
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　聖都ディサ。

　統帝領の中心に位置する大都市、オルン最大の都市である。

　堅けん固ごな城塞タウン・ウオールによって囲まれた広大な市街地には、三十万人以上の人が住み、あちこちに立つ市場では、あらゆる国から集められた品が売られている。

　碧あおい瓦かわらの大だい伽が藍らんが連なる〝瑠る璃り聖宮〟は、世界中から多くの巡じゆん礼れい者を迎むかえ、統帝の王宮である〝天空宮〟は、その名の通り天を摩まするほどの高層で美び麗れいな大だい宮きゆう殿でんだ。

　その聖都が今、異様な事態になっていた。

　夥おびただしい数の兵士が都市を包囲している。

　一方、都市側は城塞タウン・ウオールのあらゆる通用門を閉とざし、軍隊たちの入城を拒こばんでいた。

「何をしている⁉　門を開けよ！　ル神教大導師ロンギシェル殿でん下かの凱がい旋せんなるぞ！」

　兵士が閉ざされた正門を見あげて声を張る。

　浅あさ葱ぎの御み旗はたに黄金の鎧──〝神聖旗き幟し兵団〟だ。

　ロンギシェル率いる神聖旗幟兵団は、龍哭塞を灰かい燼じんへと帰した後、勢いにまかせて北部一帯の抵てい抗こう勢力を席せつ捲けんした。そして今、聖都に帰ってきたのだ。

　しかしその一連の遠えん征せいは過か酷こくな戦いだった。当初二十万いた神聖旗幟兵団は、行軍の途と中ちゆうでその数を急激に減らし、今は半数以下となっている。

　すべては残ざん虐ぎやくな本ほん性しようを現したロンギシェルという男の所業の結果だった。

　兵士を使い捨ての道具のように酷こく使しし、そして戦えなくなった者は神の名の下もとにおいて無む慈じ悲ひに処置する。まさに死の行軍デス・マーチ。

　そんな亡者の進軍が、ついに終しゆう焉えんを迎えるはずだった聖都への帰き還かん。

　しかしそんな彼らに待っていたのは、歓かん迎げいの楽隊でも市民達の歓かん声せいでもなかった。

「どうした⁉　早く門をあけろ！」

　大隊長の大声が城じよう壁へきに木こ霊だまする。

　それに対し、城門の上に現れる人ひと影かげ。

　彼らはル神教の僧そう正じようたちだった。きっと城内の〝瑠璃聖宮〟から派は遣けんされた者たちだ。

「大導師ロンギシェルよ！　ル神教団長老評議会において、貴き僧そうから元げん帥すい権と大導師の地位の剝はく奪だつ、および教団からの破門を言い渡わたす！」

　僧正は手に持った書簡を開き、そこに書かれた文面を大おお仰ぎように読みあげる。

　ザワザワと細さざ波なみのように神聖旗幟兵団に動どう揺ようが伝でん播ぱしていく。

「……なんだと？」

　輿こしの御み簾すが上げられ、ロンギシェルが姿を現す。皆みなの衆目が一いつ斉せいに大導師に集まった。

「長老評議会は果たしていかなる所存か⁉」

　ロンギシェルは声を張りあげて叫んだ。城内に響ひびき渡る威い厳げんのある口調だった。

「幾いく多たの苦難を乗り越こえ、統国と天主天てん龍りゆうに誓ちかって聖戦を生き抜ぬいた者へ、何故なぜにかような仕打ちを受ける道理があろう⁉　さて、長老評議会は乱心されたか⁉」

　ロンギシェルが芝しば居いがかった口調で、両手を振ふりあげ演説を打ぶつ。

　同時に彼は、頭の中でめまぐるしく思考を巡めぐらす。

　評議会が俺を裏切っただと⁉　馬鹿な──。

　彼にとってそれは想定外の事態だった。何故なら評議会は完全に手て懐なずけたはずだからだ。

　十三人の大導師からなるル神教最高機関、長老評議会は、全員が老いぼれ。そして欲よくに塗まみれた俗ぞく物ぶつたちである。ロンギシェルの能力を以もつてすれば彼らを懐かい柔じゆうすることは朝飯前だ。

　しかし評議会から破門を言い渡されれば、ロンギシェルの持つ権力は剝奪される。

　それは彼──狭間冥也がこの十年間、ロンギシェルに成り代わって築きあげてきた野望が根底から瓦が解かいする危険性を秘めていた。

「どうか拙せつ僧そうに、長老評議会のご決断の根こん拠きよをお聞かせ願いたい！」

　ロンギシェルはそう叫んで膝ひざを落とす。そして頭を地面に擦こすりつけて噎むせび泣いた。無論、それは演技だった。相手の同情を買うための──。

「我々教団は、長老評議会の決定を統とう帝てい陛下の勅ちよく命めいにおいて申し上げたに過ぎません！」

　そんなロンギシェルに対し、使者である僧正が答える。

　統帝だと──⁉

　その瞬しゆん間かん、ロンギシェルの目がギラリと光った。

　まさか──。

　そして濁にごった瞳が、怪しく揺ゆれる。

　あの小こ童わつぱが──まさか──⁉
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　爆ばく発はつ音が遠くに聞こえ、ハルカはビクッと肩かたをすくめた。

「始まったようですね」

「始まったって……な、何がですか？」

　ハルカは自分を率そつ先せんし、前を歩く近従に質問する。

「義勇軍と、城外にいるロンギシェル率いる神聖旗幟兵団との戦いです」

「ロンギシェル⁉　ロンギシェルの軍と戦っているのですか⁉」

　ハルカは驚きよう愕がくに聞き返す。近従が振り向いて頷うなずいた。

「安心してください。この天空宮には、まだ戦火は及およんでいません」

　近従は長い廊ろう下かを歩いていく。ハルカはそれについて行くしかなかった。

　針葉樹海でリューイとジュノと別れたあと、ハルカは一人で聖都ディサを目指した。

　今まで経験したことのない少女の一人旅は、かなりの苦難を擁ようしたが、それでも彼女は持ち前の頑張りで、なんとか聖都にたどり着いた。

　そんな彼女を待っていたのは、突とつ然ぜん現れた謎なぞの集団による接待だった。

「殿下、こちらへ──！」

　ハルカは言われるがままに集団に促うながされ、そして今、ここ天空宮にいる。

「こちらになります」

　近従が恭うやうやしく礼をして、廊下の突つき当たりにある大きな扉とびらを開いた。

　ハルカは戸と惑まどいつつもその扉を潜くぐり、室内へと足を踏ふみ入れた。




　そこは統帝の間だった。

　豪ごう奢しやな装そう飾しよくに彩いろどられた広い室内の最さい奥おうに、巨きよ大だいで豪奢な玉座がある。

〝龍椅リユウキ〟と呼ばれる、世界でたった一人だけが着くことのできる高たか御み座くら。

　ハルカはその玉座を見て、懐なつかしい思いで胸がいっぱいになった。

　実父である当時の統帝ジャルカは、パルミア戦せん役えきの勃ぼつ発ぱつする以前、この天空宮に住み、政治を執とっていたのだ。そのときまだ幼かったハルカもこの宮きゆう殿でんで暮らしていた。

　あの玉座には子供の時分、誰だれにも内ない緒しよでこっそり座ってみた思い出がある。もっともその後、幼おさななじみでお目付役だったアルディエルに見つかり、さんざん怒おこられたが……。

「ようこそおいでくださいました！」

　そのときにわかに室内にいた一人の人物が声をあげた。

「初めまして。ハルカ内親王殿下」

　そしてツカツカと磨みがかれた大理石の床ゆかを鳴らし、ハルカの前に歩み寄る。

　少年だった。歳は十二、三ほどか、ハルカより若い。身長も彼女より小さく、利発そうな顔にはまだ幼さを残している。

「貴方あなたは……？」

　ハルカはふと、少年の髪かみを見て驚おどろく。彼の髪はハルカと同じく銀ぎん髪ぱつをしていたのだ。

「ああ、この髪ですか？」

　少年はハルカの視線に気づき、笑って頭を撫なでる。

「この銀髪は染めているんですよ。本当は普ふ通つうの黒くろ髪かみなんです。なんせ統帝の血を引く者は、銀色の髪をしていないといけないらしいですからね」

　そういって少年はコロコロと笑う。屈くつ託たくのない笑え顔がおだ。

「僕はハルカ殿下のような、本物の統帝の子孫ではありませんから」

「ま、まさか、貴方は……」

　ハルカが少年の顔を覗のぞきこんで聞く。少年は「はい」と答えてニッコリと笑った。

「僕……おっと朕は、統国統帝ナルカと申します……初めまして、真の統帝公主殿下」

　そう言って統国統帝はハルカに対してペコリと頭を下げた。




　オルンの諸しよ侯こうが分ぶん裂れつした〝五封ほう王おう戦国時代〟──本来正統であるはずの統帝家の血が絶えたことがきっかけとなっている。

　いや、正確には血は絶えたのではなく、鞍上帝ジャルカが暗殺され、その娘むすめハルカが辺境に追われたことで、中央政権に正統な統帝の継けい承しよう者がいなくなったということだ。

　そこで統帝の後見機関であるル神教長老評議会は、新たな統帝を立てることを画策した。

　評議会を牛ぎゆう耳じる大導師ロンギシェル（当時、すでに狭間冥也ハザマメイヤに入れ替かわっていた）は、新統帝を抜ばつ擢てきするに際し、一人の子供に白羽の矢を立てた。

　齢よわい十二歳の幼帝、ナルカ。

　噂うわさではその子供は、どこの馬の骨とも分からない下げ賤せんの者だという。

「噂は本当です」

　統帝ナルカはすんなりと噂をみとめて笑った。

「僕は戦火の中拾われた、戦災孤こ児じです。もちろん帝家に血の繫つながりなどありません」

　ナルカはハルカに自らの境きよう遇ぐうを説明する。

「僕は単なる傀かい儡らい。政治は大導師ロンギシェルに掌しよう握あくされ、僕は何の権力もありません。彼らにとってみれば統帝など操あやつり人形。誰でもいいのです。僕はたまたま孤児として拾われ、どの門もん閥ばつ貴族の手もついていない扱あつかいやすい駒だった。ただそれだけです」

　ナルカはそう言って、ニッコリと笑った。

　ハルカは少年の表情を見て悟さとった。聖都で擁よう立りつされた新統帝が傀儡であるということはすでに知っていた。しかし統帝は暗あん愚ぐだと聞かされていた。その愚おろかさ故ゆえに、ロンギシェルの専横を許している昏こん君くんであると。

　しかし違ちがう。齢十二にして、この賢けん明めいさ──。

　ハルカは彼の利発な表情に、改めてその認にん識しきが間ま違ちがっていたことを悟った。

「……愚かな芝居をしていなければ、とっくに殺されていました」

　ナルカが目を瞑つぶり、感かん慨がい深く頷く。

「蛇へびの巣で生きるには、目と耳を塞ふさぎ、そして心を閉とざす。そうでもしなければ、たちまち明日の朝食の食前酒は毒どく杯はいとすり替えられる。ここはそういう場所なのです」

　そしてナルカはふと、光射さす大きな薔薇ばら窓を見あげる。そして小さく呟つぶやいた。

「でも、その臥が薪しん嘗しよう胆たんの日々も今日で終わりました」

　窓の外では、兵士の喚かん声せいと砲ほう弾だんの音が絶えず聞こえている。

　都内では神聖旗幟兵団と城内の義勇軍が、熾し烈れつな攻こう防ぼう戦せんを繰くり広げているところだった。

　不意に少年はハルカの手を取り、そして彼女の碧あおく澄すんだ目を見つめた。

「統国公主ハルカ内親王殿下、願わくは我々勤王義勇軍を導き、その指揮全権をお受け取り頂きますよう」

「勤王義勇軍……？」

　ロンギシェルの神聖旗幟兵団と交戦しているのは、ナルカ自らが教団に極ごく秘ひで各地から招しよう集しゆうした〝勤王義勇軍〟だった。その数一万五千。数の上では少ないが、皆、教団の圧政に苦しみ、世界を変えようと志を一つにした志士たちである。

「今日、我々が教団相手に蜂ほう起きすることは、前々から計画していたことなのです」

　そう言うとナルカはそっと着物の袖そでを捲めくり、ハルカに腕うでを見せる。

　そこにはハルカも良く見知った、小さな刺青いれずみが施ほどこされていた。

「そ、その刺青は──⁉」

　ハルカは驚きに声を失う。

　その刺青──間違いない。それは龍仙具アトリビユート〝幻王印ゲンノウイン〟だったのだ！

「龍哭塞のヨギ殿どのとは、以前よりよしみを通じておりました」

「ヨ、ヨギさんが……⁉」

　驚くハルカの顔に、ナルカは満足そうに頷く。

「彼女こそまさしく統国一の大軍師。恐おそれ入ります」

　それこそヨギの〝策〟──。

　すなわちロンギシェルの目を盗ぬすみ、統帝ナルカと通じて回天の大逆転を画する──。

「ヨギ殿と我々の連れん携けい、そして今こん日にちの〝策〟の成じよう就じゆ、そのすべては、ある人物の力ちから添ぞえの賜たま物ものです」

　ナルカは頭を下げる。

「ある人物？」

　ハルカが聞き返す。

「今はその名は伏ふせておきましょう」

　ナルカは笑って首を振ふる。そして突然その場に膝を落とし、ハルカの前に跪ひざまずいた。

「殿でん下かと相見あいまみえたなら、我らは必ずや勤王の志を遂とげようと心に誓ちかっておりました」

　少年は希望に満ちた利発そうな目で少女を見あげ、そして言い放つ。

「どうかこの偽にせ統帝に代わり、あまねくオルンと統国をお治めください。それこそが万ばん民みんの願う王道、我らの願う〝夢〟です。ハルカ殿下──いや、統国統帝陛下！」

　宣せん誓せいし、ナルカが深々と頭を下げた。

　その瞬間、ハルカは統国の新たな統帝となった。

　偽統帝による真統帝への禅ぜん譲じようの儀ぎが、人知れず、ここに約定されたのである。

　後の世に〝純潔帝〟と諡おくりなされることになる、統国史に残る名君誕生の瞬間であった。
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　間をおかず、近くで大きな爆発が巻き起こった。

　ハルカとナルカは、その衝しよう撃げきに思わず身を硬かたくする。

　それは城内で起こった戦乱が、いよいよこの天空宮に及んだことを示していた。

「思ったより……早かったですね」

　ナルカは悔くやしそうに舌を鳴らす。そして顔を蒼そう白はくにしてハルカを見やった。

「ハルカ陛下、ここは危険です。早く避ひ難なんを！」

「ど、どういうことですか⁉」

　戸惑うハルカに、ナルカは無言で手を伸のばす。

「神聖旗幟兵団が城門を破り、城内を蹂じゆう躙りんしているのです。この天空宮もやがて戦火に包まれます……さあ、早く！」

　ディサ城内は大乱戦となっていた。雪崩なだれのように城内へ攻せめ入った神聖旗幟兵団。それに対しゲリラ戦の構えで対たい抗こうする勤王義勇軍。

　戦火の中、一いつ般ぱん市民は虐ぎやく殺さつの被ひ害がい者しやとなっていた。

　窓の外ではル神教の壮そう麗れいな瑠る璃り聖宮の大だい伽が藍らんが、紅ぐ蓮れんの炎ほのおに包まれている。

　阿あ鼻び叫きよう喚かんの地じ獄ごく絵え図ず。三百年の栄えい華がを誇ほこった大都市の、それは終しゆう焉えんの時だった。

「陛下！　こちらへッ！」

　近従のかけ声により、ハルカとナルカは出口へと駆かけ出す。

　そのとき、にわかに激しい爆ばく発はつ音が廊ろう下かに轟とどろいた。

「⁉」

　驚きに足を止める二人。

　出口から、激しい噴ふん煙えんとともに一人の男の影かげが現れた。

　男は大導師の法ほう衣いを身に纏まとっていた。生々しい傷きず跡あとの残った隻せき眼がんが爛らん々らんと光っている。

　その顔を見てハルカはまさに蛇に睨にらまれたカエルのように硬こう直ちよくした。

「お、お前は……⁉」

　間違いない。そこにいたのは、憎にくむべき宿命の敵──。

「ロンギシェル‼」

「小こ僧ぞう……貴様、わざわざ統とう帝ていにしてやった恩を忘れたか……⁉」

　ロンギシェルが、激しい怒いかりでナルカを睨む。

　神聖旗幟兵団を捨て石にして、彼は単身、この天空宮へとやってきたのだ。

「ロンギシェル！　もう貴様の好きにはさせません！　新統帝陛下の御お前まえであるぞ、控ひかえおろう！」

　ナルカは毅き然ぜんと叫さけぶ。十二歳の子供とは思えない威い風ふう堂どう々どうとした態度だった。

　しかしロンギシェルは少年の言葉を一いつ笑しように付した。

「ほぉ、小こ娘むすめも同どう伴はんとは……ずいぶんと手のこんだことをしてくれる」

　ロンギシェルはハルカに視線をうつし、ニヤリと笑う。

「無む駄だな抵てい抗こうだ。我が兵団が聖都を制圧するまでもう間近。貴様らの〝策〟とやらは、あと数刻ですべて灰かい燼じんに帰す」

　ロンギシェルの言は正しかった。いかに士気の高い義勇軍であろうと、ロンギシェルに操られた亡もう者じやの集団の前には無力。数倍の戦力差によって城内の抵抗勢力はやがて各個撃げき破はされ、クーデターは失敗に終わるだろう。

　ナルカは絶句した。万ばん事じ休す。

　長い時間をかけて画したこの〝策〟も、やはりこの男の前には通用しないのか──。

「貴様らはここで死ね。なに、新たな統帝はまたどこかで拾ってくればいい」

　ロンギシェルは残ざん忍にんに唇くちびるを歪ゆがめ、二人に向かってにじり寄る。

　ギラリ、と彼が手に持った匕首あいくちが怪あやしく光った。

「統帝の血は高貴な色をしていると言うが……果たして本当か、この目で見てやろう！」

　そう一声してロンギシェルは凶きよう器きを振りあげ、身を躍らした。

　その凶器の切っ先は、過あやまたずハルカ──少女の首元を狙ねらっていた。

「キャアアアアアアアア‼」

　ハルカの悲鳴が統帝の間に響ひびいたその瞬しゆん間かん。

　巨きよ大だいな天窓が、にわかに砕くだけ散った。

　ステンドグラスの破は片へんが周囲に飛び散り、キラキラと七色の雨を降らす。

「ぬッ──⁉」

　ロンギシェルが匕首を持つ手を引き、そして足を止めて踏ふみとどまった。

　砕けたガラスの破片、その背後から、いくつもの影が躍おどる。

　一、二、三、四、五、六、七──総勢七人。

　そして人ひと影かげは、薔薇窓の色しき彩さいにキラキラと反射し、その身を中空に躍らせ、そしてまるで降臨する天使のようにハルカたちの前に着地した。

「お、お前たちは──⁉」

　ロンギシェルの顔色が変わった。

　無理もない。そこには彼が予想しえなかった者たちが、この世界に召喚されたのだ！

「おまっとさん！　ハルカちゃん！」

　飛来した七人の影の一人が立ちあがり、そして叫んだ。

　そのあっけらかんとした口調と姿を見た瞬間、ハルカの顔が希望に輝かがやいた。

「サクさん⁉」

　そう、そこに現れたのはサクだった。もちろんサクだけではない。

「アタシもいるよー！」

　サクの隣となりでリンが笑う。トモエもいた。そしてヨギ、死んだはずのトドロキもいる。

「約束通り助けに来たよ。ハルカ！」

　巨大な扇おうぎを構える少女がハルカの名を呼んだ。ジュノだった。

　ハルカは皆みなの顔を順番に見やる。

　そして最後に並んだ少年の顔を見た瞬間、彼女の顔に今までにない歓かん喜きが浮うかんだ。

「ただいま、ハルカ」

　少年の挨あい拶さつに、ハルカは安あん堵どのあまり大きな目に大おお粒つぶの涙なみだを浮かべる。

「リューイさん！」

　そんな少女の表情に、リューイは凛り々りしい顔で強く頷うなずく。

　ジュノ、サク、リン、ヨギ、トモエ、トドロキ、そしてリューイ。

　ハルカの願いに呼応し、龍仙士ドレイクたちはついに召喚よばれ、オルンへ最後の顕けん現げんを果たした。




　　＊　＊　＊




「き、貴様ら……な、何故なぜだ……⁉」

　ロンギシェルの顔色が変わっていた。想定外の事態に、蒼白な顔に苦く渋じゆうの色が浮かぶ。

「学生寮りようの〝門〟は……失われたはず……！」

「甘ェよ、オッサン！」

　サクが怒ど鳴なり、そしておちょくるように挑ちよう発はつする。

「自分一人で〝門〟を独ひとり占じめしようなんて、ちょっとセコイんじゃないっスか～？」

　リンがサクの横でベ～ッと舌を出す。

　その態度を見て、ロンギシェルはハッと息を吞のんだ。

「貴様ら……マイカの開いた〝第三の門〟を……！」

「ご明察！」

　サクがパチンと指を鳴らす。

「幽ゆう閉へいされたお姫ひめ様を助けに行くなんて、なんかルパン三世みたいだったぜ！」

「マイカの軟なん禁きんされた部屋は、教団施し設せつの中でも最も厳重に警備された場所のはず……」

「僕たちを甘く見てもらっちゃ困りますね」

　トドロキがフフンと鼻を鳴らす。

「現にジュノ君はマイカの手引きで、その厳重警備から抜ぬけ出したこともあるんです。この敏びん腕わんジャーナリストであり武道の達人、トドロキにかかれば、そんな包ほう囲い網もうは屁へでもありませんよ」

「どっちかっつーと、ヨギのお陰かげだけどな！」

　トドロキが偉えらそうに胸を張る横で、サクが水を差すように口を挟はさむ。

「おのれ……返り討うちにしてやる！　虚無衆キヨムシユウッ！」

　にわかにロンギシェルが下僕の龍仙士ドレイクの名を叫んだ。

　こんなこともあろうかと天空宮に潜せん入にゆうする際、虚無衆を従えてきていたのだ。

　しかしロンギシェルの呼びかけに対し、返ってきたのは空むなしい木こ霊だまだけだった。

「何故だ、どこへ行った⁉　虚無衆⁉」

「無駄だっつってるだろ？　オッサンよ！」

　サクが叫ぶ。彼の言う通り、虚無衆の三人はついにロンギシェルに加勢して現れることはなかった。いつの間にか忽こつ然ぜんと姿を消してしまっていたのである。

「マイカさんの〝第三の門〟は、完全に私たちの統制下にあるの。虚無衆の三人は、当然ながら締め出させてもらったわ」

　ジュノが言う。虚無衆は〝第三の門〟によって召喚された龍仙士ドレイク、つまり〝門〟自体をリューイたちが制圧している以上、彼らは召喚よばれることができないのだ。

「作戦成功ってとこね」

　ジュノが皆にウインクをする。

「〝第三の門〟の制圧っていっても、そんな大層なことはしてないけどね。要するに立て籠こもったの。ヨギの手引きによってマイカさんの監かん禁きん部屋へ侵しん入にゆうし、バリケードを作って教団の連中を締め出しただけ。だから、奴やつらがバリケードを突とつ破ぱして部屋にやってくるまで……あと十五分が限度ってとこかしら」

　ジュノはロンギシェルに作戦の概がい要ようを説明しつつ、ジリジリと彼との間合いを詰つめる。

「でも、あちらの世界の十五分は、こっちの世界の一時間以上に相当するわ。あと一時間あれば、ここで貴方あなたの息の根を止めるには充じゆう分ぶんすぎる時間よ」

　不敵に笑い、手に持った〝緋燕扇ヒエンセン〟を構えるジュノ。

　それはまさしく見事な電撃作戦ブリツツ・クリークだった。

　リューイたちの狙いはただ一つ、ロンギシェルの首だけだ。

　奴を排はい除じよすれば、彼に操あやつられている神聖旗き幟し兵団は正気を取り戻もどし、この聖都ディサで繰くり広げられている戦いも終息する。

　まさにこの統帝の間での対たい峙じは、聖都の戦いくさの行方ゆくえを決める天てん王のう山ざんなのだ。

「観念しろや、ペテン師野や郎ろう！」

「…………」

　サクの威い勢せいのいい挑発に、ロンギシェルは俯うつむいて黙だまりこむ。

「あっはっはっはっはっは‼」

　突とつ然ぜん、ロンギシェルは大声で笑い出した。まるで火が点ついたかのような笑い声。それは狂きよう気きを孕はらんだ笑いだった。

「何が可笑おかしい！」

「くっくっく……クソガキども……子供だと思っていたら調子に乗りやがって……」

　低く唸うなるロンギシェル。フードの下の形相が、まるで悪あく魔まのように激しく歪んでいた。

　異様な彼の変へん貌ぼうに、一いつ瞬しゆん、たじろぐリューイたち。

「貴様ら……生かしてはおかん……この世界オルンでも……現実リアルでもな……」

　刹せつ那な、ギラリとロンギシェルの右手が光った。

「危ないッ！」

　その光が彼の隠かくし持っていた匕首であると気づいた瞬間、リューイは叫んでいた。

　そしてその匕首が、彼の目の前にいるジュノを標的にしていると気づいた瞬間、リューイは石床ゆかを蹴けって駆かけだしていた。

　ロンギシェルは弾だん丸がんのように身をかがめ、ジュノめがけて襲おそいかかる。

「あッ！」

　ジュノ、リューイ、ロンギシェル、三人の体が重なり合う。

　匕首あいくちが一条の閃せん光こうを煌きらめかせ、ザクリと肉を裂さく鈍にぶい音が響く。

　周囲に真っ赤な花が咲さいた。鮮せん血けつの飛沫しぶきだ。

　その血飛沫をまともに浴び、リューイの体が返り血に染まる。

「な、なんだと……⁉」

　次の瞬間、リューイは驚おどろきに目を見開いた。

　ロンギシェルの匕首は、リューイとジュノ、二人のいずれの体も傷つけてはいなかった。

　兇きよう刃じんはロンギシェルの胸──急所を外した肋ろつ骨こつの間に、深々と刺ささっていたのだ。

「じ、自分で自分を刺したのか──⁉」

　リューイが茫ぼう然ぜん自じ失しつして立ち尽つくす。

　ロンギシェルはジュノを襲うフリをして、自分自身に凶器を突きつけていたのだ。

　しかし何故──⁉

「……遠えん藤どうリューイ……貴様ならきっと、この女を助けに来ると思っていたぞ……！」

　失血に顔を土気色にしながら、激痛に耐たえてロンギシェルが唸る。

「黒神獅郎に片かた眼めを潰つぶされ、我が能力は半減したが……しかしこの血には、まだ絶大な力が秘ひめられている……忌いま々いましい夢久の力がな……‼」

　その言葉に、リューイは思わずロンギシェルを見やった。

　爛らん々らんと輝く隻せき眼がんに壮そう絶ぜつな狂気が宿っている。

「貴様を手に入れること、それが俺の最後の……手段……！」

　瞬しゆん間かん、リューイの全身が、熱く煮にえ立った。

「ぐうッ⁉」

　体中が熱い。その熱さは、全身に浴びたロンギシェルの返り血が原因だった。

　肉体に染しみこむ鮮血がリューイの体を駆け巡めぐり、精神と肉体を蝕むしばんでいく。

「ぐッ……ぐあああああああああああッ‼」

　堪たまらずリューイは絶ぜつ叫きようした。そして苦しみのあまりその場に崩くずれ落ちる。

「リューイ！」

　ジュノが、慌あわてて彼の体を抱だく。

　ゆっくりと、ゆっくりと──まるで全身麻ま酔すいのように、体の自由が奪うばわれていく。

　その感かん触しよくは、忌々しくも彼に背徳の官能にも似た甘美な心地ここちよさを伴ともなわせた。

「ぐうッ、ロ、ロンギシェル……‼」

　リューイは脳のう髄ずいに迸ほとばしる誘ゆう惑わくに必死に抵てい抗こうする。そして自分を嘲あざ笑わらう憎にくき男の顔を見た。

「形勢逆転……だな」

　ロンギシェルが失血に蒼そう白はくになりながら、ニヤリと笑う。
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「自らの血を代償に、貴様を支配した」

　それはまさに肉を切らせて骨を断たつ、ロンギシェルの捨て身の作戦──。

「さあ、目覚めよ！　そして皆みな殺ごろしにするのだ！　リューイ！」

　殺せ、殺せ、殺せ、殺せ、殺せ、殺せ──。

　ロンギシェルの声に呼応し、リューイの内にドス黒い欲よく望ぼうが広がっていく。

　駄だ目めだ──そんなこと──！

　リューイは必死に抵抗する。

　しかしその言葉は、彼の理性を抗あらがえぬ絶対的な欲望の波で押し流していく。

　コ・ロ・セ──‼

「ぐあああああああああああッ‼」

　リューイが再び叫さけんだ。まるで野や獣じゆうの咆ほう哮こうだった。

　顔に碧あおい血管が浮うかび、その形相はリューイとは思えないほどに歪ゆがんでいる。

「リューイ！　駄目ッ！　リューイッ‼」

　ジュノがリューイを抱いて叫ぶ。

　しかし彼女の必死の呼びかけは、もはやリューイの耳には届かなくなっていた。

「リューイ！　今こそ貴様の龍仙具アトリビユートの力を見せてみろ！」

　ロンギシェルが叫び、そして指差す。

　その指の先には銀ぎん髪ぱつの少女──ハルカがいた。

「究極の力を解き放てッ‼」

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおッ‼」

　リューイが咆哮する。もはや彼はリューイではない、一いつ匹ぴきの野獣となっていた。

　理性を捨て去った野獣は、ついに自らの右手に宿る〝力〟を解放した。

「やめろ！　リューイッ‼」

　サクが叫んで駆け出す。そしてリューイを制止すべく突とつ進しんする。

「駄目だ！　その力を発動したら、どうなるか分かってんだろ⁉」

　バチン、とサクの体が弾はじけ飛んだ。

　同時に彼の体から夥おびただしい量の光が放出し、リューイの右手へと吸収されていく。

「うああああああッ‼」

「サク！　大だい丈じよう夫ぶ……ッ⁉　キャアアアアアアッ‼」

　叫んだリンやトモエ、そしてヨギやトドロキも同様だった。

　体から放出する龍仙具アトリビユートの力が夥しい光となり、リューイの右手へと流れこむ。

　リューイの能力吸収の暴走の前に、もはや誰だれも何の抵抗もできない。

　サクやリンに続き、力を失ったトモエやヨギ、トドロキが、次々と床に崩れ落ちていく。

「みんな……‼」

　仲間たちが次々と昏こん倒とうする中、ジュノは一人、必死にリューイにすがりつく。

　しかし体から力は失われ、急激にリューイを抱だきしめる腕うでが弛し緩かんしていく。

「リューイ！　お願い！　駄目ッ！　ハルカが……ハルカがッ……‼」

　ジュノは喉のどを嗄からして叫んだ。

「グオオオオオオオオオオオオオオオオオッ‼」

　瞬間、世界が蒼あおい光に包まれた。

　その光は、リューイの右手に輝かがやく〝龍帝珠リユウテイジユ〟からのものだった。

〝龍帝珠〟は、あらゆる龍仙具アトリビユートの力を吸収し、体内で増ぞう幅ふくさせる対龍仙具アンチアトリビユート専用の究極能力。しかしその絶大無比なる力ゆえに、発動にはある特別な条件が伴う。

　その条件は、彼に力を送り込む〝発生装置ジエネレータ〟の存在。

　そしてその〝発生装置ジエネレータ〟こそ、彼らを召喚よび出した、召喚者の命。

　すなわち、ハルカの生命──。

「きゃあああああああああッ‼」

　ハルカが叫んだ。その体から蒼い光が放出し、光がリューイへと吸収されていく。

　ハルカの命が、〝龍帝珠〟の光になって、リューイへと──。

　そしてその〝力〟を蓄たくわえたリューイの右手の秘石が、サク、リン、トモエ、ヨギ、トドロキ、ジュノ、周囲にいるすべての龍仙士ドレイクの力の吸収を加速し、増幅していく。

「グオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ‼」

　ヒューズが弾け飛ぶように、飽ほう和わした光が破は裂れつした。

　嵐あらしが去った後の如ごとく、世界に再び沈ちん黙もくが訪おとずれる。

　そしてその中心に立っていたのは、蒼い光を体に纏まとった、一匹の野獣だった。

　そこにあるすべての力を吸収し、そして完全解放した、最強最悪の龍仙士ドレイク──。

　その髪かみは銀色に輝き、逆立っている。

　体にはバチバチと蒼い稲いな妻ずまが逆巻き、体は神こう々ごうしいほど輝いていた。

「すばらしい！　これこそが究極の〝龍仙具アトリビユート〟の力の解放！　最強の龍仙士ドレイクの姿！」

　ロンギシェルが歓かん喜きに噎むせび笑う。

「さぁ、リューイよ。今こそ我に従い、支配を以もつて龍仙士ドレイクの力を世に知らしめるのだ！」

　ロンギシェルは陶とう酔すいするように両手を広げ、自らの創つくりだした〝作品〟を歓かん迎げいする。

　もはや理性と意識を失い、ロンギシェルの下僕となったリューイの意識。

「……………」

　しかしリューイはロンギシェルの命令を無視し、夢遊病のようにフラフラと歩きだした。

「ど、どうした、リューイ⁉」

　制御できぬリューイの行動に、ロンギシェルは戸と惑まどいつつも彼を見やる。

　リューイはゆっくりと周囲を見み渡わたす。

　サク、ヨギ、リン、トモエ、トドロキ、そしてジュノ──誰もが力を吸われ、死んだように動かなくなっている。

　そしてリューイは、一人の少女の傍かたわらへと歩み寄った。

　ぐったりと動かなくなった少女。

　リューイによって、生命力を奪われた、銀髪の少女──。

「ハ、ハルカ……」

　リューイは失われた理性の片かた隅すみにある唯ゆい一いつ残った感情で、ハルカのもとへと歩み寄る。

　そしてそっとその白い頰ほおに手を当てた。

　白磁の人形のように動かない、美しい少女の顔。

「ハ……ルカ……？」

　リューイは愛する少女の名前を呼ぶ。

　しかし返事はない。

　雪のような頰は冷たく、そして閉じられた瞼まぶたはもう二度と開くことはなかった。

　すでにハルカは事切れていた。

　リューイの力によって、ついに少女は死の淵ふちに投げ落とされたのだ。

「ハルカ………」

　返事はなかった。

　少女は安らかな死に顔をしていた。

　そして小さく微笑ほほえんでいた。

　まるで罪深きリューイの所業を、「許す」と言って微笑むような。

　限りない慈じ愛あいに満ちた笑え顔がお──。

「そ、そんな………」

　その瞬間、リューイの中にある何かが弾けた。

「そんな……」

　僕は、

　僕は、

　僕は──。

　最愛の女ひとを──殺してしまった──。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ‼」

　野獣が咆哮した。

　その雄お叫たけびはロンギシェルの支配を超こえて、彼の魂たましいを震ふるわせ、そして爆ばく発はつさせた。

　脳のう裏りにハルカのやさしい笑顔が浮かび、そして消える。

　初めて龍哭塞に召喚よばれたときの、ハルカの白い裸ら体たい──。

　満天の星の下で誓ちかった彼女との約束──。

　祭の最中に、彼女が見せた、おどけた笑顔──。

　そして唇くちびるを触ふれ合わせたにも拘かかわらず、ついに果たせなかった彼女とのキス──。

　そのすべては儚はかない夢。

　そしてもう戻もどってこない過去──。

　なぜなら、僕はハルカを殺した！

　そう、この手で──‼

「殺せ‼　殺してくれッ‼　頼たのむ！　誰でもいい！　僕を──早くッ──‼」

　リューイが吠ほえた。

　もはや叫びは叫びではなく、悲しみは悲しみの域すら超える嘆なげきとなっていた。

　そして彼は涙なみだを流す。失われた涙を。

　頰を伝うその涙は、血の色をしていた。

「無む駄だだ、リューイ！　貴様はこれから我が下僕として生きるのだ！　すべてを忘れ、俺と共に来い！　そしてこの世界に、共に黄昏たそがれの帝てい国こくを築こうぞ！」

　ロンギシェルが叫ぶ。

「ロンギシェェェェェェェェェェェェェル‼」

　リューイの怒いかりが、弾け飛んだ。

　パン──。

　そのとき、蒼い部屋に乾かわいた音が響ひびいた。

　その瞬しゆん間かん、リューイは胸に刺さすような痛みを感じ、仰のけ反った。

　そこには銃じゆう創そうがあった。背中から胸へ。その傷はリューイの体を貫かん通つうしていた。

「……………」

　リューイはゆっくりと、その痛みをもたらした相手を見る。

　そこには、一人の少女が立っていた。

　気を失った皆みなの中、一人気力を振ふり絞しぼり、フラフラになりながら立つ少女。

「……ジュノ」

　少女はジュノだった。ジュノはその手に、一挺ちようの銃じゆうを構えていた。

　リンの銃剣ガンブレイドだ。その銃じゆう口こうからはうっすらと煙けむりが立ちのぼっている。

　ジュノは最後の力を振り絞り、リンの武器を手に取ってリューイに引き金トリガーを引いたのだ。

　ゴフッと、リューイの口から血が溢あふれる。

「ごめんね、リューイ……ごめん……」

　ジュノは震える手で銃剣を地面へと落とす。そして涙にむせび何度もリューイに謝った。

「……ジュノ」

　ふと、リューイを包んでいた蒼い光が消しよう滅めつした。逆立つ髪は元の黒へと戻り、そして右手に光っていた蒼い〝龍帝珠〟の光は、急速にその力を失い、元の鉛なまり色いろの石へと変化する。

　究極の龍仙具アトリビユートを持つ龍仙士ドレイク。その唯一の弱点は、龍仙具アトリビユート以外の物理的な力──すなわち鉛の弾たまだった。

「……こんな結末って……あんまりだよ……」

　ジュノはガックリと地面に膝ひざをつく。

「いいんだ……これでいい……」

　リューイもガクリと膝を落とし、そして石床ゆかにうつ伏ぶせに倒たおれこんだ。

「ありがとう……ジュノ……」

　薄うすれる意識で、リューイはジュノに礼を言った。

　そして涙を流す。

　その涙は血の色ではなく、キラキラとした純じゆん粋すいな涙の色だった。
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　そして統とう帝ていの間にはロンギシェルが一人、残された。

「ふっふふ……ふははははははは！」

　夥おびただしい出血によってフラフラになりながら、ロンギシェルは立ちあがる。

　そして倒れたリューイたちを見下ろし、そしてニヤリと唇を歪ゆがませた。

　勝った──。

　彼の胸に達成感が満ち溢れる。

　一時は万ばん事じ休すと思われたが、結局、勝ったのはロンギシェルだった。

「クソガキども、手を煩わずらわせやがって……！」

　ロンギシェルは、倒れている皆の頭を蹴けり飛ばしたい衝しよう動どうに駆かられながら、ヨロヨロと室内を奥へと歩いていく。

　豪ごう奢しやな龍椅──統帝の玉座が眼前にある。

「フン……悪くない……悪くない座り心地ごこちだ……」

　ロンギシェルは玉座に腰こしをかけ、フウと息を吐つく。

　この椅子に座るまで長い道のりだった。どれほどの人を殺したかわからない。

　まさしく血ち塗まみれになって摑つかんだ栄光──それこそがこの玉座だった。

　オルンを手に入れ、やがては現実世界をも手中に収める──。

　それが、彼──ロンギシェル、いや狭間冥也ハザマメイヤという男の仄ほの暗ぐらい野望だった。

　夢久の家に生まれ、差別と虐ぎやく待たいに涙した過去。

　そして二年前、逍遥館高校学生寮りように開かれた〝門〟を知って、初めて気づいた自らの血の力と、心に芽生えた仄暗い野望。

　その野望がついにこの日、成じよう就じゆする。

　もう何なん人ぴとたりとも、我が覇は道どうの邪じや魔まなどさせない。

　我はドルクルス統国統帝、そしてやんごとなき現あら人ひと神がみ。その名も狭間冥也なのだ！

「その座はお前には似つかわしくない──」

　そのとき、にわかに室内に声が響いた。

　その声にハザマは口から心臓が飛び出るほどに驚おどろく。

「だ、誰だれだッ⁉」

　ハザマが叫さけぶ。しかし返事はない。

　その代わり、廊ろう下かに小さくガシャンガシャンと鋼鉄の脚きやつ甲こうが鳴り合わされる音が響いた。

　ハザマは血相を変え、その音の方向を見やる。

　暗くら闇やみからゆっくり、そして確実に、その音は大きくなり、ハザマへと近づいてくる。

　そしてついに、白昼に正体が晒さらされた。

　同時にハザマの顔が驚きよう愕がくに歪む。

　そんな馬ば鹿かな⁉　信じられん──‼

　ガシャン、と脚甲を鳴らす足音が止やむ。

　そして漆しつ黒こくの外套マントが、ユラリと舞まった。

「き、貴様は……馬鹿な……⁉　な、何故なぜ⁉　貴様は死んだはずだ⁉」

　ハザマが必死の形相で男を睨にらむ。

　信じられなかった。

　確かにこの男は死んだはず。そしてそれを一番知っているのはハザマ本人だった。何故なら、その男は彼自らが息の根を止めた相手なのだ──。

　男は全身を漆黒の全身装甲鎧フルプレート・アーマーに包んでいた。

　その姿──間ま違ちがいない。

「戻ってきたぞ。狭間冥也」

　男が呟つぶやく。黒い兜かぶとのスリットから鋭するどい眼光を輝かがやかせながら。

「き、貴様ッ……い、生きていたのか……⁉」

　ハザマはワナワナと震え、そして男の名を呼ぶ。

「クジャルク……いや、黒神獅郎ッ‼」




　　＊　＊　＊




　リューイは夢を見ていた。

　夢の中で夢を見る──もはや、なんの疑問も抱いだかなくなった。

　しかし、今回の夢は少し奇き妙みようだった。

「リューイ……」

　自分を呼ぶ声が聞こえ、リューイはうっすらと目を開ける。

　体がだるい。

　そして虚きよ無む感かんに満ちていた。心にポッカリと穴が空いたような。

「リューイ……」

　うるさい。寝ねかせてくれ。

　夢なんてもうまっぴらだ──。

　もう、すべてがどうでもよかった。

　何故なら、彼は自らの心に空いた穴を、埋うめる手立てを持たなかったから。

「リューイ……」

　再び声がする。

　うるさそうに瞼まぶたを開けると、漆黒の鎧よろいを着た男が目の前に立っていた。

　ああ、この男は見たことがある……たしか……誰だっけ？

　でも、なんだろう──この懐なつかしい匂におい。

　その原因は、彼の声にあった。

　リューイの名を呼ぶ、黒騎き士しの声。それは決して憎にくい敵の声なんかじゃない。

　もっと懐かしい、親しみやすい、リューイの大好きだった声だ──。

「リューイ、目を覚ませ──」

　弾はじけるように、リューイは目を覚ました。

　そして再び召喚よばれ、赴おもむいた。

　彼を呼ぶ世界へと──。
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　リューイは血に塗まみれて這はいつくばった床から、必死になって上体を起こした。

　どうやらジュノの撃うった弾は、彼の命を奪うばうまでには及およばなかったらしい。

　一いつ瞬しゆん、何か変な夢を見ていた気がする。

　しかしお陰かげで頭は冴さえていた。体からハザマの魔ま力りよくも失われたようだ。

「リューイ、オイ、しっかりしろッ！」

「リューイ先せん輩ぱいッ！」

「リューイ君！」

　不意にリューイのもとに仲間が集まってきた。

　ジュノ、サク、リン、ヨギ、トモエ、トドロキ。

　皆、ボロボロになり、龍仙具アトリビユートの力を失って満まん身しん創そう痍いだ。

「みんな……」

　皆に支えられてリューイは体を起こす。しかし気分は最悪だった。

　自らの失態によって、勝てるはずだった戦いに敗れ、皆を犠ぎ牲せいにしてしまった。忸じく怩じたる悔くやしさが胸に溢れ、そして彼の心を押し潰つぶす。

　そして何より、彼はとりかえしのつかない失敗を犯おかしたのだ。

　僕は──ハルカを──この手で──。

「ま、マジかよ……！」

　リューイの背中に、サクの声が跳はね返った。

　サクたちが取り憑つかれたように呆ぼう然ぜんとして一点を見つめていた。

　皆が見つめる先をリューイも見やる。

　そしてそこで繰くり広げられている光景に驚愕した。

　玉座に座る狭間冥也に、一人の男が対たい峙じしていた。

　男は漆黒の外套マントを翻ひるがえし、同じく黒の全身装甲鎧フルプレート・アーマーを纏まとった騎士だった。

　その姿は間違いない。

「黒神獅郎⁉」

　リューイは叫んでいた。

「違ちがいます」

　そのとき、リューイの背後で声がした。皆みなが振ふり向く。

　そこには、一人の少年が立っていた。かつての偽にせ統帝、ナルカだった。

「彼こそ、僕ら勤王義勇軍とヨギ殿どのを仲ちゆう介かいし、すべての〝策〟を計画した張本人──」

　ナルカはそう言って、漆黒の鎧の男を見やる。

　その声を聞いて漆黒の兜が振り向き、ガチャリと鳴った。

　黒騎士の兜の下に光る目と、リューイの視線が錯さく綜そうする。

「リューイ……黒神獅郎はもうこの世にはいない」

　黒騎士はリューイに向かって、小さくくぐもった声をあげる。

　その声──！

　リューイは再び驚愕した。

　その声、懐かしく聞き慣れたその声は、ついさっきリューイが夢で聞いた、あの声──。

「だから代わりに、奴との約束を果たしにきた」

　黒騎士はガチャリと籠こ手てを鳴らし、両手を兜にかけた。

　そしておもむろに、その顔を覆おおっていた兜を取り去る。

　長い髪かみが振り乱みだされ、そしてその素す顔がおが明らかになる。

「お、お前は──⁉」

　ハザマが叫んだ。

　ワナワナと唇くちびるを震ふるわせ、その素顔を食い入るように見る。

　驚愕はリューイたちも同様だった。

　なぜならその素顔は、リューイたちの想像だにしなかった人物のものだったからだ。

「に、兄さん──⁉」

　リューイは目を見開き、黒い鎧を纏った男の名を呼んだ。

　端たん整せいな顔は歴戦の末に傷つき、隻せき眼がんとなった相そう貌ぼうは峻しゆん厳げんさに満ちている。しかしそこにある素顔は紛まぎれもない、リューイの慕したう、彼の実じつ兄けいのものであった。

　遠藤雪虎──〝白琥将軍〟サーラル。

「に、兄さん……い、生きていたのか⁉」

　リューイは震える唇で、死んだはずの兄を呼び、何度もその姿を確かく認にんする。

　雪虎は黒神獅郎との決けつ闘とうによって死んだはずだった。リューイはその死の瞬しゆん間かんをこの目で見たのだ。獅郎の一いち撃げきを受けた雪虎は、断だん崖がいへと落ちていったのだ。

「谷底に落ちて倒たおれていた彼を助けたのが、我々勤王義勇軍です」

　ナルカが横から説明する。

「そもそも奴は──獅郎は俺を殺すつもりはなかったのさ」

　雪虎は目を閉じ、そして深く頷うなずく。

「貴様……黒神獅郎の鎧など着て、なんのつもりだ⁉」

　にわかにハザマが叫び、そして玉座から体を乗り出した。

　そのとき天に雷らい鳴めいが轟とどろき、一筋の青い稲いな妻ずまがハザマの頭上に落ちた。

「ぐああああああああああああッ‼」

　たまらずハザマは無様に玉座から転がり落ちた。

　その雷らい撃げきは、雪虎の持つ長ちよう槍そうから発せられたものだった。

　サーラルの龍仙具アトリビユート──〝雷霆戟ライテイゲキ〟。雷を纏まとい、敵を屠ほふる龍仙具アトリビユート！

「リューイ！」

　次の瞬間、雪虎が戸と惑まどうリューイに活を入れた。

「〝夢〟を失うな！　殿でん下かはまだ死んではいない！」

「な、なんだって⁉」

　ハルカが、まだ死んでいない──⁉

「受け取れ、リューイ！」

　雪虎が鎧を鳴らし、リューイに何かを投げた。

　リューイは反射的にそれをキャッチする。

「これは──⁉」

　リューイは兄からの贈おくり物ものを見て、再び驚きよう愕がくする。

　それは真紅に輝く珠だった。

「獅郎の〝龍皇石リユウコウセキ〟だ！」

　そう、それは黒神獅郎の龍仙具アトリビユートだった。

　彼の左手にあった、リューイとまったく同じ能力を備えた、究極の龍仙具アトリビユート──。

「リューイ、託たくしたぞ！　俺と獅郎の〝夢〟──」

　雪虎がそう叫さけんだとき、にわかに〝龍皇石〟が発動した。

　突とつ風ぷうが逆巻き、大気が震え、そしてあらゆる光を巻きこみ、世界に真紅の光が満ちる。

「くッ！」

　リューイは左手に刺さすような痛みを覚えて悲鳴をあげる。

　そのとき、パキンと小さく破は裂れつ音がした。

「これは──⁉」

　見ると、〝龍皇石〟が、左の掌てのひらに融ゆう合ごうし、嵌はめられていた。

　まるで右手にある青い秘石〝龍帝珠〟のように──。

　ドオッと、今までを上回る大竜巻が、統とう帝ていの間に巻き起こった。

「な、なになになに～⁉」

　サクやリンたちが驚おどろいて叫ぶ。

　未いまだかつてないほどに、光が圧あつ倒とう的な物理的衝しよう撃げきを以もつて周囲を席せつ捲けんする。

　光の衝撃はもはや統帝の間だけではなかった。

　天空宮全体、いや聖都ディサを取り囲む全域に、激しい光と風が巻き起こっていた。

　風は城じよう壁へきを崩くずし、瓦が礫れきを天高くまで舞まいあげる。

　城内にいる神聖旗き幟し兵団も勤王義勇軍も、もはや戦いくさどころではなかった。

　その場にいた数十万の兵士と市民が、圧倒的な光の洪こう水ずいに呆然と空を見つめている。
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「くうッ‼」

　にわかにリューイが呻うめいた。

　赤と青、自らの放出する二つの龍仙具アトリビユートの絶大な力に、その体が耐たえきれないようだ。

　全身に軋きしむような激痛が走る。四し肢しが引きちぎられ、バラバラになるかと思う激痛だった。

「ぐあああああああああああッ‼」

「リューイ！　耐えろ‼　俺たちの〝夢〟を受け止めてくれ‼」

　雪虎が叫ぶ。しかしリューイは激痛に意識が遠のいていく。

　光が、彼の体を蝕むしばみ、そして体が溶とけていく──。

　限界だ──。

「ぐあああああああああああああああああああああああああッ‼」

　そのとき、そっと彼の肩かたを抱だく感かん触しよくがリューイの体を包んだ。

　驚いて見やるリューイ。

　ジュノだった。

　ジュノは激痛に耐えるリューイをやさしく抱ほう擁ようし、そしてその痛みを分かち合う。

「駄だ目めだ、ジュノ！　そんなことしたら、君も光に溶けてしまう──‼」

　リューイが必死に彼女を引き離はなそうとする。

　しかしジュノのリューイを抱く力は強かった。

「……君だけに、つらい思いはさせないよ」

　ふと、少女がリューイの耳元に囁ささやいた。

　驚いて見やるリューイ。少年と少女が視線を交こう錯さくさせる。

　息の触ふれあう距きよ離りに、少女の顔があった。

　憂うれいをこめた大きな眼めが、リューイをじっと見つめている。

「……だって〝夢〟はみんなで見るものでしょ？」

「ジュノ……」

　ジュノはニコリと微笑ほほえむ。光がその笑え顔がおの輪りん郭かくを消していく。

「忘れないで、私はずっと君を見ている。今までも、これからも……ずっと……」

「ジュノ──」

　リューイは吹ふき荒あれる光と風の中、ジュノと両手を重ねた。

　彼女の右手と左手、そして彼の右手と左手が一つになる。

　赤と青の光が、ジュノという愛いとおしい存在によって繫つながった──。

「君こそが、私の〝夢〟なの。リューイ──」

　──瞬間。

　圧倒的な真紅の光が蒼あおい光と混じり合い、そして最後には蒼一色に変へん貌ぼうしていく。

　光がハレーションをおこし、リューイとジュノの体を包みこんだ。

「右手と左手──〝龍帝珠〟と〝龍皇石〟が合わさった時、二つの龍仙具アトリビユートは初めて真の力を取り戻もどす！　それこそが獅郎と俺が追い求めてきた究極龍仙具の力だ‼」

　雪虎が叫んだそのとき、リューイとジュノの体が宙に浮ういた。

　もはや二人の体は溶け合い、蒼い光の塊かたまりと化していた。

　まるで恒こう星せいのように。

「リューイ！　〝夢〟を紡つむげ──！」

　雪虎が喉のどを嗄からし、祈いのるように叫ぶ。

「俺と獅郎──そして世界のすべての人の託した〝夢〟を、お前が叶かなえるんだ‼」

〝夢〟──。

　リューイは光の中、小さく自答した。

〝夢〟──そうだ、すべては〝夢〟──。

　それを叶えることが、僕に課せられた使命。

　そして僕そのもの──。

　すぐ近くに、ジュノの存在を感じる。

　そして彼女も、きっと僕と同じことを思っているに違ちがいない。

　リューイの脳のう裏りに、一人の少女の顔が浮かんだ。

　儚はかなく、やさしく、そして毅き然ぜんとした少女の顔──。

　彼女の〝夢〟を叶えたい。それが僕のすべてなのだ──。

　リューイはもはや、一個体の存在ではなく、完全な光となっていた。

　皆みなの夢を叶えるため、世界に顕けん現げんした希望の光──。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッ‼」

　蒼い光が叫んだ。

　同時に、彼を中心に、空に大きな穴が空く。

　渦うず巻まく雲を退け、まるで台風の目のように出現した、天の穴。

　そしてそこから、一筋の光が天空宮へと注がれた。

「見てるか⁉　獅郎！　ついにこの日が来たぞ！〝境界の世界〟が繫がったのだ！」

　サーラルが天を仰あおいで叫ぶ。その目は涙なみだで濡ぬれている。

〝境界の世界〟から舞まい戻った魂たましいが一筋の光となり、再び世界に蘇よみがえったのだ。

（ハルカ──さん）

　光が集まり、人の形を結んだ。

　それは少女の姿をしていた。

〝境界の世界〟から覚かく醒せいし、幽ゆう体たいとなったユイカだ。

　ユイカは降臨し、直下のハルカの死体を見つめて呟つぶやく。

（私と貴女あなたは、元は一人──二つの世界の隔かく絶ぜつにより分かたれた一つの魂です）

　ユイカは深い慈じ愛あいを湛たたえた瞳ひとみで、自分に生き写しの少女へと微笑みを投げかける。

（今、二つの魂は一つになり、そして再び分かたれる──元の二つの世界へと──）

　ハルカとユイカ──二人の少女が静かに抱だき合い、そして一つになった。

　瞬しゆん間かん、世界が弾はじけた。

　光の筋がプリズムのように光を透とう過かし、そして少女に集中していく。

　少女が、ゆっくりと目を開ける。

　それは死んだはずの彼女が、再び命の芽を吹き出した瞬間だった。

「ハルカ！」

「ユイカ！」

　兄弟が、同時に一人の少女の名を呼んだ。

「リューイさん、ジュノさん──」

　微かすかに目を開けた少女は、眩まばゆい光の中、自らに命を吹きこんだ希望の〝光〟に向かい、そう呟いた。

「ハルカ──」

　光の中から声がした。リューイの声だった。

「これは──⁉」

　そのときトモエが叫んだ。そして自らの手をじっと見やる。

「どうなってんだ⁉　俺たちの体が──⁉」

　サクが慌あわてて叫んだ。そして体から吹きあがる鱗光パーテイクルに戸と惑まどう。

　体が、光となって消えていく──。

　それはトモエやサクだけでなく、リンもヨギもトドロキも同じだった。

　まるで光となったリューイとジュノの後を追うように、皆の体も光となり、そして一つに融ゆう合ごうを始める。

「ひ、ひいッ⁉」

　ハザマが叫さけんだ。彼の体も皆と同様に〝光〟となって溶け出していた。

「や、やめろおおおおおおお！」

　ハザマが叫ぶ。しかし無む駄だな抵てい抗こうだった。この世界のあらゆる龍仙士ドレイクが、今、その肉体を失い、光の粒りゆう子しとなって〝光〟に吸い込まれていく。

「龍仙士ドレイクの存在が、元来あるべき姿となって、一つに収縮されつつあるのだ」

　体から鱗光パーテイクルを舞いあがらせながら雪虎が言った。彼もまた、消えつつあった。

　雪虎は目を細めて、光となって集まる龍仙士ドレイクたちを見つめる。

「〝夢〟を叶える。そのために我々はこの世界に召しよう喚かんされた」

　雪虎は遠い目をして微笑む。

「〝夢〟の具現、それこそが龍仙士ドレイクそのもの──そのすべての〝夢〟が今、叶えられようとしている──」

　雪虎の言う通り、龍仙士ドレイクの肉体を構成する鱗光パーテイクルは次し第だいにリューイの体へと集まり、やがて一つの光の塊となった。そして光は収縮していく。

　二つの世界を繫ぐ〝門〟が永久に失われる瞬間だった。

「リューイさんッ‼」

　にわかにハルカが立ちあがって叫ぶ。その頰ほおには止めどなく涙が流れている。

「リューイさん、リューイさんんんん‼」

「ハルカ──」

　光の中で、小さく声がした。リューイの声だった。

「約束を守れなくて、ごめん」

　リューイは限りなくやさしく憂いのある声で、愛いとしの少女に告げる。

「君を僕たちの世界につれていく。そう約束したよね──」

「リューイさんんッ‼」

「でも、これこそが僕たちの望んだ結末エンデイングなんだ。君の〝夢〟に少しでも力になれたことを、僕は誇ほこりに思う。ハルカ、この国を平和にしてくれ。僕たちの分まで」

「命に代えて……必ず……」

　ハルカは涙を払はらい、そして強い意志とともにきつく唇くちびるを結ぶ。

「ジュノさん、聞こえますか⁉」

　ハルカが光に叫ぶ。

「ハルカ？」

　その呼びかけに、〝光〟の中で少女の返事が聞こえた。ジュノだ。

　涙で顔を濡らし、ハルカが微かに笑って、言った。

「リューイさんを……宜よろしくお願いします……」

「ハルカ……」

　ハルカの泣き笑いに〝光〟の中の少女が小さく言葉を詰つまらせる。

「うん」

　そして少女は答えた。強く、しっかりとした返事だった。

　光は収束し、もはや微かな光明となっていた。

　消えつつあるこの〝光〟こそ、オルンと現実リアルを繫ぐ、最後の縁えにし──。

「バイバイ、ハルカ……」

　リューイは小さく、そして短く、挨あい拶さつをする。

「〝バイバイ〟？……それがリューイさんの世界の別れの挨拶なんですね？」

「違う」

　リューイがハルカの言葉を否定し、そして最後に一言、呟いた。

「再び逢あえると願う──〝夢〟のおまじないさ──」

　贈おくられた言葉の直後、光が弾け、そして消えた。

　周囲に静せい寂じやくが戻る。

　そこにはハルカとナルカのみが残された。

　世界のすべては、元に戻ったのだ──。

「ハルカさん、いきましょう」

　ナルカがそっと、ハルカに手を差し出す。

「新たな国造りのはじまりです。統とう帝てい陛下──」

　その呼びかけにハルカは頷うなずき、そしてその手をとる。

　そしてハルカは、いつまでも、いつまでも、光の消えた先を見つめていた。

　そして目を瞑つぶり、祈るように、小さく、そして強く、呟いた。

「バイバイ……リューイさん……龍哭塞の龍仙士ドレイクの皆さん……」




　バイバイ──。







　終章　そしてサイゴは、大団円？







　遠くに祭まつり囃ばや子しが聞こえていた。

　宵よいの迫せまった薄うす暗くらがりに、赤、青、黄色、色とりどりの提ちよう灯ちんが揺ゆれている。

　参道は大勢の人で賑にぎわい、周囲には色々な種類の夜店が軒のきを並べている。

　そこは夏祭りの会場だった。

　ガヤガヤと賑やかな参道に、盆ぼん踊おどりの歌と曲が流れてくる。

　そんな夏祭りの入り口、鳥居の前に、二人の少女が立っていた。

「遅おそいなぁ、みんな」

　プリプリと怒おこるのは、朱あかい浴衣ゆかたを着て手に団扇うちわを持った美少女だった。

　浴衣であっても分かる抜ばつ群ぐんのプロポーション。豊満なバストが窮きゆう屈くつそうに浴衣の合わせに閉じこめられている。

「定刻を十五分過ぎ──将しよう棋ぎなら時間切れ」

　もう一人は地味めな浴衣を着て眼鏡をかけた、こちらも負けず劣おとらずの美少女だった。

　普ふ段だんは下ろした黒の長ちよう髪はつのストレートを、今日はアップに結んでいる。

　浴衣から見える白いうなじが祭りの提灯に照らし出されて、なんとも艶つやっぽい。

「あ、ジュノさん、ヨギさん～！　こっちこっち～！」

　鳥居に立つ二人の美少女に、声が跳はね返った。

　振ふり向くとそこには、これまた浴衣の少年と少女がいた。

　少女は紺こんの浴衣を着て、頭にヒーローのお面をつけている。そして右手にかき氷、左手にリンゴ飴あめという完全武装だ。

「あ、ジュノさんも食べます？　ベロ緑色のゾンビ状態になるけど～！」

「遠えん慮りよするわ、リン」

　ジュノはリンに突つき出されたメロン味のかき氷を固辞して笑う。

「また賭かけに負けて奢おごらされたの？　サク」

　ジュノは呆あきれて少年の方に言う。

「ったく、コイツ、異様に射しや撃げきが上手うまいんだぜ！　勘かん弁べんしてくれよ！」

「へへ～ん、伊達だてに銃剣ガンブレイドを得意技わざにしてるワケじゃないんだぜ～！」

　リンが得意げに鼻をこする。どうやらサクはリンと射的勝負をして見事に負け、戦利品一式を奢らされたらしい。

「みんな、集まってるな」

　リンとサクがいがみ合っていると、そこにもう一人、美少女が現れた。

　しっとりと絣かすりの浴衣を着た大人びた美少女だ。

「うおおお！　ユッキー先せん輩ぱい、大人の魅み力りよく！　セクスィ～！」

　リンが目を輝かがやかして言う。トモエはクールな表情に少しの照れを宿して目をそらす。

「わ、私は、祭りの後にみんなでカラオケに行くというから、付き合ってみただけだ」

「似合ってるぜ、ユッキー♪」

　サクが横から冷やかす。

「だ～か～ら～、私をユッキーと呼ぶな！　お前たちが広めたおかげで、今や学校中の生徒にユッキーと呼ばれるんだぞ⁉　どうしてくれる⁉」

　トモエがサクたちに眉まゆを吊つり上げて抗こう議ぎする。

　今、学生寮りようではにわかにツンデレ生徒会長アイドル、ユッキーブームが訪おとずれているのだ。

「お、みんな、揃そろってるようだねェ～」

　そこに現れるＴシャツ姿で生ビールを片手にやってくる長身の男。

「つーか、呼んでねーし。トドロキのオッサン……」

　サクがジトッと男を見やる。男──トドロキは「あはは」と笑って誤ご魔ま化かした。

「いや～こういうところは、ふつー保護者同どう伴はんだろ⁉……ってジュノ君！」

「は、はい⁉」

　トドロキの突とつ然ぜんの奇き声せいに、ジュノが驚おどろいて背筋を正す。

「すばらしい！　完かん璧ぺきだ！　なんたる浴衣美人！」

　トドロキはビシッと親指を突き出し、「グッジョブ！」とウインクをした。

「当然、今日は……穿いてないんだろうね？」

「はぁ？　何をですか？」

　不可解な質問に、ジュノが戸と惑まどって聞き返す。

「んもう、決まってるだろ⁉　下着だよ！　シ・タ・ギ！」

　トドロキは鼻の下をビローンと伸のばし、そして軽くジュノのヒップに手を触ふれる。

「きゃっ‼」

　ジュノは瞬しゆん間かん的に真っ赤になり、思わずお尻しりを押さえて飛びあがった。

「な……な……な……！」

「なんてことすんだぁ！　この、クソオヤジィィィィィィ‼」

　ジュノが叫さけび、隣となりのリンも叫ぶ。

　そして二人はほぼ同時に、トドロキに鉄てつ拳けん制裁をお見み舞まいした。

「ふぐはッ！」

　トドロキはビールの泡あわを散乱させ、見事にその場に崩くずれ落ちた。




「ごめんごめん！」

　リューイが待ち合わせの場所に到とう着ちやくしたのは、トドロキが正座して謝っている、まさにそのときだった。

「な、なにやってんすか？　トドロキさん……」

「いや、ちょっと、大人の事情ってやつで……」

　トドロキはテヘヘと苦く笑しようしてリューイの質問を誤魔化す。

「リューイ先輩、遅い～！」

　リンがリューイを指差してプンスカと怒る。リューイは「ごめん」と素す直なおに頭を下げた。

「兄さんを駅に送りに行ったら、遅おくれちゃって……」

「雪ゆき虎とらを送ったって？　どこに？」

　トドロキが正座のまま、顔は真面まじ目めになってリューイに聞く。

「夢ゆめ久ひさヱイカさんという方から連れん絡らくがあって、ユイカさんが目覚めたらしいんです」

「ユイカちゃんが目覚めたって⁉　この世界に⁉」

　トドロキが立ちあがり、身を乗り出して驚く。

　リューイは「はい」と頷いた。

　オルンと現実リアルを繫つなぐ〝門〟を閉じたあの日から、早、数週間が過ぎた。

　病室で昏こん睡すい状態になっていた遠えん藤どう雪虎は、事件の直後、この世界に帰ってきた。

　その後、二年間の植物状態という体の衰おとろえのブランクをものともせず、雪虎は決死のリハビリで驚きよう異い的な回復を遂とげた。すべてはユイカに逢いたいと願う一心だったのだろう。

　そして今日、退院した雪虎のもとにもたらされた吉きつ報ぽう。

　彼はユイカに会うため、すぐさま彼女の実家があるＫ市へと旅立つことを決断した。

　それは夢にまで見た愛し合う二人の現実リアルでの再会だった。

「二人で獅郎シロウに会いに行く」

　駅のプラットホームで列車を待ちながら、雪虎はリューイにそう告げた。

　黒神獅郎の墓は、ユイカの実家に近い彼の生まれ故郷、海の見える丘おかの上にある。

「獅郎に報告しなければな。俺たちが無事、〝夢〟を叶かなえたことを──」

　発車ベルを聞きながら、雪虎はそう言って笑った。

　その笑え顔がおは峻しゆん厳げんな将軍の表情ではなく、以前のやさしい兄の顔に戻もどっていた。

「あ、そういえば、昨日の朝刊、見た？」

　唐とう突とつにサクが皆に向かって聞く。

「ハザマのヤロウ、逮たい捕ほされたらしいぜ」

　得意げに話すサク。しかしニュースはそこにいる全員がすでに知っていた。

　狭間冥也ハザマメイヤの容疑は逍遥館高校学生寮の爆ばく破はテロ。そして捜そう査さの手が入った宗教団体〝龍りゆう神じん会かい〟では、脱だつ税ぜい、密売、信者への詐さ欺ぎ、武器の不法所持と密造、政治家への不正献けん金きんと汚お職しよくなどなど……あらんかぎりの余罪がゴロゴロと見つかった。

　結果、ハザマは逮捕され、教団は解体されるということだ。

　マイカは罪に問われることはなく、ヱイカの住む夢久の家に帰ったと聞く。

　きっと目覚めたユイカと一いつ緒しよに、元の平へい穏おんな生活に戻もどるのだろう。

「なんか、大団円、めでたしめでたしってかんじかなぁ？」

　リューイの横で、ジュノが天を仰あおいで言った。

「そうかもね」

　リューイが笑って答える。

　皆は雑談をしながら、鳥居をくぐって宴えんもたけなわの祭りの会場に歩き出す。

　ふと、リューイは夜空を見あげ、微かすかに瞬またたく星を見つけて思った。

　この星を、ハルカと兄さんも見ているだろうか──？

「どうしたの？」

　隣を歩くジュノがリューイの顔を覗のぞきこむ。

　リューイは「ううん、なんでもない」と笑って誤魔化した。

「新しい学生寮、はやく出来ないかな」

「なんか噂うわさだと、結構豪ごう華かになるみたいよ。インテリジェントマンションみたいな」

「すごいな、それ。今度こそ風ふ呂ろのお湯がちゃんと出るといいな」

「あれ、辛つらかったよね。冬場に突然お湯が止まって、凍こごえ死ぬかと思ったもん。裸はだかで」

　リューイとジュノはクスクス笑って、旧学生寮の思い出を語る。

　新しい学生寮が着工し、完成するのは数ヶ月後。

　きっと今度は、ごく普通の学生寮だろう。

　そこではもう別の世界に召喚よばれることもなく、ごく普通の高校生活を営むことになる。もしかしてそれは、とても退たい屈くつな日常なのかもしれない。

　でも、それはそれでいい──。

「ねェ、リューイ……」

　そう、リューイは思うのだ──。

「ねェ、リューイってば！」

「え？　は、はい？」

　Ｔシャツの袖そでを引っぱられ、リューイは慌あわてて我に返る。

　ジュノがちょっと頰ほおを膨ふくらませ、リューイの顔を覗きこんでいる。

「ねェ、何か言いたいことはないの？」

　ジュノが聞く。そのとき初めて彼は彼女の浴衣ゆかた姿と、色っぽい首筋を間近に感じた。

　夏の宵よいに暑さも和やわらぎ、涼すずしい一いち陣じんの風が吹ふく。

　その風によって、少女から匂におうかぐわしい石せつ鹼けんの香かおりが、リューイの鼻び腔こうをくすぐった。

「うん、とてもカワイイ……よ」

　リューイは顔を赤らめて呟つぶやく。

「よろしい！」

　ジュノは満面の笑みでリューイに答え、そして楽しそうに歩き出した。

　祭まつり囃ばや子しの聞こえる夏祭り。夜空には花火があがっている。




　うん、これでよかったんだ──。

　リューイは改めて、そう思うのだ。

　何故なぜなら──。




　僕たちの夏は、まだ始まったばかりなのだから──。





第四巻・完　
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　あとがきは画竜点睛⁉







　こんにちは。秋あき水みと申します。

『放課後は無敵ですが、何か？』、謹つつしんで第四巻をお届けさせて頂きます。




　去年の第一巻発売から、早、一年。そしてシリーズも四冊目を迎むかえました。

　そしてついに本巻をもちまして『放課後は無敵ですが、何か？』は一応の決着を迎えることになります。

　なんだか短いようで長く、そして長いようで短い一年間でした。

　最初は一巻完結のつもりだったこの作品。たとえ結果がどうであれ、後こう悔かいしないつもりで書きあげた入にゆう魂こんの一冊でした。なのでその後、シリーズ化が決定したときは心の底から嬉うれしかったです。

　しかし反面、お気楽テキトー人間である筆者にとって、続編の執しつ筆ぴつは想像以上に過か酷こくな道のりでした。

　壮そう大だいな世界設定、張はり巡めぐらせた伏ふく線せん、錯さく綜そうする人物関係、そして広げすぎた風ふ呂ろ敷しき……様々な問題が山積し、正直、かなり手こずりました。が、とにかくずっと書きたかったテーマやストーリー、そしてキャラクターたちを信じて無我夢中で書きまくり、その結果、なんとか完走することができました。

　結果として今の筆者が出せる実力の限り、最高の作品をお届けできたと自負しています。

　そして今、こうしてカーテンコールを迎えることができたのは、そんな筆者と作品に最後までお付き合いして頂いた、読者の皆みなさんのお陰かげだと思います。

　まずは何よりも先に心から「ありがとうございました」と言わせて頂きたいと思います。

　ありがとうございました。




　ハテサテ、そんなこんなで無事完結した本編の後にナンですが、蛇だ足そくを少々。

　筆者は旅行が好きで、国内、海外を問わずちょくちょくと暇ひまがあればトランク一つだけ持ってフラリと旅をしています。

　そんな放ほう浪ろう癖へきのある筆者はこの間、北海道の函はこ館だてに行ってきました。

　函館といえばやはり五ご稜りよう郭かく。

　五稜郭といえば幕末に勃ぼつ発ぱつした戊ぼ辰しん戦せん争そうの終しゆう焉えんを飾かざった地です。

　かの有名なイケメン歴史キャラ、新しん撰せん組ぐみ副長・土ひじ方かた歳とし三ぞうもまた、転戦の末に、ここ函館で非業の戦死を遂とげました。

　今や単なる星形の堀ほりに囲まれた公園になってしまっている五稜郭ですが、そこはまさに兵つわものどもが夢の跡あと、なのです。

　そもそもここ函館は、幕府の海軍副総裁、榎えの本もと武たけ揚あきが北海道（昔は蝦夷えぞ地と呼ばれていました）を独立国にしようと画策した、その要かなめというべき場所であります。

「ほっかいどうはでっかいどう！」とベタなキャッチフレーズがありますが、確かにこの広大な土地の雄ゆう大だいな自然を目まの当たりにすると、榎本武揚がこの土地で独立し、明治新政府と対等に戦おうとしたことも、あながち冗じよう談だんではなかったように思えてきます。

　また、函館港の近くには、様々な名所名めい跡せきがあります。

　そこらはかつて外国の領事館だったり、宣教師の建てた教会だったり、趣おもむきのある明治期の建物がたくさん建ち並んでいます。

　そういった建造物を見るにつれ、筆者は大きな〝夢〟をひしひしと肌はだで感じるのです。

　まるで国作りシミュレーションゲームをしているようなワクワクとした感覚。

　彼らは生しよう涯がいをかけて、この函館を本気で〝独立国〟にしようとしていたんだなぁ、と。

　それはある意味、この作品のテーマである〝夢〟とシンクロする感覚でもありました。

　この作品は亡国の帝てい姫きハルカを中心にして〝龍りゆう哭こく塞さい〟という城に集つどう者たちの国家再興の物語です。

　そんな彼らの〝夢〟への情熱と同じものが、かつての日本で、こんなに身近に感じられる場所があったのか──。

　ラッキーピエロのハンバーガーを囓かじりながら、そんなことを考え、筆者は人知れず感動したのでありました。




　最後の最後に謝辞を。

　しらび様、四巻の長丁場、変わらず素す晴ばらしいイラストを本当にありがとうございました。お色気シーンは「どんなイラストを描えがいて頂けるのかな～？　フヒヒ」と、妄もう想そうしつつ鼻の下を長～くしながら執筆していました。不純な筆者をお許しください。

　初代担当のＴさん、続いてＭさん、そして現・担当のＯさん。ご指導ご鞭べん撻たつ、本当にありがとうございました。

　そして何より、本作に最後までお付き合い頂いた読者の皆様。

　皆様を含ふくむ『放課後は無敵ですが、何か？』に関かかわったすべての方に、語りつくせない感謝の気持ちを贈おくりたいと思います。

　筆者はこれからも鋭えい意い、執筆に取り組んでいきたいと思います。

　よろしかったら今後ともご愛あい顧この程、よろしくお願いします。




　本当にありがとうございました。

　いずれまた、新作で皆さんにお会いできる日を楽しみにしています！





秋水　　
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